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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第四十六章　袂たもとを分わかつ




「いい貌かおだ……」

　と、厚さ三〇センチの防弾ガラス越しにスレイを見詰めながら、イツマ・ウエキ・タイラーは呟つぶやいた。

「ずっと前から思っていたが、わけても今日きようの君は、今まで見た中で最高に魅力的だ。今だから本ほん音ねを言おう、スレイ。僕は、君のような男にこそ、生まれたかった……」

「余裕かましてくれるじゃねえか」

　ドン・レオ・スレイは鼻で嗤わらった。

「勝ったつもりか。だが、おまえは明らかに株を下げたぜ。少なくとも俺の中じゃ、大だい暴ぼう落らくだな」

「卑ひ怯きようであったとは、自覚している」

　伏し目がちに、イツマ。

「だが、それでも僕にとっては、あれが望み得うる最善の対処だったと、今でも確信している。だから、微み塵じんも後悔などしてはいない……」

「微塵もだと？」

　言こと葉ば尻じりを捕とらえるように、スレイはイツマを詰なじった。

「ベルファルドに、あんな辛つらい選択を強しいたことも、後悔していないと言えるのか!?」

「────!!」

「ベルファルドには、あれはこたえたぜ。奴にはああするしか、選せん択たく肢しがなかったんだからな……。ベルファルドをあそこまで傷付けて、おまえはまだ後悔していないなどと、戯たわ言ごとが言えるのか、え!?」

　スレイの両の拳こぶしが、見えない壁を打つ。ありとあらゆる携帯用火器の直撃に耐えるはずの超弾性高分子ガラスが一瞬震ふるえた。

「後悔して……いない！」

　イツマは目を逸そらさずに言った。

「それで、何億の命が助かるかを思えば……」

「ベルファルドの心を、踏み躙にじっても？」

「もちろん、心穏おだやかではいられるはずもないさ。だがスレイ、君と僕とでは、物事の優先順位が違う」

「ベルファルドもな……」

　スレイは言った。

「少なくとも奴は、おまえほど友情と建たて前まえとの間に、差がねえみたいだぜ。俺は……何よりも友情を最優先する！」

「友情と身内贔びい屓きは違うぞ」

　圧おされ気味だったイツマが、きっぱりと言った。

「似ているようで違う。君に大局を見ろと言うのは、無理な相談なのかな？　君ほどの漢おとこに何故それがわからないのかと考えると、僕には勿もつ体たいなく思えて仕方がない……」

「人命を損なわないことが、それほど大たい切せつなのか？」

　スレイは問うた。

「どうでもいいような人間が、たとえ何万人死のうと、本当に大事なことが踏み躙られるのに較くらべたら、取るに足らないことじゃねえのか!?」

「僕の立場では、ノーとしか言えない……」

「無理もねえか……」

　スレイの声は、ため息に近かった。

「おまえは、為い政せい者しやになるんだからな……。そこにいくと俺は、所しよ詮せん底辺の人間だ」

「ただし、底辺の代表だがね」

　イツマもそれは、認めているのだ。

「僕にとっても、最強の敵だ。こうして、捕えた今でもね」

「そいつはどうも、嬉うれしいねえ……」

　これ以上はないふてくされた表情で、スレイ。だが断じて、敗者の表情ではない。

「だがてめえは、勘かん違ちがいしている。俺を捕えても、人死には減らない。それどころか、増ふえるかも知れねえ」

「なに？」

「負け惜おしみで言ってんじゃねえぞ。俺の仲間は日頃の教育がいいから、俺を人ひと質じちにしたくらいじゃ、攻撃の手を緩ゆるめたりはしねえんだ。それだけは自信を以もつて言えるな」

　スレイの表情に、不敵な笑みが浮かぶ。立場の相違さえなかったら、イツマはその微笑ほほえみを見た瞬間に、『それでこそスレイだ！』と叫さけんでいたかも知れない。それほどその笑顔は、魅力的だった。

「何な故ぜかって？　それはな、俺の仲間には俺の命や体よりも、俺の意志を尊重するようにって考え方を徹底させてあるからよ。無論、奴らにとっても、俺を喪うしなうことは身を切られるよりも辛つれえはずだ。だが、それでも、俺の身を案じる余り、俺の意に背そむくような行動を選択することは断じて有り得ねえ。何故だかわかるか？　それは、もしも俺の意志に背いて俺を助け出したとしても、俺が喜ばねえことを知り抜いているからだ。こいつは、おまえには考えもつかねえことだろうなあ……。おまえの部下は、たとえおまえの意志に背いてでも、我わが身を犠牲にしておまえの身を案じるような連中ばっかりだろうからな。ま、そいつがおまえの人徳でもあるんだが……」

「大した自信だな」

　イツマはその美しく赤い髪を搔かき上げた。彼女の血管には、その配分以上に色濃く、苛か烈れつなラアルゴンの血が流れている。それはちょっと見みに柔にゆう和わな外見からは、窺うかがい知ることもできない程ほどのものであった。

「だから、おまえがもし、銀河での人死にを最小限に抑おさえたかったのなら、俺でなくバグジーを、人質にすべきだったんだよ。もっとも、どんなことがあっても、そんなことはさせねえがな……。バグジーの為ためだったら、俺たちは躊躇ためらいもなく、死ぬぜ」

「だろうな……」

　頷うなずくイツマ。

「あるいはそうすべきだったかもな。だがスレイ、おまえにも誤算があった」

「何？」

「君は君自身を、あまりにも過小評価している」

「どういう意味だ」

「君の魅力と、その存在感をだ」

「存在感？」

「君がどれほど、彼らにとって必要とされているか、なくてはならない人であるか……。それはおそらく、君自身の想像を遥はるかに超えているよ。現に、敵である僕にとってさえ、そうなのだ」

「利きいた風なことを……」

「それがどれほどのものかは、じきにわかる」

　イツマはその端たん正せいな貌に、うっすらと勝ち誇りの笑みを浮かべた。

「だからこそ、僕は言ったのだ。この選択を、微塵も後悔してはいないとね……」




「見損なったわ、エッソ！」

　と、叩たたきつけるようにユーリアは言った。

「あんたって、やっぱり最低のガキ!!　ちょっとは成長したかと思ってたけど、大切なことが何か、まるでわかってない！　なまじ頭がいいだけ、よけい赦ゆるせない……」

　激しかった口調が、途中から急にトーンダウンして、最後の方では涙声になっていた。

「スレイを自由にして……」

「それが君の本音か」

　エッソはため息混まじりに、かつての学友を見る。

「君をそんな風に変えてしまうなんて、ドン・レオ・スレイというのは、どうやら風評以上に、大変な漢おとこのようだね……」

「そうよ……。誰が見たって、宇宙でいちばんの、傑けつ物ぶつよ」

「僕だって、そのことを認めるのに吝やぶさかではない」

「あなたにそんなことを言う資格はないわ。言って欲しくない……」

「ところがね、僕としてはああするよりなかったのさ」

　意外にもさばさばした表情で、エッソは言った。

「君にとって、スレイが特別な人であるように、僕にとってのベルファルド社長も、特別な人なのさ」

「あのぼんくらが？」

「そう。僕も初めは、そう思ったよ。だけどあの人は、凄すごいんだ。包み込むような人徳と、懐ふところの深さと、その中にピシッと一本筋の通った、強い心を持っている。最後のひとつは、わかりにくいけどね……。でも、二人きりで遭難して、僕にはわかったよ。今のところ、宇宙で僕だけが、わかっているのかも知れない。実はそれが、ちょっと自慢なんだ」

「社長の為にやったってわけ？」

「そうさ」

「社しや畜ちくね。あなたがいちばん嫌っていた企業の奴隷に、あなたはなってしまったんだ……」

「それは違うよ」

　きっぱりと否定するエッソ。

「会社の為にやったんじゃない。僕の忠誠心は、社長一人の為にある。いや、厳密には忠誠心というのも、少し違うな……。いずれにせよ僕は、僕のしたことを後悔してはいない。あれでよかったと思っている」

「あなたの取った行動が、あなたの敬愛してやまないベルファルド社長を、あれほど苦しめる結果になっても？」

「そうだ」

　エッソは頷いた。少なくともその確信に満ちた表情は、十四歳のものではなかった。

「社長は悩んだ。だから僕は、社長が一人ではできないことを、代わりにやったんだ。たとえそれが社長を苦しめることになっても、長い目で見ればそれでよかったと思っている。だって、誰が見ても、あの選択は正義だよ」

「そうは思わない人間も、ここに一人いるわ！」

「とにかく僕は、正しいことをしたと思っている。結果として、最小限の犠牲で済すんだんだからね」

「大人になっちゃったのね、悪い意味で」

　ユーリアは哀かなしそうに呟いた。

「会社って、そんな風に人間を変えてしまうものなの？」

「エッソのことを責めるのは、筋違いだぞ、ユーリア」

「ドミン！」

「この艦ふねにいたのか!?」

　ユーリアとエッソは、制服の上から白衣を纏まとったドミンを見た。期せずして、銀河工科大学の三さん羽ば烏がらすが揃そろった。

「どうやら──」

　ドミンは二人の学友を交互に眺ながめながら、言った。

「君たちはそれぞれ、自分の仕つかえるボスにまるっきり心しん酔すいしてしまったようだね」

　ふっと、微笑む。

「そういう意味では、僕も仲間さ。いや、ひょっとすると上司に惚ほれているということでは、君たち二人の追つい随ずいを赦ゆるさないかも知れないぞ……」

「イツマ・ウエキ・タイラーって、それほどの漢おとこなの？」

「漢？」

　ドミンは一瞬、戸と惑まどいの表い情ろを浮かべた。

「まあ、漢だろうね。男でこそないけれど……」

「何を意味不明のことを言ってるのさ」

「想像に任まかせるよ。それよりお互い、生しよう涯がいを賭かけるに足る就職先が決まったみたいで、よかったね。心から祝福するよ」

「あなたも嫌いやな変わり方をしたものね、ドミン」

　顔をしかめるユーリア。

「寄らば大たい樹じゆって態度が、鼻について仕方がないわ！」

「ただの大樹ではない。大樹にして芳ほう樹じゆ。宇宙でもっとも、高潔な人格者だ」

　ドミンは誰憚はばかることなく、断言してのけた。

「イツマ会長は、間ま違ちがいなく銀河の支配者になるべくして生まれたお方だ」

「そして君は、その右腕って訳わけかい？」

　エッソが茶ちや化かした。

「まだ、そこまではいかない」

　冷静に自分を分析しながら、ドミン。

「右腕は、アキヅキ弁護士だろう。左腕は、秘書のティトー女史かな？　でも僕も、左足の薬指くらいには、あの人の役に立っていると自じ負ふしているよ」

「盲腸かもよ」

　とユーリア。

「とにかく、潰つぶれそうもない会社に就職できて、よかったわね。祝福するわ」

　皮肉をたっぷりとまぶした口調で、ユーリア。

「あとはあなたが盲腸みたいに切り捨てられないことを、心から祈るのみだわ。せいぜい出世なさい」

「君は野や望ぼうを捨てたのか、ユーリア？」

「まさか……」

　と嗤わらうユーリア。

「ただ、それよりも大事なものを見付けただけよ。ドミン、それにエッソ、あなたたちが失なくしてしまった、大切なものをね」

「それはもしかして、心を捧ささげる相手のことを言っているのかな？」

「そう受け取ってもらっても、いいわ」

「それなら僕も見付けた」

　ドミンは白い歯を見せた。

「少々、分ぶん不ふ相そう応おうなほどの相手さ。僕も大人だ。正直、この想おもいが成じよう就じゆするなどとは思ってもいないが、だからといって諦あきらめるつもりも毛もう頭とうない。とにかく、そういう相手だ」

「残念ながら僕は、まだそういう年齢には達していない」

　対抗意識を刺激されてか、エッソが言った。

「だが、自分の側そばにいる一人の人を、心から尊敬するのがどういうことか、それはわかったよ」

「結構なことだ」

　とドミン。

「ただ、今のところは僕が一歩リードしているようだな」

「あなたがじゃなくて、あなたのボスが、でしょう」

「同じことさ」

　ドミンは言った。

「あの人の業績が、僕の業績でもあるんだ。僕の会社の栄光が、僕の栄光でもあるように──」

「それってなんか、つまんない」

　以前のユーリアなら、こんな言い方はしなかったろう。

「いちばんつまんない考えに、染まってしまったみたいね。哀しいよ……」

「何とでも、言うんだね。今の僕には負け惜おしみにしか聞こえないよ」

「まだ負けてないわ……」

「右に同じ。言っとくが、君んとこの会長がうまくスレイを出し抜けたのも、うちの社長の人徳の賜たま物ものだからね。それを実行したのは僕だということも、忘れないでくれよ」

「わかったわかった……」

　軽くいなして、ドミンは芝しば居いがかった口調で、

「ともかく、我がタイラー・アームズ・コーポレーション私設宇宙軍の旗き艦かん『アメミット』へようこそ！」

　と、深々とお辞じ儀ぎした。

「この巨大戦艦の規模と設備が、そのまま我が社の、ひいては我がイツマ会長の力量だよ。たっぷりと堪たん能のうしていってくれたまえ」

「もろもろサイテー！」

「同感……」

　ユーリアとエッソとは一瞬目め配くばせし、深く頷き合ったが、次の瞬間には慌あわてて視線を背けた。

「あんたなんかとは金こん輪りん際ざい、口も利ききたくないわ!!」

「好きにするさ」

　穿うがたれた溝みぞは、狭せまいが、深かった。




「スレイが音信不通だと!?」

　偵てい察さつ艦隊からの報告に、ナ・バァム・ドムは我が耳を疑った。

「つまり生死不明ということか？」

『はい、司令長官閣かつ下か』

　モニターの中で、偵察艦隊の指揮官が畏かしこまる。無ぶ骨こつながらいかにも実じつ直ちよくそうな中年のラアルゴン人だった。バァムの父の代からの部下の一人で、セランテにも一いつ緒しよに赴ふ任にんして来た。名をラ・ケル・ドアンという。
















『状況から判断して、乗艦が撃げき沈ちんされたことは確実です。まことに遺い憾かんながら、生存の可能性は甚はなはだ低いと言わざるを得ないでしょう』

　正直が取とり柄えの男なので、こういう時に希望的な観測はしない。それが有り難がたい時もあるが、正直今のバァムには、疎うとましさが勝まさった。

「なに、あのドン・レオ・スレイのことだ。そう簡単には死ぬはずがない。死ぬはずはないがしかし、困ったな……」

　あまりのことにそれ以上の言葉が出て来ない。バァムは艦隊指揮官として極きわめて有能な提てい督とくではあるが、この遠征中に十八歳の誕生日を迎えたばかりなのである。

『我われらはもうしばらくこの宙ちゆう域いきにとどまり、捜そう索さくと斥せつ候こう任務を続けます』

「頼む」

　バァムは頷いたが、次の瞬間、

「ドアン」

　と、股こ肱こうの部下に声をかけることも忘れはしなかった。

『は？』

「焦あせって死ぬな。スレイのことも気き掛がかりだが、俺には長い付き合いの、おまえの方が心配だ……」

『若わか……』

　ドアンが意気に感じたことは、言うまでもない。

『吉よい報しらせを──』

　畏まって、通信を切った。

「建国以来、初めての一大事が出しゆつ来たいしたという訳ですな……」

　バァムの副官が、抑えた口調で言った。バァムも決して小柄という訳ではないのだが、その上官よりもまるまる頭ひとつ分、大きい。ラアルゴン人であることを計算に入れても、並外はずれた長身である。ただ、体重はさほどでもない。非常に引き締まった体型だ。

「スレイにも困ったものだ」

　腕組みしながら、バァム。

「陛へい下かの亜あ父ふであり、執政官コンスルでもあるということを、もう少し考えてもらわねば困る。それを言おうとしていた矢先の、今回の一件だ」

「自覚が足りませんな。彼の、数少ない欠点ですか……」

「奴の欠点は無数にある！」

　苛いら立だつようにバァムは叫んだ。

「いや、むしろ欠点だらけだ!!」

「しかし──」

　長身の副官は、若い上司の気持ちを補おぎなうかのように呟いた。

「その無数の欠点のひとつひとつが、裏を返せば悉ことごとく、彼の魅力であることもまた事実……」

「おまえもそう思うか、レーゲルフ」

「私は、閣下の想いを代弁したに過ぎません」

　副官レーゲルフはさらりと言った。

「私の見解は、やや異なります……。しかし、敵味方に別れたとはいえ親友の為、あそこまで後あと先さき考えず突っ走れる心意気、理屈は抜き、好こう悪おはさておき、漢おとことしては惚ほれぼれしますなあ……」

「友に持つならば、最高の漢だ」

　バァムは言った。

「しかし、上官としては、時に迷惑なこともあるな……」

「生きているでしょうか？」

「そう簡単に、くたばる奴ではない」

「誠まことに……」

「ただ、生きているとしたらむしろ厄やつ介かいかも知れんぞ」

「自分もそう思います」

「なまじ敵の捕ほ虜りよとなったりしてみろ。我らにとっては、人質を取られたに等しい……。それも、優に惑星数個に匹ひつ敵てきする人質だ」

「我がバグジー＝スレイ帝国にとっては、陛下の次に重要な御お方かたです」

「見殺しにするには、忍びないが……」

「しかし、もしあの方が人質になれば、自分には構わず戦闘を続行しろと御命じになるはず」

「それはわかっている！」

　バァムの苛立ちの根は、まさにそこであった。

「だからこそ、見捨てる訳にはいかんのだ!!」




「ねえアントン、聞いた？」

　補給の為に寄港した中継拠きよ点てん──小惑星を改造し、補給施設と簡便な修理用ドックを備え付けたもの──の休息室で、サウナに入っていたアントン・ブルミンは、その声に思わず顔を上げた。見慣れた、しかしいつまでたっても慣れない厚化粧の顔がそこにある。

「げ！　ジョニー……」

「いやん、ドロシーって呼んで」

　ドロシーことジョナサン・ベルグマンは科しなを作りながら、なまめかしい声で言った。

「いきなり出て来るな！　ここは男用のサウナルームだぞ。あ、いいのか……」

「女性用に入ってもよかったんだけどね……」

　と、どこからどう見ても女にしか見えないベルグマンは言った。この美び貌ぼうのニューハーフがひとたび潜せん宙ちゆう艦かんに乗れば、どんな敵も震え上がらせずにはおかない恐るべき敏びん腕わん艦長なのである。

「どうでもいいから、タオルで胸を隠すな!!」

「だって……シリコン入ってるんだもん」

「そこまで改造済みだったのか、おまえ……」

「そ、完かん璧ぺきなのよ！　見て!!」

　ベルグマンはパッとタオルを外はずし、あまつさえポーズまで決めてみせた。改めて一いつ糸し纏まとわぬ『彼女』をまじまじと見るブルミン。確かに綺き麗れいは綺麗だ。造り物である分、意地でもそこらの女性には負けないという気き概がいも、ひしひしと感じられる。

「完璧だ……」

「そういうあなたこそ、前くらい隠しなさいよ」

「オカマに言われたくないね」

「自分だって、ゲイのくせに……」

「やめよう……。お互い個人攻撃は虚むなしい」

　言えば自分に返ってくる。

「それどころじゃないのよ！」

　思い出したように、ベルグマンは言った。

「スレイが、敵に捕まったらしいのよ!!」

「スレイが!?」

　ブルミンにとっても、寝耳に水であった。

「そいつは、由ゆ々ゆしき事態だ！」

「そう思うでしょ」

　タオルを巻きながら、ベルグマンは言った。

「こうしている場合じゃねえな」

　そそくさとサウナルームを出るベルグマン。手早く冷水シャワーを浴びる。

「『ピライバー』、緊急発進だ！」

「あたしも、『マツブッシー』で出るわ」

「そいつは心強づええ!!」

　陸おかの上では何かと言い合う二人ではあるが、潜宙艦艦長としては良き好敵手ライバルであった。

「二人してスレイを救出して、帝国に恩を返そうじゃねえか！」

「呆あきれた。まだ事情も聞いていないでしょ……」

「おまえを見りゃわかる。俺に持ち掛けた時から、その肚はらづもりだろうが!?」

「お見通し……って訳？」

「長い付き合いだからな」

　片や、ゲイ、片やニューハーフという凸でこ凹ぼこコンビであるが、上うわ辺べはともかく不思議と息は合う。

「それに、どうやらおまえがスレイに惚れてるってことも、お見通しよ」

「そういう自分だって──」

　ベルグマンはムキになって反はん駁ばくした。

「スレイを押し倒したいって、飲んで豪語したらしいじゃないの」

「ああ。言った……」

　酒の席で座ざ興きようついでに漏もらした一ひと言ことだが、覚えはある。

「逆に組み伏せられるのは、俺の方かも知れねえがな……」

「スレイにそんな趣味があれば、の話でしょ」

「でも、あいつはいいカラダしてるよ……」

　惚れぼれするように、ベルグマンは呟いた。

「特に、腰から尻しりの辺あたりにかけての締まりは、絶品だ。鍛きたえ方次し第だいじゃ、最高の──」

　その先は、言わぬが花であろう。

「バカ、その気にさせんじゃねえ！」

「あなたが勝手に、盛り上がったくせに!!」

「そういうおまえは、どうなんだ？　スレイは嫌いなのか？」

「まさか！」

　ぽっと頰ほおを紅あからめ、ベルグマンは呟つぶやいた。

「こんなに誰かを好きになったのは……は・じ・め・て」

「やってらんねえ！」

　無む造ぞう作さにロッカーを開けて、制服を着る。

「一番手柄は、譲らねえからな！」

「あたしこそ！」

　Ｃカップのブラジャー──レース付きのブランド品──を着けながら、ベルグマンは対抗意識剝むき出しで叫んだ。

「見てらっしゃい!!」




「お待ちしておりました」

　と、いつも通りに副長のドールマンがブルミンを迎えた。

「『ピライバー』は、いつでも出港できます」

「ニュースは聞いたか？」

「はい。スレイ執政官はどうやら、敵の戦艦に捕えられたようですな」

「戦艦？　ってことは惑星連合宇宙軍のか？」

「いえ。それがどうやら、タイラー・アームズ・コーポレーションの私設艦隊らしいんです。言わば、イツマ・ウエキ・タイラーの私し兵へいですな」

「じゃあ、大したことねえな」

　私設艦隊と言えば、どうしても輸送船に毛の生えた程度の船を連想する。

「自分もそう思いました。ところが偵察艦隊からの報告を読んでびっくりです。規模と装備では、宇宙軍の精せい鋭えいにも負けません。宇宙軍に武器を提供していたのは、ＴＡＣ社ですから……。特に旗艦は巨大な、最新鋭戦艦です」

「スレイもそこに囚とらわれているって訳か……」

「その可能性、大です」

「面おも白しれえ！」

　ブルミンはむしろ燃えた。

「名を上げるチャンスって訳だ」

「そう思って乗組員一同、張り切ってます」

　こういう時、隠おん密みつ性の高い潜宙艦はお誂あつらえ向きだ。ドールマン以下、七十二名の乗組員──因ちなみに、全員ゲイ──は命知らずである。

　おそらく、ベルグマン艦長に率ひきいられた『マツブッシー』も、同じように意い気き軒けん昂こうであるに違いなかった。

「『マツブッシー』が出ます！」

　オペレーターの報告に、

「野郎！　抜け駆がけしようってのか!!」

　と、ブルミンは目を剝いた。

「あの艦ふねにだけは、意地でも後れは取らねえぞ！　こっちも出港!!」

「アイ・アイ・サー！」

　二隻の潜宙艦は、競うように中継ドックを出る。

「亜空間潜航モード!!」

「了解！　亜空間潜航モードに移ります」

　さながらカメレオンの如ごとく、宇宙空間に溶け込むように消える『ピライバー』。並航する『マツブッシー』の姿も、搔き消すようにモニターから消えた。もちろんレーダースクリーンの反応も消える。だがブルミンには、互いの呼吸からベルグマンのいる位置が、手に取るようにわかる。おそらくベルグマンの方でも『ピライバー』の亜空間座標は大まかに把は握あくしているに違いない。理屈ではなく、潜宙艦乗り同士、互いに培つちかった勘とは、そういうものなのだ。

「ナ・バァム・ドム提督の主力艦隊も、暫ざん時じ集結しつつあります」

　ドールマンの報告に、

「だろうな」

　ブルミンは大おお仰ぎように頷うなずいた。

「いずれにせよ、こいつは建国以来、未み曾ぞ有うの決戦になる」

「帝国の興廃、この一戦に在あり、ですか……」

「そういうことだ。だが、俺たちの目的は敵艦隊の殲せん滅めつでもなければ後方攬かく乱らんでもねえ。あくまでもスレイ救出だ。そいつを忘れて、妙みような色気を出すんじゃねえぞ」

「わかってます。とはいえ潜宙艦乗りの性さが、目の前に敵が現れたら、つい撃っちまうかも知れませんねえ……」

「そこをぐっと堪こらえるのが、成せい否ひの鍵かぎってやつだぜ」

「はい」

　自然、乗組員たちの表情が引き締まる。

「今まで、負け知らずの我が帝国だったが──」

　誰にともなく、ブルミンは呟いた。

「今度という今度だけは、よもや無傷っていう訳にもいくめえなあ……」




「おい」

　足音を忍ばせ、艦内通路を進むユーリアを、凜りんとした声が一瞬釘付けにした。

「そこにいる誰かさん」

　口く調ちようこそ穏やかではあったが、その張りのある声には不思議な威圧感が漲みなぎっていた。声の正体は見なくてもわかった。ユーリアはかつて一度、その声の主と面と向かい、激論を闘たたかわせたことがある。

　そうでなくとも、これほどの存在感溢あふれる相手を、取り違えるはずもなかった。

「そこにいる誰かさん」

　イツマは息を殺して隔かく壁へきの陰にしゃがみ込んだユーリアに向け、微笑みながら言った。

「君たちは緩ゆるやかな監視下にあるということを忘れない方がいい。それに、艦内を歩き回るのは勝手だが、火遊びは困る」

　ユーリアは辛かろうじて、叫びを押し殺した。

「まあいい」

　まるで無関心であるかのように、踵きびすを返すイツマ。

「言っておくが、そのコートの下に隠した程度の爆発物では、あの扉とびらはビクともしないよ。スレイを閉じ込めてある、あの扉はね」

「────!?」

「とはいえ、君を少々見直したよ。誰かさん。あの状況で、手に入る材料だけを使って、この短時間に爆発物を捏こね上げた、君の錬れん金きん術じゆつ師しとしての手腕にはね……」

　総すべて、お見通しだった。

　ユーリアに与えられた材料は、調理室から盗ぬすんだ粉砂糖と小麦粉、通路の懐中電灯から抜いた乾電池、歯科治療室から失敬した工具と医務室にあった薬品、それにトイレの洗浄剤と、唯ゆい一いつ自前の目覚し時計──彼女は寝起きが悪かった──といったところだったが、彼女はそれらを調合して、どうにか爆弾と呼べるだけの代しろ物ものを拵こしらえてみせたのだった。

　だが、イツマはそんなユーリアの、さらに上をいっていた。

「君を過小評価していたことは素直に認めよう。今なら不問にしておく。すぐにその危険な玩具おもちやを、そこに置いて立ち去りたまえ」

「…………」

「そうそう。後でレシピを教えてくれ。僕もいつ何時、君と同じような立場に追い込まれないとも限らない。その時の為に、是ぜ非ひとも参考にしたいからね。頼むよ」










　第四十七章　決戦迫る




　惑星連合宇宙軍の、現・最高司令長官は名をフィリポ・ビアンキといい、五十九歳の、一いつ見けん取り立てて際きわ立だったところのなさそうな元げん帥すいであった。ただ、彼の経歴には備考欄に特筆すべき事項がふたつばかりあった。

　ひとつは、元帥まで昇のぼり詰めた者としては珍めずらしく、補給の専門家であるということ。士官学校を、まあまあ優秀な成績で卒業した後、中佐であった四十代の半なかばまで、ほとんどを補給部隊の後方士官として過ごしてきた。よく言えば縁の下の力持ち、有り体ていに言って下積みの日ひ陰かげ者ものである。軍人としての彼の前半生はまことに地じ味みなもので、そのまま『順当』にいけば後方支援艦隊の指揮官として、准じゆん将しようか、せいぜい少将あたりで退たい役えき……ということになっていたかも知れない。もっともビアンキ自身にしたところで、それを不満に思うどころか、むしろ大たい過か無きをもって諾よしとしたことであろう。彼は無能でこそなかったが、野の放ほう図ずな夢想家でも、夜や郎ろう自じ大だいな身の程ほど知らずでもなかったから、それならそれでまた、充実した一生たり得たのである。

　それが、一転して元帥にまで昇進することとなったのには、当然ながら物語があった。それに関しては後こう述じゆつする。

　ところで、彼の経歴の備考欄に特筆すべきもうひとつの事項だが、フィリポ・ビアンキ元帥はかのアドリアン・アンダーソン以来、実に約百年ぶりという、タイラー家と縁えん戚せき関係にはない最高司令長官だったのである。タイラー家とも、ヤマモト家とも、フジ家とも無関係な出しゆつ自じの、しかも補給部隊出身の元帥が軍の頂点に立つなど、いったい誰が事前に想像し得たであろうか。おそらく当の本人が、いちばん当とう惑わくしたのではあるまいか。

　もっともこの大だい抜ばつ擢てき、通称『千人抜き人事』が断だん行こうされたには理わ由けがある。確かにビアンキ元帥はタイラー家に所縁ゆかりの者ではない。しかし『所縁』はなくても『縁』はあった。偶然とはいえ、実に強力なコネが……。

　長年、後方勤務ながら着実な実績を重ねてきたビアンキ中佐（当時）の仕事ぶりが、一人の予よ備び役えき元帥の目に止まった。

　元・最高司令長官のビクトリー・キサラ・ウエキ・タイラー女史である。かのジャスティ・ウエキ・タイラーの長女で、予備役になってからも事実上、宇宙軍の『女帝』として君くん臨りんしていた。当時、銀河には二人の女帝──もう一人はロージーことゴザ十七世陛へい下か──がいると、噂うわさされていたものだ。

「なかなか堅けん実じつな、運用だね」

　と、気き紛まぐれからピックアップしたファイルを見ながら彼女は、傍かたわらにいる子息に言った。

「そうですね」

　と、彼女の息子──これまた中将まで昇進し、後に軍籍を退しりぞいて半官半民の軍需会社であるタイラー・アームズ＆ウェポン・ファクトリー（後に完全民営化された、タイラー・アームズ・コーポレーションの前身）を興おこすことになるエドことジャスティ・エドワード・ウエキ・ハス・ヤマモト・タイラー[image: ]世──は頷うなずいた。

「この男、使えますよ、母さん」

「元帥閣かつ下かとお呼び！」

「はい……閣下……」

　訂正するエド。伝統的にタイラー家では、建たて前まえはともかく実権は女の方にある。

「フィリポ・ビアンキか……。いいだろう、こいつに決めた」

　この時キサラが何をどう決めたかに関しては、歴史研究家たちの間でも様さま々ざまな解かい釈しやくがあって、ありとあらゆる説が乱れ飛んでいる。

「すぐにこいつを、呼んどくれ」

「はい、母さ……閣下！」

　その六日後、フィリポ・ビアンキ中佐は初めてキサラの前に立った。銀河標準時間にして六日という時間を要したのは、たまたま彼の乗る補給艦『伊い良ら湖ご』が、アルタイル方面にいたからである。

「ビアンキ中佐、出しゆつ頭とう致いたしました!!」

　初めて会う元帥を前に、ピシッと敬礼したビアンキに対し、

「うむ。よく来たね」

　と、キサラは目を細めた。噂に聞く強こわ面もての『女帝』とは、だいぶ印象が違う。

「感心感心……。遠路はるばる、その功績により、本日付けをもって大佐に昇進！」

「へ──!?」

　ビアンキ中佐改めビアンキ大佐は、ただ呆あつ気けに取られた。

「大佐？　自分が……でありますか？」

「冗談やどっきりカメラで、こんなことは言わないよ」

　にやにや笑いながら、元帥は言った。

「タイラー中将、ビアンキ大佐に辞令を」

「はい……」

　大佐の辞令を手渡す、エド。

「ところでさっきの敬礼は、いい形だったね。姿勢といいタイミングといい、気の入り具合といい、最高の敬礼だったよ」

「それは、どうも……」

「その敬礼の功績をもって、准将に昇進！」

「は……!?」

　ビアンキ准将の目が、点になった。

「准将……提てい督とく……」

「辞令」

「はい」

　准将の辞令を渡す、エド。

「夢……でしょうか？」

「どれ」

　キサラはつと立ち上がり、新任提督の頰ほおを抓つねった。

「痛い……!?」

　嬉うれし泣きしようにも、まるで実感が湧わかない。

「驚いたかい？」

「は、はい……。あまりにも突然のことですので……」

　どぎまぎするビアンキに、

「だろうね」

　と、キサラは微笑ほほえんだ。

「お、畏おそれながら、か、閣下の御ご真しん意いは、那な辺へんにございましょうや？」

「布ふ石せきだよ」

　と、キサラは言った。

「布石……」

「そう。あたしに感謝するかい？」

「そ、それはもう……」

「なら、こっちへ来て、肩をお揉もみ」

「は、はい！」

　抗あらがえる訳わけがない。ビアンキはなすがままに元帥の肩を揉んだ。これほど真剣に誰かの肩を揉んだことは、お年玉目当ての少年時代以来だった。

「いい具合だよ」

　キサラは目を細めた。

「肩揉みの功績により、少将昇進……」

　バンと、書類に判を押された時には、さしもの堅かた物ぶつビアンキも動転した。

「か、閣下……」

「不服かい？」

　ギロリと睨にらむキサラ。

「い、いえ……そのような……ですが……」

　言葉にならない。

「辞令！」

「はいはい」

　笑いながら、準備してあった少将の辞令を手渡すエド。

「く、故く郷にの母親に電話して宜よろしいでしょうか？」

　狼ろう狽ばいしながらも、やっとの想おもいでそれだけ言った。

「その前に、することがあるだろう」

「は、はい」

　慌あわてて、模範的解答を賢けん明めいに模も索さくするビアンキ少将。

　この段階で、ビアンキはキサラの精神的傀かい儡らいに成り果てていた。

「ＰＸ（軍構内の売店）で、将官用の制服と礼服を採寸して……か、階級章を購入して参まいりますッ!!」

　直立不動の姿勢で、そう言った。

「しょ、正直申しまして、四十代で少将の階級章を付けることになろうとは、夢にも……」

「制服の採寸はいいとして、階級章を買うのは、もう少し待った方がいいね」

　と、とどめを刺すようにキサラは言った。

「どうせすぐ、無む駄だになるからね。ま、記念にはいいかも知れないが──」

「どういう意味でしょうか？」

「自分で考えな」

　突き放すように、キサラ。

「下がっていいよ」

「は、はい……では……」

　七回最敬礼して、ビアンキは辞じ去きよした。出ぎわに、ドアに頭をぶつけ、ノブに向けて敬礼する。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

　とエド。

「なに、ちょっと混乱しているだけさ」

　と、素そっ気けなくキサラ。

「宿舎に戻る頃には、実感も湧くだろうさ」

「そういう意味ではなくて……」

　いまや赤毛のナイスミドルとなったエドが、汗を拭ぬぐう。

「人事の面です。母さ……閣下の気紛れとしても、やり過ぎではなかったでしょうか？」

「ないね」

　いともあっさり、キサラ。

「それどころか、彼を見て、あたしゃ確信したよ。この人選は、間ま違ちがいではなかったとね。あのくらいの方が、操縦し易やすい」

「そういうものでしょうか？」

「まだまだだね、エド」

　と、キサラは北ほく叟そ笑えんだ。

「もっと徹底して人じん心しん掌しよう握あく術じゆつを学ばなきゃ、おまえの尊敬する、あの糞くそじじいのようにはなれないよ！　もっとも、あそこまでなったら行き過ぎだけどね……」

「ジャスティお祖じ父いさんだけは、一生越えられないでしょう」

　微笑ほほえみながらエドは呟つぶやいた。

「それでいいのです」

　その日──、

　何ど処こをどう歩いたかさっぱりと記憶にないのだが、雲を踏むような気持ちでビアンキ少将が用意された宿舎──将官専用の高級官舎だった──に戻ってみると、ベッドの上にきちんと採寸された皇こう帝てい陛下謁えつ見けん用の大礼装と、中将の辞令と階級章とが載のせられていた……。




　あれから十五年──、

「閣下……」

　いまや惑星連合宇宙軍の最高司令長官となったフィリポ・ビアンキ元帥は、某ぼうホテルのグランド・スィートで、その大恩人と再び向き合っていた。

「正直申し上げまして、非常に困ります」

「何がだい？」

　キサラは意地悪く、『傀かい儡らい元帥』を見る。

「おわかりのはずです」

　額ひたいの汗を拭う、ビアンキ長官。

「これ以上、困らせてくださいますな……。非常に困るのです。まずいのです」

「そうかい」

　一人にやにやしながら、キサラ。ここまでくると、もう立りつ派ぱな確信犯である。

「そんなに困るかい」

「はい、困ります」

　謹きん厳げん実じつ直ちよくだけが取とり柄えの長官は、あからさまな苦く悶もんの表情を浮かべた。おそらく肚はらの中は七しち転てん八ばつ倒とうだろう。

「私の立場を、忖そん度たくしていただきたいのです。いかに惑星連合宇宙軍の正規の艦隊が連戦連敗とはいえ、軍の系列組織でもない私設武装船団が、勝手に他国と交戦するのは、非常にまずいのです……」

「仕方ないだろう」

　と、キサラ媼おうは言った。

「宇宙軍が弱過ぎるのがいけない。悔くやしかったら、一度でいいから、勝ってから言いな」

「そ、それを言われると、返す言葉もないのですが──」

「だったら返すな！」

　昔から、歯に衣きぬ着せぬ性格は変わらない。

「ヘナチョコ宇宙軍のへっぽこ長官が、どの面つら下げて何をお言いだい!!」

「そ、そこまで言う……」

「情けない！　言っちゃ何だがあたしが長官だった頃は、もう少し強かったよ」

「それは重じゆう々じゆう……。ですが、バグジー＝スレイ帝国は、思いの外ほか手て強ごわく……」

「おや？　そう言えば初耳だね」

　言こと葉ば尻じりを捕えては揚げ足を取る性格も、若い頃のままと言っていい。

「惑星連合宇宙軍はいつから、バグジー＝スレイ帝国を『他国』、つまり独立国家と認定したんだい？」

「み、認めてはおりませんが、既成事実に基もとづく慣例上……。既すでに新聞等メディア上では堂々と『帝国』と表記・呼称されてはおることですし、事実上あの規模の軍事力を持つ組織は、国家に準じるものと考えて支障ないかと……」

「だったら、ＴＡＣ社の私設艦隊も、『軍』に準じるものと認定してもよさそうなもんだろ」

「ですが……それはあまりに……。議会で糾きゆう弾だんされることは必ひつ至し。その時、最高司令長官たる自分は、どう答とう弁べんすれば宜しいのでしょうか？」

「それくらい、自分で考えな！」

　突き放すキサラ。

「そこまで面めん倒どう見切れないよ。もっとも、答弁といったところで、誰かが書いた原稿を棒読みするだけだろ。それとも、いい書き手を紹介してやろうか？　前さきの連邦議長の退陣表明演説を書いた男で、引き際ぎわの啖たん呵かを扱わせたら天下一品だよ」

「そ、それには及びません!!」

　目も当てられぬほど狼狽するビアンキ。

「わ、私はもう少し、今の地位にありたいもので……」

「まったく、誰のお陰でその地位に就つけたとお思いだい!?」

「それは、もちろん……」

　言われるまでもないことであった。

「やれやれ……おまえを選んだのは、あたしとしたことが人選ミスだったかねえ……」

「閣下」

　改まった表情の、ビアンキ。

「ん？」

「十五年前、閣下がおっしゃった『布石』という言葉の意味を、不ふ肖しようフィリポ・ビアンキ、今ようやく嚙かみ締めております……」

「ようやくわかったのかい」

「閣下はまさに、今のような状況を見越して、私を選ばれたのですね。タイラー家の者ではなく、タイラー家の言いなりになる適当な飼犬を──」

「そこまでわかっているなら、悩むこともなさそうなもんだ」

「さすがに自分にも、プライドというものが……」

「捨てちまいな」

　キサラは言った。

「その方が楽だよ。とにかくおまえは器うつわでもないのに長官になれた。その分ぶん不ふ相そう応おうな栄光と感激とを、墓まで持っていくだけで諾としな。その程度の器だよ、おまえは！」

「承知しております……」

　ビアンキは頭こうべを垂れた。

「ただ、この飼犬に今一度の、御教示を頂いただきたく……」

「だから、その答をおまえはもう、自分で言ったじゃないか」

「は？」

「メディアの方がよっぽど正直だよ。呼び名はともかく、事実上軍であるものを『軍』、国家であるものを『国家』と呼んで何が悪いってなもんさ。要するに呼称上の問題でしかないんだよ」

「それはあまりにも……」

「もし一企業の武装船団に交戦権を認める訳にはいかないというのなら、後から何とでも名目上の組織名を付けちまいな。その程度の権限は、おまえにもあるはずだよ」

「はあ……。しかし」

「くどいね。とにかく、便宜上、軍の末端組織にでも昇格させちまえばいいのさ。もちろん、後付けでいいけどね。議会なんてものはプライドと名分と先例の有う無むにこだわるだけで、実際に起こっちまった既成事実に関しては弱いのさ」

「な、なるほど……さすがです」

「ま、こいつは糞くそ親おや父じの受け売りだけどね」

「た、タイラー御おん大たいの……」

　身の程を知るビアンキは、有り難がたく拝はい聴ちようすることにした。

「では、早急に私設艦隊を、宇宙軍の末端組織と認定することと致します」

「あたしだって、こんな荒あら技わざはできれば使いたくなかった……。サッカーで言えばワールドカップの真最中に、外国人選手を帰化させるようなもんだ」

　シャンデリアを見上げ、キサラはしみじみと呟いた。

「正規軍が、もう少し頼りになればね。ただ、末端は末端でも、この末端は強いよ」

　自信あり気げに、キサラは微笑んだ。

「軍の精鋭より、なんぼかね」

「でしょうなあ……」

「装備からして、違う。おまけに指揮官は、あたしの自慢の曾ひ孫まごだ」

「イツマ様、ですか……」

「あの子には士官学校の歴代の首席も及ぶまい。今度ばかりは、百ひやく戦せん錬れん磨まのナ・バァム・ドム提督も一ひと筋すじ縄なわではいくまいよ」

「タイラー家の正せい嫡ちやくと、ドム家の末まつ裔えいとの一騎打ちですか……」

　感慨深げに、ビアンキ。

「因いん縁ねんですなあ……」

「因縁は、ひとつやふたつじゃないよ」

　キサラは言った。

「言ってしまえば、登場人物の数だけ、あるんだよ」




「俺は将の器か、レーゲルフ？」

　ナ・バァム・ドムは傍かたわらの副官を見上げるようにして尋ねた。

「器です」

　と、レーゲルフはバァムの目を見据え、言った。

「閣下こそ、ル・バラバ・ドムの再来です」

「そうか……」

　バァムは微笑む。

「我が曾そう祖そ父ふの再来か……。ならば、当然としてジャスティ・ウエキ・タイラーの再来には及ばぬということだな」

「閣下……」

「戯ざれ言ごとだ」

　バァムは笑って言った。

「おまえがあまり糞くそ真ま面じ目めに言うので、つい戯たわむれに言ってみたくなっただけだ。気にするな」

「はあ……」

　懐ふところ刀がたなのレーゲルフにも、この上官の考えることは時々わからない。

「それに、イツマがいかにタイラー家の直系でも、ジャスティ・ウエキ・タイラーの再来とは限るまい。所しよ詮せんは苦労知らずの企業人。イツマでさえそうなのだ。タイラー家の他の子孫にも、傍ぼう流りゆうにも、さほどの人材はいまい。まして、この俺ほどの提督の器はな」

「ですが、油断は禁物ですぞ」

「わかっている。だが、同じ兵力なら負けはしない。俺の、用兵家としての手腕をもってすれば──」

「私の見るところ……」

　レーゲルフは、極きわめて公平に言った。

「イツマ・ウエキ・タイラーが提督として無能とは申しますまい。いや、むしろとびきり優秀である可能性は極めて濃厚です。ですが、所詮は初うい陣じん」

「うむ……」

「若年ながら、既すでに多くの修しゆ羅ら場ばを潜くぐり、実戦の駆かけ引ひきを骨こつ肉にくとし、提督として豊富な経験を持つ閣下と同列に比較するなど、とてもできません。油断さえしなければ、我らの勝利は揺るぎも致しますまい」

「ならよいのだが……」

　だがバァムの表情は、微笑んでいた。

「おまけに、艦隊の数ではこちらが向こうの三倍弱と、圧倒的に多いのです」

「今我々が率ひきいている艦隊と、イツマの艦隊だけに限って言えばな……」

「当面、これが双方の動かせる全兵力です。そこから先のことは、勝ってから考えればよいのです」

「勝てるかな？」

「勝てます！」

　レーゲルフの声は、自信に溢あふれていた。

「勝てますとも!!　いかにスレイを人ひと質じちに取られているとはいえ、まともにぶつかれば我らの圧勝は疑いもなし！」

「そこまで断言されると、かえって怖こわいのだが……」

「三倍の戦力差を覆くつがえすことなど、そう簡単にできるものではございません。それは、閣下がいちばんよく御ご存ぞんじのはず……」

「それはそうだが……イツマでも無理だろうか？」

「無理でしょう。仮に彼がバァム様に匹ひつ敵てきする戦略の天才としても、将の力量でどうにかできるのはせいぜい二倍まで。三倍では全滅か、いいとこ半数を失う程度で済めば善戦と言えます。ただ……」

「ただ？」

　バァムは長身の副官を見上げた。

「何事にも、例外というものはございます」

「その例外というのを言ってみろ。おまえの考える例外とは？」

「それは──」

「遠慮するな。俺と貴き様さまとの間だ」

「では申しますが、これは例外中の例外に属することですから……」

　そう前置きしてから、レーゲルフは言った。

「タイラー本人です」

「本人？」

「はい」

　頷うなずいて、あとは一気にまくしたてた。

「往年のジャスティ・ウエキ・タイラー本人、それも全盛期の、タイラーその人が相手ならば別です。あのバカヅキ状態の頃のタイラー提督、圧倒的優勢だったラアルゴン艦隊を撃破し、アシュランの野望を蹴け散ちらした当時の彼です。その頃のジャスティ・ウエキ・タイラーが当時の若さと才気のまま出て来れば、三倍の戦力差でも、あるいはバァム様に勝てるかも知れません。ですが、そんなことは到とう底てい不可能でしょうからねえ……。今のヨボヨボのタイラー老では、駄だ目めです。あの頃の、向かうところ敵無しだった頃のタイラー本人を、タイムマシンにでも乗せて引っ張り出してこなければ、今のバァム様に勝てる提督は銀河にはおりません。これはもう、断言します。ですから、こんな戯言は笑い飛ばして、あとはもう、お忘れください。我らは無敵です。断じて！」




「君を安全な後方に移す」

　旗き艦かん『アメミット』のブリッジで、イツマはベルファルドに言った。

「もちろん、エッソくんも一いつ緒しよだ。この艦ふねはもうじき臨戦態勢になる。僕としては負けるつもりは毛もう頭とうないし、負ける気もしないが、君を戦闘に巻き込む訳にはいかないからね。とにかく、君の身の安全だけは保証する」

「何な故ぜ、この艦にいろと言ってくれないんだい？」

　生せい彩さいのない表か情おで、ベルファルドは言った。

「君は、この艦に残るんだろう」

「当然だ」

　とイツマ。私設宇宙軍の制服に身を包んだ今日の『彼』は、一段と凜り々りしい。

「立場こそ民間人だが、僕はこの私設艦隊を率いる『提督』だ。指揮官が前線を離れるなんて選せん択たく肢しは、少なくとも僕にはない」

「なら僕も、この艦にいる」

「無茶を言うな」

「ここに、いたいんだ」

　消え入りそうなほど弱々しい声ではあったが、ベルファルドは譲らない。

「強ごう情じようだな」

「知らなかったのかい」

　力なく、微笑むベルファルド。

「僕はもともと、こうと決めたら強情なんだ……。たまたまそれを発はつ揮きする機会がなかっただけの話さ」

「しかし……」

「スレイは、この艦に置いておくんだろう？」

「そうだ」

　頷くイツマ。

「彼はこの『アメミット』に監禁しておくのが、いちばん安全だし……脱走される恐れも少ない。それに、敵も攻撃しづらいだろう」

「盾たてにするのか……スレイを……」

　咎とがめるように見る。

「言い方が悪いな」

　苦笑するイツマ。

「だが、まあ……言ってしまえば……そうだ」

「なら──」

　ベルファルドは言った。

「僕も、この艦を動かない。もしも死ぬとしても、スレイや君と一緒だし……」

「僕が悪かった。謝あやまる！」

　イツマはやおら、ベルファルドの両肩を摑つかんだ。

「イツマ……」

「済まなかった……。君に辛つらい選択を強しいたことは、僕がいちばんよく知っている!!　だが、後ご生しようだから、安全な後方に退さがっていてくれ。それが僕にできる、せめてもの罪滅ほろぼしだと思っている……。君だけは、死なせたくない」

「それを言うなら……」

　ベルファルドの微笑は虚うつろだった。

「この艦に一緒にいる限り、僕が君を死なせはしないと言ってよ……。それなら僕も、百倍も嬉うれしいのに……」

「何が起こるか、わからないのが戦場だ」

　イツマは嚙んで含めるように説得を続ける。

「それに君も、奥さんや、子供たちに会いたいだろう？　下の子はまだ、顔も見ていないんだろう!?」

「でも……君やスレイと離れたくない」

「そんな気の抜けた顔で、強情な奴め……」

「気の抜けた顔にしたのは、君だよ」

「悪かった」

「とにかく、僕は行かない。でも、エッソは安全な場所に移してやってくれ」

「水みず臭くさいですよ、社長！」

　これには側そばで聞いていたエッソが、猛烈に抵抗した。

「社長が行かないのなら、僕だって!!」

「いや、君は行くんだ」

　と、ベルファルド。

「僕に万が一のことがあったら、会社を任まかせる人間が必要だろう？」

「社長……」

　エッソはその言葉に打たれた。

「それほどまでに、僕のことを……」

　だがそれで、かえってエッソの肚はらは固まった。

「だったらなおさら、僕だけ逃げる訳にはいきませんね。死ぬ時は一緒に死にます」

「誰も彼も強情で、困ったものだ……」

　イツマは肩を竦すくめた。

「だが、もしかすると僕がいちばん、強情なのかも──」

「ランチが接せつ舷げんします」

　その時、『アメミット』のオペレーターが報告した。

「いえ。長距離連絡用の、高速艇です。事前に報告を受けています。識別コード、確認しました」

「長距離連絡艇？　乗っているのは誰だ？」

「一人は、アキヅキ弁護士のようです」

「アキヅキか！」

　沈みがちだったイツマの表情が、ぱっと輝かやがく。

「この天てん王のう山ざんに彼がいてくれるとは、心強い！」

　やがてランチは『アメミット』に接舷し、スーツ姿にアタッシュケースを持ったキリヒト・アキヅキが、ブリッジに現れる。

「遅くなりまして!!」

　と開口一番にアキヅキ。

「残務整理に、追われておりました」

「それにしても、場違いな格かつ好こうだな」

　握手しながら、イツマ。

「ウケを狙ねらってみました……」

「あとで制服に着替えるんだな」

　繊細な指先で、ジャケットの襟えりに付いていた糸いと屑くずを取ってやりながら、イツマ。

「忘れたんですか」

　イツマの制服を上から下まで見ながら、アキヅキ。

「私はその制服のデザインには、最後まで反対したんですよ。会長、そのデザインが似合うのは、はっきり言ってあなただけです」

「そうだった……」

　苦笑する。

「疲れただろう。冬眠カプセルルームで休め」

「その前に……」

　アキヅキは営業用の表情に戻って言った。

「一人、ゲストを連れて来ているのですが──」

「誰だ？」

「それが……」

　何な故ぜか、傍かたわらにいるベルファルドを見る。

「ベルファルドさんのところの、特務部長です」

「アンリが!?」

　ベルファルドにとっても、意表を突かれたらしい。

「なんで!?」

「それが──」

　苦笑混まじりに、アキヅキ。

「無理矢理、押し掛けて来ましてね。社長の安あん否ぴを確かめたいのと……スレイが捕つかまったのなら、是ぜ非ひとも見せろと」

「なるほど……」

　頷くイツマ。

「彼はスレイには、恨うらみ骨こつ髄ずいだったな……」

「まあ、気持ちはわからんでもないですからね」

「防弾ガラス越しでよければ、会わせてやれ」

　と、イツマは言った。

「スレイに会って、想いの丈たけを吐き散らしたいんだろう。ただし、絶対に危害は加えさせるな」

「それは、もう……」

　アキヅキは頷いた。

「厳重に、ボディーチェックしていますが、念には念を入れて……」

「うむ。任せる」

　イツマはベルファルドに向き直った。

「どう思う？」

「アンリは、スレイに何を言うつもりなんだろう……」

　二人の過去の経緯いきさつを考えると、「ざまぁ見ろ！」くらいでは済みそうにもない。それほどアンリは、兄弟であるスレイを憎ぞう悪おしている。

「イツマ、頼みがある」

　ベルファルドは言った。

「その場に、僕も立ち会わせてくれ」

「自みずから緩かん衝しよう材ざいになろうという訳か」

「ああ……」

　頷くベルファルド。

　その瞳ひとみに、いくらか輝きが戻っている。

「その頼みを聞いてくれたら、僕はおとなしく、この艦を去るよ」










　第四十八章　塩を贈る




「よいか」

　と、バグジー一世は玉ぎよく座ざの上から、居い丈たけ高だかに命じた。九歳になったばかりというのに、この幼おさない君主は、急速に皇こう帝ていらしさを身に纏まといつつあった。

　裏を返せばそれだけ苦労や心痛も、大きかったということである。

「いかなる方法を用いても、スレイを奪だつ還かんせよ。傷ひとつなく、助け出すのじゃ。その為ためには、何をしても構わぬ！　たとえ人道に悖もとるような手段を講じてもよい。その為の汚お名めいは、朕ちんが被かぶる！　スレイの安あん危きが第一、帝国の興廃は第二、朕の命や名誉は、そのあとのことじゃ!!　心せよ！」

『立りつ派ぱな君主だなあ……』

　と、見上げつつプラティープは思った。

『こういう立派な人間ばかりなら、銀河ももうちょっとはマシなものになっていただろうに……』

　しかしその感銘とは裏腹に、陛へい下かの御み心こころに背そむくような意見を、彼は奏そう上じようせねばならない。

「畏おそれながら陛下……」

「なんじゃ？」

「スレイがもし、この場におりましたならば、こう申したはず。『俺のことはいい。とにかく勝て！』と──」

「それはわかっておる!!」

　バグジーは小さな拳こぶしを翳かざして言った。

「スレイが、我が身をも顧かえりみず、朕の将来や、帝国の行く末を案じておることは百も承知じゃ。しかしそれでも、いや、だからこそ、いかで、いかで亜あ父ふを見殺しにできようか!?」

「スレイが大事なのは、誰しも同じです……」

　と、プラティープは唇くちびるを嚙かんで言った。

「この私が……いい例です。辛つらい選択なのはわかります。おそらく考え得うる限りで最も辛い……。しかし、それでもなお、スレイの命よりもスレイの意志を、尊重すべきではないでしょうか？　皇帝として、どうか御決断を……」

「天はよほど朕に、試練を与えたいようだ……」

　バグジーはふっと漏もらした。紛まぎれもない少年の表情である。

「では正直に言おう。朕は、スレイなしでこの先、この帝国と朕の民たみとを、正しく導いていく自信がない」

「それは、誰しも同じでしょう」

　プラティープは言った。

「はっきり言ってこの私にも、この先、スレイを欠いた人生は想像もつきません。しかし、事態がここまで現実となった今、皆でスレイの担になっていた役割を分担すべきではないでしょうか？　もちろん、私も持ちます。少々でなく、荷が重いですが……」

　スレイが一人でどれほどの荷を、しかも笑いながら担かついでいたかということが、今になってみれば痛い程ほどわかる。それほど彼の存在は巨大だった。

「ですから陛下にも、陛下の分担を、担っていただきたいのです」

　今ある分だけでも彼が、重すぎる荷を担っていることは承知の上でだ。これまでは辛かろうじて、スレイがいたから支えてこられたと言っても過か言ごんではない。

『俺だってこんなことは、言いたくねえよ……』

　と、プラティープは思った。彼はスレイに負けず劣らず、バグジーが好きだった。だからこそ辛い。忠臣とは、常に辛いものなのだ。佞ねい臣しんや奸かん臣しんの方がよほど楽だ。だから誰もがそっちに奔はしる。今となっては、その絡から繰くりもよくわかる。

『世に悪が、はびこる訳わけだ。正しいことを貫つらぬくのは、とんでもなく辛い……』

「おそらく、奴らはスレイの命が惜おしくばこうせよと、とてつもなく不利な条件をちらつかせてくることでしょう」

「スレイの命を盾たてに……。卑ひ怯きような」

「陛下、どうかそのような誘いには、お耳をお貸しになりませぬよう……。それは建国からまだ日の浅い我らが帝国にとって、確実な滅びへの道なのです」

「承知しておる」

「ただ御承知されているだけでは、足りないかも知れません。奴らはその条件に、一見甘い衣を被せてくるからです。重ねて申し上げます。どのような条件にも、御心をお動かしになりませぬよう！　たとえそれが、あのイツマの言うことであろうと──」

「イツマが……」

「私を鬼だと、お思いでしょうが、敢あえて申します。イツマは……かつてはともかく、今は我々にとっての敵です。最大の敵です！」

「……プラティープ」

「はい」

「皇帝とは……辛いものだな。少なくとも、好きでなるものではない」

「そうでしょう」

　プラティープは頷いた。彼の中に、いくらかスレイが乗り憑うつっていた。

「ですが……慰なぐさめにはならないかも知れませんが、そうお感じになるのも、陛下が稀き代だいの名めい君くんだからです」

　彼は、確信とともに言った。

「名君とは、辛いのです」




「よう」

　ポケットに手を突っ込んだまま、防弾ガラス越しにアンリは言った。

「いい様ざまだな。え、スレイ」

「笑いに来たか」

　と、大たい儀ぎそうに目を上げ、不ぶ精しよう髭ひげの伸びたスレイは言った。

「そうよ」

　と、眼がん光こう鋭するどくアンリ。

「今度は俺が、見下くだす番だと思ってな。それに、どうやら俺たちのシーソーゲームも、これが最後の局面らしい。抜いたり抜かれたり色々あったが、最後に笑うのはやはり俺らしいな」

「そいつはどうかな……」

「どうでもいいが、髭くらい剃それ」

「剃刀かみそりを与えちゃくれないのさ」

　と、ふてくされてスレイ。

「俺が自殺するようなタマに見えるらしい」

「そいつはいい！」

　アンリは大声で嗤わらった。

「その気になりゃ、自決する方法なんて、いくらでもあるってのになあ……。シーツを丸めて首を吊つってもいいんだし、舌を嚙かむのはもっと早い」

「おまえ、相変わらず性格悪いな」

　スレイは苦笑した。

「ベルファルドのとこに行って、少しは丸くなったかと思ったが、変わっちゃいねえ」

「そう簡単に変わるか、バカ！」

　アンリは防弾ガラスの、ちょうどスレイの眉み間けんに向けて、ペッと唾つばを吐いた。

「とんだドジを踏みやがって!!」
















「しょうがねえや」

　と、スレイ。

「おまえんとこの、社長の為だ」

「……嬉うれしかったぜ」

「アンリ……」

「いや、おまえのバカさ加減も、今回ばかりは理解できたってことさ。だが、相変わらず詰めが甘い。まさか最後の土ど壇たん場ばで、その助けたベルファルドに裏切られたのは、こたえたろう」

「全然」

　スレイはあっさり言ってのけた。

「ベルファルドがああするより外ほかなかったのは、誰よりもわかる」

「そこがまあ、おまえの限界だな」

　とアンリ。

「俺がおまえより大人だということを、今回は見せてやろう」

「どういう意味だ？」

「俺は好き嫌いだけでは、動かない……」

　アンリは言った。

「いいか、俺はおまえが大嫌いだ」

「今さら言われなくてもわかる」

「が、単純にそれだけでもねえ。いい気味だと思う反面、おまえにこのまま死なれては困る。最後におまえにとどめを刺すのは、俺でありたい」

「まわりくどいぞ」

　スレイは焦じれた。

「いいからさっさと、本題に移れ」

「たくさんいた兄弟も、二人っきりになっちまったなあ……」

　張り詰めた間ま合あいを外はずすかのように、アンリ。

「もう俺とおまえしかいない」

「そうだな……」

「おまえにはもう少し、泳いでもらわねば困る」

「…………」

「勘かん違ちがいするな。ベルファルドのためだ」

「そう逃げたか」

　苦笑するスレイ。

「無理すんな」

「とにかく、ここから出してやろう」

　アンリは言った。

「別に感謝はしねえぞ」

「されたくもねえ。だが、妙みように嬉しいぜ」

　アンリはスレイの監かん禁きんされている設備を、ざっと見た。

「ここの警備システムなんて、俺に言わせりゃ笊ざるだ」

「だろうな……」

「おまえが自力で抜け出せねえのが、情けねえ」

「その気になりゃ、どうにかしたさ」

　スレイは言った。

「ただ、ベルファルドの顔を立ててるんだ。それと、時期を見てる」

『今夜だ』

　アンリの唇が、そう動いた。スレイは読唇術でそれを読む。

『今夜……と言ってもここじゃわからねえか。ま、六時間後だ』

『手はあるのか』

　と、無言の唇で返すスレイ。

『まあ見てろ』

　とアンリ。

『俺は、ベルファルドの為ならば、どんなに冷酷非情にもなれるし、死ぬ程ほど憎んでいる奴にも情けをかけられるんだ。おまえにはできまい』

「確かに……」

　スレイは呟いた。

「そうかも知れねえな」

「社長」

　アンリが声をかけた。

「お聞きの通りです」

「ああ……」

　それまで隠れていたベルファルドが現れる。

「なんだ、そこにいやがったのか」

　呆あきれるスレイ。

「アンリに入れ知恵したのは、おめえだな」

「いや」

　首を振るベルファルド。

「逆だよ。僕に入れ知恵したのは、アンリの方さ」

「ほう……」

　アンリを見る。

「どういう風の吹き回しだ？」

「だから──」

　アンリは言った。

「俺はもう少しだけ、おまえに暴れてもらいたいのさ。最後の最後で、もっと絶望的な死に様ざまを晒さらすようにな……」

「ま、いいさ」

　大意はわかった。

『それにしても、アンリも変わりやがったな』

　とスレイは思う。

『ベルファルドの感化ってやつか……』

「スレイ」

　ベルファルドが、スレイを見た。

「僕に償つぐないをさせて欲しい……」

「よせやい」

　スレイは微笑ほほえんで、

「おまえがいちばん辛かったんじゃねえか」

　と、彼は慰めた。

「俺は別に、なんとも思っちゃいねえぜ。どうやら最悪の事態だけは、避けられそうだしな……」

「こんなことになって……」

　ベルファルドはスレイとまともに目を合わせられない。

「でも、イツマを責めないで」

「奴にも自分の立場ってもんがあるのはわかるぜ。ちょっと失望したけどな。それより、おまえんとこの、こまっしゃくれたガキ……」

「エッソのこと？」

「あいつは、もうちょっと教育した方がいいな。ま、あの若さじゃ無理もねえか。頭でっかちだが、もう少し人情の機き微びってもんがわかるようになれば、いい社員になると思うぜ」

「今でもじゅうぶん、いい社員だよ」

「おっ、この野郎。笑顔が戻りやがったな！」

　スレイは素直に喜んだ。

「安心したぜ」

「とにかく、君は無事に、仲間たちのもとに送り届けてみせる」

　ベルファルドは言った。

「約束する」




「敵の主力艦隊が、続々と集結を始めました」

　との報告に、

「スレイの言ったことは、あながち噓うそではなかったかも知れないな……」

　と、イツマは呟いた。

「彼らはスレイという人質に構わず、攻撃してくるかも知れない。それが、スレイの意志ならば──」

「もしそうなら、我々は不利ですね」

　アキヅキが呟いた。

「集結を終えれば、単純計算で敵の戦力は我々の三倍……」

「敵は旧式艦が多い。その点、我々は最新鋭艦ばかりだ。それを加味すれば、戦力比はもう少し、我々の有利に傾く」

「それだって、せいぜい二対一といったところじゃないでしょうか」

「なに。単なる威い嚇かくということもある」

　イツマは言った。

「艦隊を集結させるのと、実際に攻撃を加えるのとは違う。もし断行すれば、スレイの命が保証できないということは、連中も充分に承知していると思う」

「いざとなれば、スレイがバリア代わりですか……」

　呟くアキヅキ。

「効果があると、信じたいですね」

「美しくないだろう」

　イツマは苦笑した。

「だが、戦う以上は勝たねばならない」

「それであなたを、嫌いになったりはしませんよ。もしもあなたまでが敗やぶれるようなことがあれば、そのまま秤はかりの針は一気に逆方向に傾きます。汎はん銀河共和国連邦と、バグジー＝スレイ帝国の力関係は、いっぺんに逆転しかねない。とにかく、勝ってくださいね」

「負けはしませんよ」

　背後から、力強い声が言った。ドミンだった。

「我がＴＡＣ社私設艦隊は、惑星連合宇宙軍よりもよほど強力です。新開発のネオン・シーリング・システムもある。負けはしません」

「信じることは心の平安のためにはいいが、未来に絶対はない。人間の想像力にも限りがある。考え得る最悪よりも、さらなる最悪というものは起こり得る……」

　アキヅキらしい悲観論である。

「もっとも、私はあなたを信じますよ。地獄の底までお伴ともします、会長」

「そこまで付き合わせるつもりはないよ。僕だって、まだ死にたくないからね」

　イツマは刻一刻と変化する、敵味方の勢力分布図を見た。

「敵艦隊の展開と集結が、思った以上に早いな」

「さすがは名将、ナ・バァム・ドム提てい督とくの用兵ですね」

　ドミンが言った。

「あと十二時間もすれば、我々は完全に包囲されてしまうのではありませんか？　人質を取ったつもりが、こっちがまるまる人質にされてしまったら洒しや落れになりませんよ」

「いや。包囲が目的ということは、逆に言えばそれだけ、連中がスレイを大事に思っていることの証拠だ」

　イツマは言った。

「でしょうね」

　アキヅキも頷く。

「スレイを見殺しにするつもりなら、包囲などというまどろっこしい手段を取らずに、力押しに押して来るでしょうからね……。それが可能なだけの戦力差がある」

「いずれにせよ、ベルファルドたちを後方に送るのは、急がせた方がいい。遅くても五時間以内にしろ」

「わかりました」

　頷くアキヅキ。

「ところでドミナント主任」

　イツマはドミンに向き直った。

「はい」

「例の新兵器は、どうなった？」

「ほぼ完成の域に達しました」

　と、胸を張るドミン。イツマの為なら不眠不休など屁へでもないといった表情だ。

「そうか、早いな」

「今のところ、敵に及ぼす影響は無力化率三〇％といったところです」

「まだ少ないな……」

　とイツマ。

「敵との遭そう遇ぐうが予想される十二時間以内に、せめて四〇％、いや、五〇％まで無力化率を上げて欲しい」

「やりましょう！」

　ドミンは微笑んで、親指を立てた。

「頼んだぞ」

　イツマはドミンの両肩に手をやった。それだけでドミンの頰ほおは紅こう潮ちようした。

「あの兵器の成せい否ひが、緒しよ戦せんの鍵かぎだ」




「どうしてあたしまで、一緒に行かなきゃならないの？」

『アメミット』を離れることに最後まで頑がん強きように抵抗したユーリアが、ふてくされながら言った。

「あたしは何があろうとも、最後の最後までスレイと一緒にいたかったのに……」

「急いで」

　内火艇に乗り込みながら、ベルファルド。

「早くしないと、手遅れになる」

「ほっといて!!」

　突っ撥ぱねるユーリア。

「あれほど信頼していたスレイを裏切ったあんたなんかに、言って欲しくないわ！」

「君はスレイを好きになってくれたんだね」

　ベルファルドは目を細めた。

「ありがとう……」

「触さわらないで！」

「僕の社長に無ぶ礼れいを働くな!!」

　エッソが叫さけぶ。

「いいから……」

　ベルファルドが制した。

「でも……」

「わかってる」

　何か懸命に言いたげなエッソの背中を、そっと押して、内火艇へと乗せる。

「さあ、君も……」

「あたしのことは、ほっといて!!」

「来なさい」

　ユーリアの手を、引っ張った。

「あっ……」

　バランスを崩くずしたユーリアを抱き止めるベルファルド。その耳元に、

「さっき言ったことは、本当かい？」

　と囁ささやく。

「え？」

「何があろうとも、最後の最後までスレイと一緒にいたいというのは？」

「本当よ！」

　ベルファルドの腕を振りほどくユーリア。
















「噓うそじゃないわ」

「よかった……」

　微笑むベルファルド。

「だったら、一緒に来るんだ」

「どういうこと？」

「来ればわかる」

「そんな……」

「おい」

　銃じゆうを担かついだ兵士が、ユーリアの背中を小突いた。

「あんまりわがまま、言うんじゃない」

「え──!?」

　ユーリアは、その兵士の顔をまじまじと見た。

「スリチャイ……」

「しっ!!」

　施設軍兵士の格かつ好こうをしたスリチャイは、慌あわてて口の前に指を立てた。

「あなた、一緒に捕つかまっていたはずじゃあ……」

「いいから──」

　ユーリアを内火艇に押し込む。

「総員、搭乗完了！」

　わざとらしく報告するスリチャイ。

「ちょっと、説明してよ……」

　ベルファルドを小突いた。

「あとで……」

　と、小声で囁くベルファルド。

「もう少し……。あっちの──」

　と、舷げん窓そうの外を指差し、

「巡洋艦に移るまでの辛しん抱ぼうだから……」

　今ばれてしまっては、元も子もない。

「わかったわ」

　頷くユーリア。

「スリチャイの似合わないコスプレに免じて、あと五分間だけ、あなたを信じてあげる……」

「似合わないはねえだろ」

　スリチャイは小声でぼやいた。内火艇が発進する。

「もっと似合わねえコスプレを、もうじきおまえは見ることになるんだけどな……」

「うまくいきましたよ」

　内火艇の操縦士が、振り向いて微笑んだ。

「ああ、そこにいたのか！」

　ベルファルドが安あん堵どの声を漏らす。操縦士は、アンリの『コスプレ』だった。

「うまくいったかい」

「ひさびさに、極ごく悪あく人にんをやらかしましたよ」

　とアンリ。

「でも、まあ……いい気分です。おかげで発散できました。スレイを逃がす為というのが、唯ゆい一いつ気に入らないところではありますがね」

「話を聞いた時は、びっくりしたぜ」

　詰つめ襟えりを緩ゆるめながら、スリチャイ。

「今頃『アメミット』の中は、上を下への大騒ぎだろうな……」




『非常事態発生！』

　とのエマージェンシーコールに、個室で休息を取っていたイツマは叩たたき起こされた。

「どうした!?」

　慣れた手付きで胸に晒さらし──もともと男性用の制服を着るための方ほう便べん──を巻きながら、華奢な顎と肩とで巧みに受話器をホールドする。

『スレイが逃げました！』

　イツマは一瞬、受話器を取り落とした。

『もしもし……』

「警報システムは!?」

『全部壊されています。プロの仕し業わざです！』

「あの男だ！」

　イツマは直感した。

「アンリとかいう、ベルファルドの部下……」

『監視を含め七名、殺されています』

「凶器は？」

『鋭利な刃物で喉のどをひと搔かき……。やはりプロの手口かと』

「緊急配備だ。まだ艦の外には──」

　その時、舷窓に目をやったイツマの表情が凍こおり付いた。

「しまった!!」

　迂う闊かつだった。スレイはともかくベルファルドに対しては、監視の目が甘くなっていた自分自身を恥じた。

「内火艇に引き返すよう言え！」

『通信不能です!!』

　狼ろう狽ばいした声が言った。

「では『アポフィス』だ！」

　巡洋艦『アポフィス』は、ベルファルドたちを後方に送り返すべく、手配していた艦ふねである。護衛として二隻の駆く逐ちく艦かん『ベヌ』と『マフート』が随ずい伴はんする。

「『アポフィス』に連絡して、内火艇が接舷した時点で、搭乗者全員を拘こう束そくさせろ！」

『了解！』

　が、制服に着替え終わらないうちに、またしても仰ぎよう天てんするような続報が返ってきた。

「内火艇は『アポフィス』には向かいません！』

「なに!?」

『独航で、難り脱だつを図はかります！』

「馬ば鹿かな……」

　イツマは茫ぼう然ぜんとして立ち尽くした。

「内火艇で、どこまで逃げられるというんだ……」




「さすがに気付いたな」

　慌ただしさを増した通信を傍ぼう受じゆしながら、アンリ。

「面おも白しろくなってきやがった。だが、まだまだこれからだぜ」

　ベルファルドの部下となって久しい彼だが、むしろこういった非合法活動にこそ、彼の本領がある。そのせいか、表情も活きいきとしてきた。

「ねえ」

　ユーリアが促うながした。

「勿もつ体たいぶってないでそろそろ教えてよ。スレイはどこにいるの？」

「いい質問だ」

　と、鼻歌交まじりに、アンリ。

「盲点だ」

「盲点？」

「そう。あっと驚くような盲点を突いてある。普通の奴には思い付かないような仕し掛かけになってるんだ。このアンリ・ナンジェッセー様を、その辺の雑ざ魚こと一緒にされちゃ困るぜ」

「さすがに、撃ってはきませんねえ」

　と、ビクビクしながらエッソ。

「そうだろう」

　と、スリチャイが呟つぶやいた。

「俺たちだけならともかく、ベルファルドが乗っているからな」

「考えてみれば、凄すごい呉ご越えつ同どう舟しゆうだな……」

　とアンリ。

「スリチャイ、おまえとはスレイを巡めぐって、命のやり取りをしたこともあったっけ……」

「そう言えば、そんなこともあったな」

　苦笑いするスリチャイ。

「ま、今は暫しばらく休戦といこうや。いずれにせよ、ベルファルド様さまだぜ」

「だから、スレイはどこにいるのよ!?」

「ペチャクチャ五月蠅うるさい女だな……。気が散ってかなわねえ！」

　閉口するアンリ。

「わかった。教えてやるよ」

「だから、どこ!?」

　懸命に操縦しているアンリの首を絞しめかねない勢いだ。アンリの素す姓じようを知るスリチャイなどには、彼がいつ逆上しないかと、端はたで見ていて気が気ではない。

「スレイはまだ、『アメミット』の中にいるよ」

「え──!?」

　確かに盲点だった。逃げたと見せかけて、実は逃げていない。

「そんな……なんで？」

「味方も驚く奇策だ。敵もよもや、スレイがまだ逃げていないとは夢にも思うまい」

「なんでそんなまわりくどいことをするの？」

「おまえまだ、スレイと逢あって日が浅いだろ……」

　アンリはにやにやしながら、ユーリアを見た。

「スレイの性格が、わかってるようでわかってねえな」

「なるほど！」

　スリチャイが思わず手を叩いた。

「わかったぞ！　やられたらやり返す。それがスレイのモットーだった!!」




「スレイめ。逃がしはしないぞ！」

　制服に着替えるのももどかしく、自室から通路に飛び出したイツマは、入口に立っていた警備の兵士に、思わず頭からぶつかった。

「気をつけろ!!」

　いつもはもっと温おん和わなイツマではあるが、今は状況が状況なので、頭ごなしに激しく詰なじる。

「邪じや魔まだ。どけ！」

　だが兵士は、その巨体を戸口の前から一ミリたりとも動かそうとはしない。

「聞こえないのか!?」

「ようく、聞こえたぜ」

　その声に、はっとなる。

「スレイ!!」

「どうも……」

　兵士のコスプレをしたスレイは、それなりに似合っていた。

「俺も、逃げたりはしねえ」

　唇が、めくれた。

「逃げられないのは、おまえのほうだ」

「くっ!!」

　イツマは咄とつ嗟さに体たいを捻ひねろうとしたが、スレイの動きは電でん光こう石せつ火かだった。首筋に手刀が叩き込まれ、一瞬で勝負はつく。

「悪わりいな……」

　ぐったりとなったイツマを、ひょいと肩に担ぐ。

「華きや奢しやに似合わぬおまえの強さを考えると、長引かせる訳にはいかねえんだ。赦ゆるせ……」

　形勢は一いつ挙きよに逆転した。

「やられたらやり返す……。俺のモットーよ」

　スレイは嘯うそぶいて、手近にある受話器を取り上げた。

「『アメミット』並びに艦隊の全艦艇に告ぐ！　おめえらの可愛かわいい会長を人質にした。こっちもいい加減疲れてるんで、手早く言うぞ！」

　イツマを担いだまま、どっかと通路に胡座あぐらをかくスレイ。

「おまえらもバカじゃねえなら、俺の考えていることは察してくれ。まず、こっちの要求だが──」




「まったく馬ば鹿かなことをしたもんだ」

　と、スレイを睨にらむイツマ。

「負け惜おしみにしか、聞こえねえぞ」

　余裕で笑う、スレイ。

「だがまあこれで、人質にされる屈くつ辱じよくがいかばかりか、おまえにもわかったろう」

「いいだろう。チャラにしておいてやる」

　イツマは強がった。

「それはこっちの台詞せりふよ」

　スレイたちはイツマを盾たてに、高速艇を奪った。会長を盾にされては、誰にも手出しができなかった。

「それにしても、僕の部下たちも情けない。僕を見殺しにしても、おまえを捕えることができないとは……」

「喜べ。それだけ好かれているということなんだから……」

　スレイは言った。

「代わりがいないということでは、俺もおまえも、同類なのよ」

「そろそろ安全距離かな……」

　操縦しながら、スリチャイが言った。

「よし。ご苦労だったな、イツマ」

「僕を自由にしたことを、必ず後悔させてやるぞ」

　唇を嚙み締め、脱出カプセルに乗り込む。

「あっさり返しちゃっていいの？」

　と、ユーリア。

「いいんだ」

　とスレイ。

「安全な距離まで脱出したら、会長は返すと約束したんだからな。俺は、約束は守るぜ」

「ようやくあなたの性格が、わかってきた気がするわ……。難なん儀ぎなこと」

「次こそ真剣勝負だぞ！」

　ハッチを閉める間ま際ぎわ、イツマは言った。

「ああ。今度は卑ひ怯きような手はなしだぜ」

　イツマの乗ったカプセルを打ち出す。

「あばよ、イツマ」

「まあ、これでよかったのかな……」

　スリチャイが呟いた。

　高速艇の目の前に、二隻の潜宙艦が、亜空間から『浮上』したのは、その時である。言うまでもなくブルミン艦長の『ピライバー』と、ベルグマン艦長の『マツブッシー』であった。

「誰かと思えば迎えは、あの連中か……」

　艦名を確認するなり、いささかげんなりとした様子で、スレイ。

「スリチャイ。お互い『貞てい操そう』には気を付けようぜ」

「え、ええ……」

　蒼あおざめる、スリチャイ。

「そんなに怖こわいの？」

　とユーリア。

「いや。おまえに限っては、むしろ安全だ」

　ふっと、右手を見るスレイ。その手にはまだ、感触が残っている。

『そう言えば、イツマの抱き心地は、柔やわらかかった。女……やっぱ女なんだよな、奴は……』










　第四十九章　口火を切る




「坊や、いい顔になったな」

　アンリはエッソの肩に手をやると、ほろ苦い微笑ほほえみを見せた。

「この前見た時とは、別人のようだ。……ベルファルドのことを頼む」

「特務部長……」

　エッソははっとなってアンリを見上げた。

「どうしたんです？」

「俺は暫しばらく、姿をくらます」

　アンリの表情に、しかし悲壮感はない。

「なにせ、ちょいとばかり派は手でに殺しちまったからな……。まあ言ってみればベルファルドの為ためだから、後悔はしてねえが」

「そんな──。ここであなたがいなくなったら、社長が悲しみますよ」

「しかし一いつ緒しよにいては、迷惑がかかる。おまえを見て安心したんだ、エッソ。どうかベルファルドを、見守ってやってくれ。頼む……」

「そんなこと、言われたって……」

「いたぞ！」

　警備の兵士が、アンリに銃じゆうを向ける。

「そいつが工作員だ!!」

「違います！」

　慌あわててアンリの前に、両手を広げて立ちはだかるエッソ。どうしてそんな行動に出たのか、自分でもわからない。

「ナンジェッセー特務部長は、工作員なんかじゃない！」

「どけ!!」

　数挺の銃口が、二人に向けられた。

「どかんと一緒に蜂はちの巣だぞ」

「どきません！」

「恩に着るぜ、坊や」

　アンリは微笑んで、

「おっと、もう坊やだなんて呼べねえな。ありがとよ、エッソ」

　と、豹ひようのように身を翻ひるがえした。

「俺のことなら心配するなと、ベルファルドに伝えろ！」

　言いざま、なんと、ダストシュートに飛び込む。

「部長！」

「あばよ──」

「逃がすな！」

　エッソを突き飛ばし、アンリの消えたダストシュートに銃口を向け乱射する兵士たち。

「部長!!」

「死んだかな？」

「さあな……」

　互いに顔を見合わせる、兵士たち。

「だが、この先は宇宙空間だ。あの格かつ好こうで飛び込んで、生きていられるはずもない」

「それもそうだ」

「だが、念の為に、パイプを点検しておくか」

「ああ。それよりもまず、報告だ。工作員は始末したとな」

　立ち去る兵士たちを横目で見ながら、
















「部長！」

　と、エッソはダストシュートに首を突っ込んで叫さけんだ。

「生きてますよねえ！　僕、待ってますから……。部長は、部長は……社員の鑑かがみですから。僕の……目標です！」




「執政官コンスル、よくぞ御無事で！」

　ブルミン艦長が敬礼して、スレイを迎えた。

「まったくいい所にいやがったな、おまえたち」

　スレイは目を細める。

「まるで待ち構えていたかのようなタイミングだぜ」

「待ち構えておりました」

　いけしゃあしゃあと、ブルミンは言った。

「いつも亜空間で獲え物ものを待ち伏せる、潜せん宙ちゆう艦かん乗りの勘かんってやつですよ」

「それだけか？」

　と、スレイ。

「それプラス、ゲイ独特の嗅きゆう覚かくってやつじゃ、ねえのかい？」

「よく御ご存ぞんじで」

「いや……、その、なんとなく、そんな気がしたもので……」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「やっぱり執政官閣かつ下かは、そっち方面のセンスがありますよ。鍛きたえれば、絶対に──」

「その話は、またの機会にしておこう」

　慌てて話題を打ち切った。

「バァムは、どの宙ちゆう域いきにいる？」

「バァム提てい督とくなら、既すでに敵艦隊と対たい峙じしています」

　とブルミン。

「もう、いつ戦せん闘とうが始まっても、おかしくはない状じよう況きようですよ。その前にあなたを、救出できてよかった……」

「俺たちをバァムの旗き艦かんに、運んじゃくれまいか」

「……無理ですね」

　熟考した後、ブルミンは言った。

「戦闘に巻き込まれます。それに、こんなちっぽけな潜宙艦じゃ、正直言ってこの宙域から離り脱だつすることさえ難むずかしい。並の艦長には無理かも知れません。もちろん、俺はやってみせますが──」

「つまり、俺は……」

　と、スレイはため息をついた。

「この、ゲイだらけの艦に、あと十数時間は寝起きしなきゃならねえのか……」

　鬼のスレイにも、苦手はある。

「やっぱ『マツブッシー』の方に、しておくべきだったかなあ……」

「今になって、そいつは言いっこなしですぜ」

　ブルミンは筋きん肉にく隆りゆう々りゆうたる、上半身を震わせた。

「それに、ここだけの話ですが、ドロシー……ベルグマン艦長の奴は、聞きしに勝まさる毒舌家ですからね。当然その性格は、乗組員にも伝染する。まだしも居い心ごこ地ちは、この『ピライバー』の方がいいと思います」

「そうであることを、祈ってるぜ」

「気っ風ぷのいいゲイと、性格の悪いニューハーフ……。究極の選択ですな」

　と、肩を竦すくめるスリチャイ。

「軍務大臣、そいつはないですぜ」

　ブルミンが顔をしかめた。

「あなたがかつていたイサーン軍にも、ゲイはいなかったなんて言わせませんよ」

「それはそうだが、イサーンでは、少なくともゲイは開き直ってカミングアウトしたりはしなかった」

「お言葉ですが、はっきりと広言した方が、ゲイと知らずに言い寄られるよりはいいと思いますがね」

　そう言ったのは、副長のドールマンである。

「それに、ゲイは無む闇やみに言い寄ったりはしません。ちゃんと相手を選ぶんです。そいつにゲイの隠れた素養があるかどうか、本物のゲイならば一発で見抜きますよ」

「そういうものなのか？」

「ドールマンの言う通りです」

　巨体を揺らして、ブルミンは笑った。

「残念ながら軍務大臣閣下は、ゲイの器うつわではないようですな」

「そ、そうか……」

　ちょっとだけ悔くやしい反面、ほっと安あん堵どするスリチャイ。

「ただ……」

　ブルミンとドールマンとが、スレイに奇妙な流し目をくれた。

　スレイの表情が、さっと蒼あおざめる。

「ま、まさか……」

「こいつは、イサーン軍時代に仕入れたゲイの予備知識なんですけどね……」

　スリチャイがそっと、スレイに囁ささやく、

「ゲイにも男役のゲイと、女役のゲイとがあるそうですよ……」

「そ、そうなのか……」

「ゲイの奴から直接聞いたから、確かでしょう。稀まれに両方こなせる器用な奴もいますが、えてして一見筋骨逞たくましい奴の方が、女役だそうです」

「つ、つまり……」

　スレイの声が、震えた。

「掘られる方……ってことか」

「ええ。あなたは間ま違ちがいなく、掘られるタイプですね」

「スリチャイ、頼む！」

　スレイは震える腕で彼の手を取り、懇こん願がんした。

「一いつ緒しよにいてくれ!!」




「わ～、あたしなんかより、よっぽど化粧品持ってる！」

『マツブッシー』にあるドロシーことベルグマン艦長の個室に案内されたユーリアは、思わず感動した。

「おまけに衣い裳しよう持ち！」

　スッピンに着たきり雀すずめのユーリアとは、えらい違いだ。

「当然、寝る前にはパックするわよ」

　ベッドには、美顔キットまで備え付けられていた。もちろんファウンデーションもルージュもパフュームも、ブランド品ばかりである。コンパクトなクローゼットの中には、デザインこそ同じだが様さま々ざまな生地と仕立ての艦長制服が、四十着ばかり収納されていた。

「ここまでやるんですねえ……」

「やるわよ」

　微笑ほほえむベルグマン。

「あたしたちってば、言わば造り物の女じゃない。努力していない本物の女には、意地でも負けられないのよ。女でないぶん、女以上に、女でありたいの」

「目から鱗うろこだわ……」

　人生観が変わらないまでも、視野が広がったユーリアである。

「そうか……女であるということは、幸せでもあるのね。でも、ドロシーと違って、あたしはブスだから……」

「そんなこと、ないわよ」

　ベルグマンは微笑んだ。

「ユーリアは努力してないだけ。骨格の形はとてもいいから、磨みがき方次し第だいで、いくらでもいい女になるわよ」

「そう？」

「ええ。でもね、あなたは女でしょう。そんな、敵に、アドバイスするようなこと、本当はしたくないの」

　とは言いつつも、『彼女』は寛かん大だいだった。

「ちょっと、そこに座すわって」

　ドレッサーの前に、ユーリアを座らせる。

「この、頰ほお骨ぼねのラインから、こう……」

『艦長！』

　インターホンから、アンジェこと、ライデン副長の声が──。

『亜空間ソナーのエコーを確認。どうやら敵駆く逐ちく艦かんに、追跡されているようですが』

「うるさいわねえ！」

　パフを使いながら、ベルグマンはむくれた。

「そんなの、さっさとまいちゃいなさい!!」

『ですが……』

「今、いいところなの！　さ、次は眉まゆよ。あなたの場合は、この小鼻から目め尻じりのラインよりも、若じやつ干かん広く……」

「え、ええ……」

　戸と惑まどいながらも、次第にその気になっていくユーリア。

「でも、いいんですか？　上はけっこう、大変みたいですよ」

「いいの！　アンジェだって素人しろうとじゃないんだから、駆逐艦くらいどうにでもなるでしょ。それより、女にとっての一大事は、戦争よりも化粧なの。これはもう、本物の女だろうと贋にせ物ものだろうと、間ま違ちがいないわ！」




「そうか、アンリがそんなことを……」

　後方に移される巡洋艦『アポフィス』の船室のひとつで、ベルファルドは呟つぶやいた。

「特務部長、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　と、ベルファルドの顔を覗のぞき込むように窺うかがう、エッソ。

「ああ、彼がそれくらいで死ぬものか。かつてはとある機関にいて、特殊技能を徹底的に叩たたき込まれた彼だもの……」

「そうだったんですか。前から普通の人ではないと思っていたけど……」

「しかもアンリは、組織の優等生だったんだ。兄弟であるスレイといろいろあって、組織を追われた。ひょんなことから僕が預かったんだけど、正直我が社には、勿もつ体たいなかったかな……」

「部長も色々と役に立てたことが、嬉うれしそうでした」

「そうだろうね……。しかし、結果として彼に殺人までさせてしまった……」

　こういう時、他人の苦悩をそのまま背負い込んでしまうのが、言ってみればベルファルドのいいところである。

「社長」

「ん？」

「特務部長はいったい、スレイのことが好きなんでしょうか？　嫌いなんでしょうか？」

「複雑だけど、好きだと思うな。嫌いではないよ」

「そうでしょうか？」

「嫌いなのと、憎んでいるのとは違うよ」

「なるほど……」

　人生の機き微びに、ちょっとは触れた気にさせられるエッソ。

「大人になるというのは、そういうことがわかるようになることなんですね」

「僕もまだ、何もわかっちゃいないけどね……」

「おそらくアンリは、口ではああ言っても、スレイのことが──」

　不意に、『アポフィス』が大きく揺れた。

「ま、また……」

　惑星スタナムからの帰き路ろに正体不明の敵に攻撃され、漂流した時の悪夢が甦よみがえる。

「攻撃!?　やだな……」

　さらに巨大な衝撃が、船室を揺さぶる。感覚としては巨大なドラム缶に詰められ、巨人のバットで思い切り一撃されたような感じだ。同時に、灯あかりも消えた。

「今のは……直撃だな」

　ベッドから投げ出された、ベルファルドが呟く。

「エッソ、大丈夫か!?」

「今度は僕の方が、ダメージが大きいみたいです……」

　エッソの声が、弱々しい。放り出された拍子に、何かの下敷きになったらしい。

「エッソ！」

　さらに爆発の余波が続く。

「待っていろ」

　廊ろう下かに飛び出す。

「医師の方はいませんか!?」

「いるが、手が離せそうにもない……」

　右う往おう左さ往おうしていた下士官の一人が、袖そでを摑つかんだベルファルドの手を、邪じや険けんに振り払う。

「こっちは、それどころじゃないんだ！」

「何があったんですか!?」

「ブリッジに……直撃弾だ」

「直撃弾!?　ブリッジ！」

「離してくれ。状況がわかったら、戻るから……」

「社長……」

　蚊かの鳴くような声で、エッソが呼ぶ。

「僕……もう駄だ目めかも知れません」

「エッソ！　しっかりしろ……」

　さらに三度、船体が大きく揺れた。

「敵は──」

　思わず舷げん窓そうから外を見る。

「あ……」

　ベルファルドの目に映ったのは、炎えん上じようする駆逐艦の姿だった。護衛の為ために随ずい伴はんしていた『ベヌ』か『マフート』のどちらかに違いない。

「狙ねらい撃ち……。このままじゃ……」

「社長……」

「エッソ、待っていろ!!」

　ベルファルドは通路を全力疾しつ走そうした。そのまま階梯ラツタルを駆け上がり、ブリッジへと通じるブロックに出た。

　が──、

　そこで、彼の足は止まった。止まらざるを得なかった。

　濛もう々もうたる煙が充満した通路の先には、非常用の隔かく壁へきが閉鎖されている。行き止まりだ。

「通してくれ。艦長に話がある」

「会えるような状態じゃない」

　と、下士官の一人が言った。

「ブリッジにいた者は、艦長も含めて絶望なんだ。というか、ブリッジ自体消滅しちまったと言った方がわかり易やすいか……」

「なんだって!?」

　ブリッジは艦の中ちゆう枢すうである。巡洋艦『アポフィス』は、人間で言えば首をもがれたにも等しい。

「それじゃあ、この艦ふねはどうなる？」

「知るか……」

　と、その下士官──より正確には、下士官の制服を着せられたＴＡＣ社の下っ端ぱ社員──は、ほとんど投げやりに言った。

「クルーの中でも、ちゃんとした軍人としての教育を施ほどこされていたのは、艦長を初めとする、ほんのひと握りのエリート社員だけなんだ。そいつらはみんなブリッジにいた。俺たち末まつ端たん社員は、どうにか艦を動かすことはできても、それ以上は何も教えられちゃいない。正直もう、どうにでもなれだ！」

「そんな……」

「ここももう危あぶないから、逃げた方がいい。もっとも、いまやこの艦のどこにいても、危ないことに変わりはないがね」

　コントロールを喪うしなった『アポフィス』は、予定していたコースを離れ、酔っ払いのようにフラフラと漂流を始めた。生き残った駆逐艦──それすら満まん身しん創そう痍い──が一隻、あてどなく、それに従う。狼おおかみの群むれの中、瀕ひん死しの羊に付き従う非ひ力りきな牧ぼく羊よう犬けんのようなものだった。

「ああ、もうお終しまいだあ……」

　頭を抱かかえて、その場にへたり込む下士官を、

「そんなことはないぞ！」

　と、しかしベルファルドは叱しつ咤た激げき励れいした。そんな自信がどこから湧わいてくるのか、自分でも不思議だった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。誰も死なせはしない!!」

「誰が死なせないだって？」

　下士官が、虚うつろな瞳ひとみでベルファルドを見上げた。

「まさか、あんたが？」




「なんだと!?」

　屈くつ辱じよく的てきな人ひと質じちの身分から解放され、ようやく『アメミット』のブリッジに辿たどり着いたイツマを待っていたのは、仰ぎよう天てんするような報しらせだった。

「『アポフィス』が攻撃されただと!!」

「はい……」

　悲痛な面おも持もちで、イウラジ艦長が頷うなずく。

「予期せぬ伏兵から不意の攻撃を受け、『アポフィス』は大破……。『マフート』は撃沈され、残る『ベヌ』も中破しました」

「ベルファルド……」

　イツマの表情が、変わった。

「親友に親友を捕とらえさせた、これが神の報むくいか……」

　が、すぐにその考えを振り払うかのように、命令した。

「全艦『アポフィス』を救きゆう援えんに向かえ！」

「無茶を言わないでください」

　ＴＡＣ社の私設艦隊に引き抜かれる前はエリート軍人だったというだけあって、さすがにイウラジ艦長の状況判断は適切だった。

「今、我が艦隊は敵艦隊と対たい峙じしているのですよ。迂う闊かつに動いて敵に背後を見せれば、確実に隙すきが生じます。それを見み過すごすほど、ナ・バァム・ドム提てい督とくは甘くはないでしょう」

「では、艦隊の一部を割さいて──」

「それは、もっと無む謀ぼうです」

　イウラジ元・大佐は諫いさめた。

「そうでなくとも、敵の数は我が艦隊の三倍……。徒いたずらに戦力を分散しても、犠牲が増ふえるばかりです。おわかりになりませんか？」

「すまん、どうかしていた……」

　イツマは虚うつろに微笑ほほえみ、頷いた。

「いっぱしの提督気取りでいたが、身内のこととなると判断が鈍にぶるとは、僕もまだまだだな……」

「それが普通です」

　イウラジ艦長は言った。

「どんな名将でも、身内のことが絡めば、内心穏おだやかではいられません。まして、会長は初うい陣じんなのですから──」

「会長、ここは百ひやく戦せん錬れん磨ま、プロの軍人である艦長に一任するのが得策ではありませんか？」

　アキヅキが言った。

「餅もちは餅屋という訳わけか……」

「はい」

「わかった。そうしよう……。艦長の判断を聞かせて欲しい」

「こうして口火が切られた以上は、もうやるしかないでしょう。一いつ触しよく即そく発はつ状態だったところへもってきて、味方が攻撃を受けたのですから──」

「闘たたかうしかない……と、そういう訳だな」

「はい」

「向こうが先に仕掛けた以上、大たい義ぎ名めい分ぶんは立つな」

「はい」

「それにスレイを奪だつ還かんした以上、バァムに攻撃を躊ちゆう躇ちよする理由は、なにひとつない訳だ」

「……はい」

「わかった。やろう」

　頷くイツマ。

「総員戦闘配置！　イウラジ艦長、旗艦艦長として、以後細こまかい指示は一任する!!」

「ありがとうございます……」

「ドミナント主任！」

「はい」

　ドミンが振り向く。

「例の新兵器の、改良状況は？」

「テスト結果、無力化率、五七・五％です!!」

　待ってましたとドミン。

「いつでも大丈夫です」

「上出来だ。連戦連勝のバァム提督に、ひと泡あわ噴ふかせてやろう」

　イツマの表情に、ようやく微笑みが戻った。

『ベルファルド……君もあの人のクローンなら、自力でなんとか切り抜けてくれ！』

　内心の祈る想いを、しかしイツマはおくびにも見せない。会長たる重圧が、ひしひしとその両肩にのしかかる。




「誰が攻撃せよと命じたか!?」

『アポフィス』が攻撃を受けたことは、しかしバァムにとっても心外であった。

「命めいあるまで攻撃は控えよと徹底させたはずではないか！」

　怒りを露あらわにする少年提督。が、味方の端はし々ばしまでは意のままにならないのは戦場の常だ。

「これでもう、闘うしかないではないか！」

「閣かつ下か、起きてしまったことを悔くやんでも、仕方がございません」

　レーゲルフはバァムよりも年長であるだけに、冷静であった。もともとこの副官は、あまり感情というものを表に現わさない。

「そうだな……」

　やや落ち着きを取り戻したバァム。なんと言ってもやはりまだ彼は、十八歳であった。

「となれば、負けはしない」

　ここまで連戦連勝の自信が、彼にそう言わせた。

「負けるはずがない！」

　済なし崩くずし的に、戦闘が始まった。




「フリッカーミサイル、装そう塡てん完了!!」

　ドミンが報告する。

「よし！」

　イツマはマイクを摑つかんだ。

「靡き下か全艦隊の将兵に告ぐ！」

　イツマの声はどこまでも毅き然ぜんとしており、初陣に不安を抱いだいていた多くの社員たちを心から勇気づけた。

「これから旗き艦かん『アメミット』が、新兵器を使う。人類史上、未いまだかつて使われたことのない兵器だ。破壊兵器ではないが、うまくいけば一瞬にして敵の戦力を半減できるはずだ。使用に際し、注意事項。モニターを見るな。オペレーター等でどうしてもスクリーンを凝ぎよう視しせねばならぬ者は、モニターの輝き度どを三〇％以下にカットせよ。繰り返す、モニターを見るな！」

　マイクを置き、ドミンを見る。

「うまくいくといいな……」

「絶対、うまくいきます」

　ドミンは胸を叩いた。

「僕が不眠不休で、造ったんです。会長の為ために……」

「そうか……」

　微笑む。この笑顔の為に頑がん張ばったんだと、ドミンは思った。

「フリッカーミサイル、発射!!」




　何が起こったのか判わかるまで、バァム艦隊は貴き重ちような数分間を失った。

「どういうことだ……」

　と、頭を押さえる。

「この俺ともあろうものが、吐き気がするぞ」

　モニターの中の閃せん光こうを見た刹せつ那な、『これはいけない』という軍人の勘で、咄とつ嗟さに目を逸そらしたにも関わらず、激しい頭痛に襲われた。クラクラして、一瞬記憶すら途と切ぎれている。

「私も、眩げん惑わくされました……」

　と、レーゲルフ。

「どうやら、神経兵器のようです。ミサイルの弾頭に、強烈な閃光弾を仕込んだものでしょう。しかも、おそらく瞬間的に何百回も炸さく裂れつするような……」

「まともにモニターを見た者は……」

　バァムの座ざ乗じようする旗艦でも、オペレーターは未だ意識を回復していない。

「イツマめ、姑こ息そくな手を──」

「油断したこちらがいけない……」

　と、首を振りながらレーゲルフ。

「それよりも、問題は戦況ですぞ、閣下……」

「しまった!!」

　バァムは己おのれの迂う闊かつさを呪のろった。

「艦隊の半数が、連絡不能です！」

　通信士の絶望的な報告に、彼は戦せん慄りつする。

「あ、ああ……」

　次の瞬間、回復したモニターに、次々と炸裂する火か球きゆうが映った。全部、味方の艦隊だ。

「気を失ったところを、袋叩きだ……」

　ブリッジに絶望感が充満する。

　おそらく、一瞬にして数百隻単位で撃沈されたに違いない。

「状況がよくわからん！」

　バァムは徒いたずらに焦あせった。

「モニターの感度を上げろ!!」

「そんなことをして、またさっきの新兵器を使われたら……」

「くっ……。そういう効果も計算した上でのことなのか……」

　確かに意表を突く新兵器ではある。しかし、それ以上に三倍の戦力差に慢心し、油断した自分の若さが、バァムには赦ゆるせなかった。

「これではスレイが戻って来ても、合わせる顔がないではないか……」

　しかし彼の切り替えと対応は、早かった。

「退ひけ！」

　プライドをかなぐり捨て、彼は命じた。

「後退！　戦力を再集結させる！」

「よい判断です」

　と、レーゲルフ。

「これ以上傷口を広げないよう、私もそう提案するつもりでしたが、さすがは閣下、私ごときがしゃしゃり出るまでもないことでした……」

「あまり俺を持ち上げてくれるな、レーゲルフ」

　悔くやしさを嚙かみ締め、バァムは呟つぶやいた。

「俺は、たまさかの勝ち戦いくさに奢おごり増ぞう長ちようした、無能な提督だ……」




「どういうことかわからないが、攻撃は止やんだようだな」

　生き残った全員が集まった『アポフィス』の機関室で、ベルファルドは呟いた。

「追跡を諦あきらめてくれたようだ……」

「まだわかりません」

　と、さっきの下士官が言った。生き残った中では彼がおそらく最年長で、最上級者でもあるらしかった。

「いずれにせよ、風ふう前ぜんの灯ともしびですよ……」

「艦長代理が、言うべき台詞せりふじゃないね」

　やんわりとではあるが、ベルファルドは非難した。

「みんな不安なんだよ」

「私にどうしろと……」

　下士官はぼやいた。

「あたしゃ、たまたま動員された、ＴＡＣ社の子会社のそのまた孫会社の、それもたかだか倉庫番なんですよ。何もできっこない……」

「家族……いるだろ」

　ベルファルドは一言った。

　無言で頷うなずく、下士官。

「帰りたいなら、弱よわ音ねは吐くな」

「しゃ……ちょう……」

　鎮痛剤の注射を受けて、意識朦もう朧ろうとなったエッソが呟く。

「頑がん張ばって……ください……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　顔を近付けて、微笑む。

「絶対に、生きて還かえる。約束する」

「出来うる限りの応急処置は施ほどこしましたが、正直言って危険な状態です」

　若い看護婦が言った。生き残った中では数少ない『プロ』である。

「肋ろつ骨こつが折れて、肺に突き刺さっているのです。他にも内臓が痛んでいる可能性が……。一刻も早くちゃんとした設備のある艦で、手術を受けさせないと──」

「ありがとう。君は最善を尽くしてくれたよ」

　ベルファルドは彼女のはたらきを労いたわって、微笑む。

「どうやら僕が、しっかりしなくちゃいけないようだ」

　立上がり、その場にいる一同の顔を見回す。

「機関部門の責任者は？」

「私です」

　まだ二十代と思われる機関員が挙きよ手しゆした。

「機関にダメージは？」

「ありません」

　彼もプロらしく、端たん的てきに言った。

「これだけのダメージを被こうむって機関が無傷なのは、不幸中の幸いでしたね。ただし、通信関係とレーダー関係が壊かい滅めつに近いので、おっかなくてとても全速航行は無理です」

「武器関係は？」

「こっちはだいぶやられました」

　と、戦闘部門では唯ゆい一いつの生き残りである若い兵士が言った。その彼も負傷した左腕を肩から吊つっており、頭に巻いた包帯には血が溢にじんでいるのが痛々しい。

「主砲塔が一基だけ、生き残っています。あと、光こう子し魚ぎよ雷らいの発射管が二門……」

「ないよりましだ」

　とベルファルド。

「ここから操そう作さできるかい？」

「応急的に、回路を繫つなぎました」

　と、電子部門の若いクルーが言った。

「操艦も、ここから大丈夫です。言ってみればこの機関室が、非常用のブリッジになったようなもんですよ」

「わかった」

　頷くベルファルド。

「じゃあ今から、僕がこの艦の指揮を執とらせてもらう」

「ちょっと待ってください！」

　戦闘部門の若者が言った。

「ベルファルドさん。あなた、巡洋艦を動かした経験は？」

「ない」

　ベルファルドは言った。

「全くない」

　機関室が、どよめく。

「ないが、なんとかなるような気がする……。僕は最後まで諦めずにやってみるつもりだ。君たちも生きて還かえりたいなら、全力を尽くしてくれ。それとも、頭を抱かかえてここに蹲うずくまるか……。どっちをとるかは、君たちの自由だよ」










　第五十章　血、目覚める




「おのれイツマ、この屈くつ辱じよくの借りは必ず返す！」

　ナ・バァム・ドムの叫さけびは、単なる負け犬の遠とお吠ぼえではなかった。彼は一いつ旦たん口にしたことは、必ず実行する漢おとこだ。しかも、実行までにあまり時間をかけない。その点、タイプこそ違うがスレイと気の合う要因かも知れない。

「陣容を立て直すと同時に、陣形を組み換える!!」

　旗き艦かん『ドローメII』のブリッジで、彼は命じた。

「そうおっしゃると思っておりました」

　万ばん事じにつけ控え目な──ただし、すこぶる有能な──副官レーゲルフが頷うなずく。

「バルバロイの陣形ですな」

「言うまでもない！」

　これこそバァムの、十八番の戦法であった。

「イツマの艦隊を、嚙かみちぎってやる!!」

　モニタースクリーンに、目まぐるしく移動する艦隊の各艦が映る。

　空母群を核に、巡じゆん洋よう艦かん・駆く逐ちく艦かんを周囲に密集配置。さらにはその前面に、重じよう装そう甲こうの戦艦群を置く。バルバロイの陣形とは、言ってみればそれだけだ。

　ただ、艦と艦との距離が、極端に狭せまい。互いに肉眼で見える程度の距離であるから、外宇宙での戦せん闘とう隊形としては、それこそ肌と肌が触れ合うほどの距離と言っても過か言ごんではない。それだけに衝しよう突とつの危険を回かい避ひするには、センサー機能を用いても、各艦艦長たちの技量が、大きくものを言う。

　だがナ・バァム・ドムは、靡き下かの艦長たちの腕に、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せていた。

　セランテでの艦隊再建以来、そのための訓練も、数限りなくやってきた。

　総すべてはこの『バルバロイ戦法』の為ためと言っても、過言ではない。

　バルバロイの陣形を遠とお目めに見れば、それは銀河の一点に突とつ如じよ出現した、立方体である。

　敵対する相手から見て立方体キユーブの正面に、びっしりと戦艦が並び、残りの五面には巡洋艦と駆逐艦が隙すき間まなく並ぶ。中核部分に、脆ぜい弱じやくな空母群や補給のための輸送船団が護まもられている格かつ好こうだ。

　密集隊形なので、当然移動速度は遅い。通常の艦隊行動を新幹線の速度とすれば、亀が歩くほどのスピードでしか動けない。

　だが、それで充分なのだった。

　バルバロイのキューブとは別に、高速の戦艦と巡洋艦だけで編成された艦隊が三隊、その周囲を高速で周回している。バルバロイ陣が重装歩兵だとすれば、こちらは軽騎兵といったところだ。あるいはバルバロイ陣が原子核で、高速艦隊が電子といったところか。

「陣形、整ととのいました！」

「よし!!」

　バァムは満足げに頷いた。こうなれば、もう負ける気がしない。否いな、負けるはずがないのだった。仮に彼自身が敵の将であったとしても、一旦完成したバルバロイ陣形を繰くり出されたら、それを破る手は到とう底てい思い付かないのであった。あとはもう、一いち目もく散さんに逃げるしかない。徒いたずらに犠牲が増ふえるばかりだ。

　幸いに……と言うべきか、バルバロイ陣の唯ゆい一いつの欠点として、その移動速度は極端に遅い。相手が逃げればそれでよし。焦あせって追う必要はないのだ。動きようのない敵の戦力拠きよ点てんを、ゆっくりと攻め陥おとせばよいことだった。

「全艦、モニターを切ってしまえ！」

　と、豪ごう胆たんにもバァムは命じた。

「それでは、各艦との連絡が──」

　と、オペレーターが言い掛けたのを、

「構わん！」

　と、一いつ喝かつした。

「またさっきの閃せん光こう兵器を使われてはかなわんからな。この状況下でモニターなど、百害あって一利なし！」

「そうだ。各艦同士の距離は近いのだ。必要な連絡は、発光信号で充分！」

　上官の意を汲くみ取って、レーゲルフが言った。

「さすがだな。俺が言おうとしたことを……」

　微笑ほほえむバァム。

「恐れ入ります……」

「バルバロイの陣形に関する訓練は、さんざんにやった。今ではもう、目をつぶってもできる」

「はい」

　頷くレーゲルフ。

「存分に、おやりください」

「うむ……」

　バァムは全艦隊に命じた。

「前進開始！」

　装甲と装甲とを重ね合わせた鋼鉄のキューブが、ゆっくりと前進を開始した。




「まるで、戦艦のファランクスだな……」

　バルバロイ陣を見るなり、イツマは呟つぶやいた。

「艦長、あんな陣形を見たことがあるか？」

「いいえ……」

　老ろう練れんなイウラジ艦長も、思わず首を振る。

「少なくとも、私の知る限りでは……。宇宙空間であれだけの密度を持った敵には、お目にかかったこともございません。おそらく、人類が全銀河に進出して以来初めてのことではないでしょうか。ただ……」

「ただ？」

「あの密集陣形は、おそらくラアルゴニアン・ギムレットの発展型だと思います」

「さすがは艦長」

　イツマは微笑んだ。

「僕も同じ見けん解かいだよ」

「恐れ入ります……」

　ラアルゴニアン・ギムレット（ラアルゴンの錐きり）とは、艦隊を鋭するどい錐きり状に編成して、敵の弱い部分に向けて集中的に一点突破を図はかるという、ラアルゴンお得意の古典的戦法である。百年ほど前までは無敵の戦法であり、当時の惑星連合宇宙軍をさんざん悩ませたと聞いている。が、今目にする眼前の陣形は、密度という点ではラアルゴニアン・ギムレットなど比較にもならない。その分、移動速度も遅いが──。

「ですが、ラアルゴニアン・ギムレットにはその後、有効な対応策が講じられました。今ではほとんど見られません」

　戦史を隈くまなく知るイウラジ艦長は、澱よどみのない口調で言った。

「その対応策を考案されたお方こそ、誰あろうタイラー会長、あなたの……」

「曾ひい々ひいお祖じ父いさま……。かのジャスティ・ウエキ・タイラーという訳わけだ。もっとも実際に考えたのはほとんど、参さん謀ぼうのヤマモト元げん帥すいという話だがな……」

「いずれにせよ、同じことではございませんか」

　アキヅキが言った。

「そのマコト・ヤマモト元帥も、会長、同じくあなたの曾々祖父なのですから──」

「そうだった……」

　イツマに流れる血は、かなり豪華だ。

「いずれにせよ、あの陣形……不ぶ気き味みだな」

「もう一発、フリッカーミサイルをお見舞いしてやりましょうか？」

　と、振り向いて言ったのはドミンである。

「さらなる改良型が、スタンバイしていますよ」

　さすがはドミン、先程の実戦データを基もとに、わずか数時間で改良を加えたらしい。

「発光間隔が、さらに短くなっています。今度はもっと高い確率で、眩暈めまいを起こせますよ」

「いや、おそらく無む駄だだろう」

　とイツマ。

「同じ手にそう何度も引っ掛かるほど、バァムは無能じゃない」

　しばらく熟考した後、

「あれだけ密集しているということは、逆に狙ねらい易やすいな…」

　と言った。

「集中砲撃をかけてみろ」

「了りよう解かいしました」

　頷くイウラジ艦長。

「あの速度では、外はずしようもない標的ですからな……」

　ただちに私設艦隊の全砲門が、巨大なキューブに向けられた。その中には恒星すら一撃で粉ふん砕さいする無限粒りゆう子し砲ほうクラスの兵器も、当然含まれる。

「発射！」

　轟ごう然ぜんたる閃光と粒子の奔ほん流りゆうがただ一点に集中した。単位面積あたりに信じられない密度のエネルギーが集中し、ほとんど真空に近い宇宙空間でさえ、その光束の周辺は稀き薄はくな星間物質がプラズマ化した。

「やったか!?」

　が──、

　閃光が収おさまった時、そこにはまるで無傷の装甲のキューブが、まるで何事もなかったかのように平然と前進を続けていた。

「信じられない……」

　ドミンが呟いた。

「あれだけのエネルギーを受ければ、戦艦の中にいても溶よう鉱こう炉ろと同じはずなのに……」

「ピンポイントバリアです」

　と、驚くべき報告がもたらされた。

「戦艦同士の、濃密なピンポイントバリアが重なり合って……ビームを無効化してしまったものと思われます」

「あの密度になれば、小さな盾たても鉄てつ壁ぺきという訳か……」

　イツマの表か情おから、余裕が消えた。

「正攻法で攻めるしかないのか……」

「ですが、あの速度では、防ぼう禦ぎよは完璧でも亀と同じです」

　イウラジ艦長が言った。

「正面の戦艦群を攻めるのは愚ぐの骨こつ頂ちようかも知れませんが、側面や背面の、弱い部分を一点集中攻撃すれば──」

「どうも、罠わなのような気がするぞ」

　とイツマ。

「あのバァムが、その対策を講じていないとは考えられない。攻めてくださいと誘っているようで、気になる。それに──」

　別動隊の高速艦隊の動きも不ぶ気き味みだ。

「ではまず、あの高速艦隊のひとつに集中攻撃をかけてみては──」

「そんなことをしてみろ」

　とイツマ。

「たちまちキューブの本体と、残るふたつの高速艦隊から狙い撃ちにされる。かといっていきなり本体に行けば、高速艦隊に背後を突かれる……」

「むむ……」

　イウラジは腕組みした。

「実に……実によく練られておりますなあ……」

「ああ。バァムは正しよう真しん正しよう銘めい、戦術の天才だよ」

　イツマは微笑んだ。

「そうなってみると、あの敵の遅さが、かえって不気味だな」

「どうします？」

　アキヅキがイツマを見た。

「逃げるという選せん択たく肢しも、私は否定しませんよ。むしろ英断かも知れません」

「それは、できない」

　イツマは首を振った。

「我々は最後の希望の砦とりでなのだ。ここで逃げるということはＴＡＣ社のみならず、汎はん銀河共和国全体の士気にも関わる。逃げるという選択肢は、赦ゆるされない」

「闘たたかって負けることは、もっと赦されませんよ」

「ああ……。多少の犠牲は覚悟で、集中攻撃を敢かん行こうするしかないか……」

「艦隊を二つに分けましょう」

　イウラジ艦長が言った。

「三分の二で、あのキューブの側面を集中攻撃。残りの三分の一で、高速艦隊に対応……。それしかないでしょう」

「ああ。あとは各艦長の、技量と粘りに期待するしかなさそうだな」

　イツマとしては、苦く汁じゆうの選択である。

『スレイを逃がしたツケは、高くついたな……』

　が、それすら甘い見積りであったことを、彼らは直後に思い知らされることになった。




「『ベヌ』との連絡はついたかい？」

　図はからずも『アポフィス』の艦長を代行することとなったベルファルドが、通信士に尋ねる。

「はい。『ベヌ』もかなりやられていますが、どうにか本艦の護衛くらいはできるそうです」

「とてもそうは見えないな……」

　応急モニターに映る駆逐艦『ベヌ』の航こう跡せきは、ふらふらと頼りなく蛇だ行こうしている。

「まだしもこっちの方が、機関が無事なぶん真っ直すぐ進んでるじゃないか」

「ええ。でも、武装はほとんど無傷だそうですから……」

「向こうも大変だろうに、無理をしているな。こっちも頑がん張ばらないとな」

「はい！」

　ベルファルドは乗組員たちを激げき励れいした。

「ブリッジを失った巡洋艦と、エンジンをやられた駆逐艦か……。二隻でようやく、どうにか一隻分といったところだな」

　重体のエッソを見る。鎮痛剤が効きいたらしく今は眠っているが、輸血と点滴だけではもちそうにもない。

「正直に言ってくれ」

　ベルファルドは看護婦に言った。

「エッソのタイムリミットは？」

「あと……三時間でしょうか」

　と、美人の看護婦は言った。

「彼もよく頑張っていますけど、あと三時間以内にちゃんとした設備のあるところで手術を受けさせないと──。もちろん、私も全力を尽くします」

「ありがとう、看護婦さん。こっちの要求する以上の働きをしてくれて……」

　ベルファルドは手を合わせた。

「いえ……」

　はにかむように、彼女は首を振る。

「当然の仕事を、しているだけですから──」

「そういえば、まだ名前を聞いていなかったね」

「ノギ看護卒です」

　彼女は言った。

「ハルミ・ノギ……」

「ハルミ!!」

　ベルファルドは一筋の光こう明みようを見た。

「娘の名前と同じだ。よし!!」

　皆に微笑みかける。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶだぞ！　絶対に助かる」

「根こん拠きよが稀き薄はくですねえ……」

　機関員が呆あきれて言った。

「でも、ベルファルドさん。あなたのその顔を見ているうちに、なんだか僕まで、大丈夫、助かるという気がしてきました。不思議です」

「僕もです」

　戦闘班員が頷いた。

「あなたには、人を安心させる才能があるみたいだ」

「いや。絶対に助かる。きみ……」

「ブルーノです」

　と、若い戦闘班員。

「ブルーノ・リュンツラー一等卒です、ベルファルド艦長」

「じゃあブルーノ……君は砲ほう術じゆつ長ちようということになるね」

　ブルーノは当とう惑わく顔で苦笑いした。

「正直、そこまで出世するとは思わなかったな」

「じゃあ、僕は機関長……ですか？」

　機関員が言った。

「ええと、ウンベルト・グロッシ二等機関卒です……」

「頼むよ。ウンベルト機関長」

「はあ……」

「この際だから、みんな昇進させようか」

　ベルファルドは看護卒のハルミを見て、

「ねえ、ハルミ医長」

　と微笑んだ。

「戯たわむれが過ぎます」

「いいじゃないか。どうせならみんな偉えらい方が……」

「ですが──」

「『ベヌ』より入電！」

　通信士の叫さけびに、一瞬にして緊張感が漲みなぎる。

「敵艦隊接近!!　勢力……少なくとも巡洋艦一、駆逐艦三隻!!」

「お終しまいだあ!!」

　力なく機関室の床ゆかにへたり込み、頭を抱かかえていたあの下士官が叫んだ。

「もう何もかも、終わりだあ!!」

　彼は立上がり、空くうに向け拳こぶしを振り回し、あまつさえ踊り始めた。

「みんなここで死ぬんだあ！」

「ロイドさん……」

　ウンベルトが見兼ねて声をかけた。

「やめてください。みんな、せっかくその気になっているのに、上官であるあなたが、その気持ちを殺そぐような真ま似ねは……」

「何ぬかしやがる！　こ～んな若造に──」

　ロイドはベルファルドをあからさまに指差し、嘲ちよう笑しようし、罵ののしり、悪あし様ざまに言った。

「なにが出来るって言うんでえ!!　ここで足あ搔がいて苦しむより、さっさと楽にしてもらった方がいいじゃねえか……。な、そうだろ？」

　看護卒のハルミが、無言でつっと立ち上がった。つかつかと歩みより、何も言わずやおら、ロイドの頰ほおをぱぁんと平手打ちにした。

「邪じや魔まです」

　と、彼女は言い放った。

「みんな、必死なんです。何もしないなら、せめてみんなの心を乱さないでください」

「うっ、うっ……」

　ロイドは床に崩くずれ折れ、哭なき始めた。

「なんだって、こんなことになっちまったんだ……。大丈夫、必ず勝てるって言うから、あの赤毛の会長が、絶対に大丈夫だってぬかしやがるから……。特別手当てが出るからって、経験もないのに志願したのに……」

「今さら何言うんですか!?」

　ブルーノが言った。

「ＴＡＣ社から私設軍募集の話があった時、このまま下請け工場にいても芽が出ないから、どうせならパァ～ッとひと旗上げようって、みんなを誘って志願したのはロイド主任、あんたじゃないですか。戦争なんです。こんなこと、最初からわかっていたはずじゃないですか」

「そうですよ。絶対安全だなんて……」

　と、ウンベルト。

「絶対なんて、ないんですよ」

「いや」

　ベルファルドが言った。

「あるかも知れないぞ。みんなが信じれば──」

「みんな、素人しろうとなのに？」

　とブルーノ。

「僕たち、速成の訓練しか受けていないんですよ!!」

「僕はそれ以下だ」

　とベルファルド。

「だけど、だからこそ、プロの軍人には思い付かないようなこともやれる!!　ブルーノ、主砲の発射準備を！」

「駄だ目めだ……相手が多過ぎて……」

「うろたえるな。当てるのは、一発だけでいい」

「え──!?」

　ブルーノは、ベルファルドを見た。

「一発だけ？」

「そうだ。一発当てれば、なんとかなる」

「はあ……」

「ウンベルト！」

「はい!!」

「僕が合あい図ずしたら、エンジン全開、フルスピードだ」

「フルスピードって……レーダーは死んでるのに……」

「ここは宇宙空間だろう」

　ベルファルドは言った。

「目をつぶって走り抜けたって、当たりゃしない。当たるようなら、向こうで避ける！」

「なるほど!!」

　ウンベルトは手を叩たたいた。

「了解しました。ベルファルド……艦長！」




「彼らは……」

　と、車椅い子すの上で虚こ空くうを見上げながら、ジャスティ・ウエキ・タイラーは呟つぶやいた。

「いくつになったのかな？」

「お忘れですか？」

　車椅子を押して中庭を歩きつつ、彼の孫であるエドは言う。

「彼らは三人とも、あなたより九十九歳若いのですよ」

「はて……ワシはいくつじゃったか？」

「百二十四歳でしょう」

　とエド。

「それで、母さんが九十四歳で、私が七十二歳……歳月の経たつのは、早いですね」

「なに？　エド。おまえがもう七十二にもなるのか!?」

「はい」

　赤毛の孫は、ようやく皺しわの目立ち始めた貌かおで頷いた。

「ちょうど私が、ブラック・セラフィムの事件に首を突っ込むことになった時の、あなたの歳としと同じですよ」

「なんと……つい昨日のことのように思っておったが……」

　老人は孫を見上げ、その変へん貌ぼうぶりに自分が浦島太郎であったことを知った。

「なるほど。あの垂たれ目の美青年が、言われてみれば初老じゃわい……。マチコは元気か？」

「元気ですよ」

　とエド。

「今でも心は、少女のままです。相変わらず、美人だし……」

「そうか。はて？　何の話をしておったかの……」

「彼らの歳でしょう」

「そうじゃ。イツマと、スレイと、ベルファルドの歳じゃ」

「ですから百二十四マイナス九十九……二十五ですよ」

「そうか。なら、そろそろじゃな」

「そろそろ？」

「本格的な、覚かく醒せいじゃよ」

「覚醒……」

「そうじゃ」

　タイラー翁おうは、青空の向こうの一点を見詰めた。

「ワシが、巡洋艦『阿あ蘇そ』の艦長として頭とう角かくを現あらわしたのは、ちょうど二十五歳……。そして、忘れられぬアザリン陛へい下かと巡めぐり逢おうたのも、二十五歳の時じゃったわい……」




「敵艦隊！　来ます!!」

　通信士の絶ぜつ叫きよう。

「機関出力全開！」

　ベルファルドは叫さけんだ。

「了解！　出力全開!!」

　復唱し、応急配線したコントローラーを操作するウンベルト。

　傷だらけの『アポフィス』が巨体を震わせて咆ほう哮こうし、加速するのがわかる。

「できるだけ、連中を『ベヌ』から引き離すんだ！」

「か、艦長……」

　ウンベルトはベルファルドを見た。

「ま、まさか……このダッシュは、ベヌを救うべく囮おとりになるため……」

「違う」

　と、ベルファルドは静かに言った。

「確かにそれもある。だがそれだけじゃない。ブルーノ！」

「はい艦長！」

「敵はどうなった？」

「無む我が夢む中ちゆうで追って来ます!!」

　照準器と首っ引きになって、汗だくのブルーノ。
















「巡洋艦を先頭に、駆逐艦数隻が一直線に……一直線!?」

「そうだ」

　とベルファルド。

「一発当てればいいと言ったのは、そういう意味さ。どこを狙ねらえばいいか、わかるね？」

「はい！」

　主砲の照準を慎重に合わせつつ、ブルーノ。向こうから来てくれる。

「発射！」

　狙い済ました『アポフィス』の一撃は、先頭の巡洋艦の鼻っ柱を真向から捕とらえた。

　被ひ弾だん、失速した先頭艦に、後続の駆逐艦が数珠じゆず繫つなぎに衝しよう突とつする。

　やがて──、

　いくつかの連続した火か球きゆうが、ひとつの大きな火球となって、それから唐とう突とつに消えた。跡あとには何も残らない。文字通りの消滅だ。

「信じられない……」

　と、自分の戦果なのにブルーノ。

「実戦で初めて撃った一発が、場外満塁逆転サヨナラホームランだなんて……」

　しかも、草野球しかやったことがないのに、メジャーリーグのワールドシリーズで、である。

「艦長……まさか……」

　ウンベルトが、恐るおそる尋ねる。

「こうなることを、すべて見越して……」

「まさか！」

　ベルファルドは笑った。

「ただ、なんとなくそうなるんじゃないかと思って」

「ただ……なんとなく……」

　愕がく然ぜんとなる、クルーたち。

「神かみ業わざだ……」

「ベルファルド艦長！」

　ブルーノが、がばっと土ど下げ座ざした。

「一生、付いて行きます！」

「俺も──!!」

　とウンベルト。

「なんか、もう、訳もわからず感動しちゃいました」

「よしてくれ」

　と、面おも映はゆそうにベルファルド。

「たまたまだよ、たまたま……」

「本当に、あなたは実戦初めてなんですか？」

「僕……自身はね」

　ふっと、偉大なオリジナルを思った。

「ただ、さっきは成り行きから、大きなことを言ってしまった。みんなを安心させるための方便のつもりだったんだが……まさか、ここまでうまくいくとはね」

「士官学校を首席で出ても、ああはうまくいかない……」

　ブルーノはまだ感心している。

「あなたと一いつ緒しよにいれば、僕たちまでなんだか、偉くなれる。そんな気がしてきました」

「まさか……」

「でも、少なくとも退たい屈くつしないことだけは確かです」

「そんなことより、今はエッソの容よう体だいが心配だ」

　ベルファルドは部下の顔を覗のぞき込む。

「なんだか、少し落ち着いたようですね」

　と、ハルミ看護卒。

「助かるかも知れません。いえ、きっと助かりますよね!?」

「助かるとも！」

　ベルファルドは胸を叩いた。

「さあ、みんな、病院を探さがすぞ！　黙って僕について来い！　ブワ～ッといこう!!　ブワ～ッと！」

　イーサン・ベルファルド＝タイラー、二十五歳。覚醒……。










　第五十一章　鎬しのぎを削る




　戦艦がまた一隻、無数の火か箭せんに貫つらぬかれてあえなく四し散さんした。

　先導すべき艦ふねを失って右う往おう左さ往おうする後続もまた、離り脱だつすら叶かなわず次々と閃せん光こうに吞のまれてゆく。もはや攻撃どころではない。

「何な故ぜだ……」

　と、混乱の極にあって、私設艦隊の艦長たちは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「何故こんなに、一方的なんだ」

　と──。

「どうして敵の攻撃ばかりが、こうも当たるのだ!?」

「敵は狙ねらって撃っていません！」

　と、オペレーターが報告する。

「密集陣形なのをよいことに、艦首を外側に向けて、ただフルパワーで発はつ砲ぽうしているだけです」

「なに!?」

　いまやＴＡＣ社の社員扱いとなった艦長たちではあるが、もとは惑星連合宇宙軍から高給で引き抜かれた者たちがほとんどであった。しかし、士官学校で教えてくれる戦法と、今目まの当たりにする敵と奇策との間には、あまりにも大きな隔へだたりがある。常識の逆である。例たとえば照準ひとつとってみても、そうなのだ。

　士官学校で、艦長候補生のエリートたちは、教官たちからこう叩たたき込まれてきた。

「いいか、百発百中の砲ほう一門は、百発一中の砲百門に勝まさるんだ。命中率を制する者だけが、艦隊戦を制する！　闇やみ雲くもに撃つな。よく狙って、ギリギリまで引き付けて撃て！　そうすれば、勝利はおまえたちのものだ!!」

『あれは、噓うそだ……』

　と、艦長たちの多くが、その死の間ま際ぎわに悟さとったのだった。あまりにも高い、実戦の授業料であった。

「あの密度になれば、もう照準の必要はありません。陣の外側にいる艦は、ただエネルギーの続く限り、撃って、撃って、ひたすら撃ちまくればいいのですから──」

　イウラジ艦長は戦せん慄りつした。

「有効射程距離も、命中率もない。届きさえすればいいのです。下へ手たな鉄砲も百万挺ちよう、二百万挺集まれば、流れ弾だけで敵を殲せん滅めつできるのです。恐ろしい……」

　イウラジのようにベテランであればあるほど、その恐ろしさがわかる。

　が、このバルバロイ陣の恐ろしさは、まだ序の口であったのだ。

「離脱だ！　離脱しろ!!」

　恐怖にかられた艦長が叫さけぶ。

「このままでは蜂の巣だ。急速離脱！」

「艦長！」

　女性オペレーターの、絶ぜつ叫きよう。

「後方より、敵の高速艦隊が!!」

「なにっ！」

　振り向いた瞬間が、その艦長の最さい期ごだった。後方から迫りつつあった別動の高速艦隊が、一いつ斉せい砲ほう撃げきを放ったのだ。

「こんな……」

　凍こおり付いた表情が、光こう芒ぼうに吞のまれた。

「ははははは！」

『ドローメII』のブリッジで仁王立ちになり、哄こう笑しようするナ・バァム・ドム。

「見たかバルバロイ陣の地じ獄ごく！　姑こ息そくな手しか使えぬＴＡＣ社の犬どもめ、骨の髄ずいまで思い知れ！」

「強い……」

　と、レーゲルフが呟く。

「ツボに嵌はまった時のバルバロイ陣は、とてつもなく強い」

「ここからだ」

　とバァム。

「ここからが、さらに面おも白しろいのだ。さあイツマ、次はどうする？　貴き様さまがどんな手を打とうとも、深みに嵌はまるばかりだぞ！」

　それまで距離を置いて静観していたかに見えた高速艦隊が、縦じゆう横おうに戦場を駆け巡めぐり始めた。混乱し潰かい走そうする私設艦隊をバルバロイ陣へと追い込み、あるいは巧たくみに背後を突く。その機動は、一いつ糸し乱れぬ。

　私設艦隊の多くが、バルバロイ陣の射程に追い込まれ、為なす術すべもなく蒸発する。

　が、中ちゆう途と半はん端ぱな離脱や反撃を試みた艦はもっと悲ひ惨さんであった。

　回頭しようとする無防備な横腹を高速艦隊とバルバロイ陣の両方から挟きよう撃げきされ、ほとんど一瞬に沈む。自慢のネオン・シーリング・システムＮＳＳも関係ない。ダメージをコントロールする暇もない。もちろん破れた装甲や隔かく壁へきは、それでも確実に作動するＮＳＳによって随ずい時じ塞ふさがれてはいるのだが、それはまるで槍やりで刺された致ち命めい傷しようの上から、律りち義ぎに絆ばん創そう膏こうを貼はる行為にも等しかった。

「後ろ敵！　後ろ敵!!」

「馬ば鹿か者もの、前は砲撃の嵐あらしだ。これ以上逃げ……ぎゃあッ!!」

　という光景が、至いたる処ところで展開している。

「ドアンめ。さすがにやるな」

　バァムは満足げに頷く。

「高速艦隊の指揮を奴に任まかせたのは正解だった。伊だ達てに父上の代から仕つかえているのではない……」

「ドアンの奴、今頃は『これが先代への恩返し』とか、言っているのでしょうなあ……」

　レーゲルフが笑った。

「しかしバァム閣かつ下かは、新旧の人材を用いるのが抜ばつ群ぐんに巧うまい……。さすがは血筋」

「おだてるな。このバルバロイ陣とて、ドム家四代で営々と築き上げた戦術理論の結集だ。ひとり俺だけのものではない。タイラー家に勝ちたいという、ドム家の悲願のな」

「それもどうやら、達成されそうですな」

「ああ……。ここからが正しよう念ねん場ばだな。俺も、イツマにも……」




「高速艦隊で、敵をあのキューブに追い込み、濃密な砲火の餌え食じきにし、あるいは艦隊とキューブの挟はさみ撃ちにする……か」

　イツマは唸うなった。

「なんという効果的かつ、戦せん慄りつ的てきな戦法だ。鮮あざやかなものだ……」

「こんな戦法を繰り出されたら、正直私などの時代は、終わったと言わざるを得ませんな……」

　イウラジ艦長が、汗を拭ぬぐった。

「いや。この戦法そのものは、実に古典的だ。騎き兵へいを使って敵を、重装歩兵のファランクスに追い込むという戦法は、八千年も前からあった」

「何かで読んだことがあります」

　アキヅキが言った。

「確か……金かな床とこ戦法とか言うのでしたな」

「ああ。金床に乗せられ、ハンマーで叩かれるようなものだからな」

　沈痛な表情で頷くイツマ。

「やられる身になれば、たまらんよ……。部下を死なせるというのは、こういうことか……」

「確かに、無む為いに死なせる訳にはいきませんね」

「何が言いたい、アキヅキ」

「いや。彼らに少しでも、死に甲が斐いのある役をやらせてやれないものかと……」

「つまり、味方の屍しかばねを乗り越えていけと、そういうことか」

「はい」

「それしかないか……艦長！」

「はっ!!」

「全艦隊に伝達！」

　イツマは糾きゆう弾だんされる覚悟を決めた。多くの部下を死なせた責任者として、責任を被かぶる覚悟を──。

　逃げるつもりは、なかった。

「巡じゆん洋よう艦かんや戦艦は、少しでも装甲の厚い戦艦の陰に隠れるように言え」

「まさか……」

「そうだ」

　イツマは笑った。悲ひ壮そうな笑いであった。

「味方を盾たてにしろ！　戦艦が沈められる間に、少しでもあのキューブの本体に肉薄し、攻撃を加えろ。戦艦はそのまま、敵に体当たりさせてもいい。とにかくあの陣を、少しでも崩くずせ。もちろん衝しよう突とつする前に、乗組員は脱出させるように」

「脱出させても、あの砲火の中では、所しよ詮せん……」

「それでも逃げないよりはマシだ」

　こんな決断しか下せない、自分が厭いとわしい。

「社員の遺族たちには、後で僕が一軒一軒、回るから……」

「会長……」

「笑え、アキヅキ」

　イツマは唸うなった。

「僕は……この程度だ」

「いえ……。誰が笑えますか」

「そう……伝達します」

　イウラジ艦長が敬礼した。

「全艦隊に伝達!!」




「やはりそうきたか……」

　私設艦隊の対応を見て、北ほく叟そ笑えむバァム。

「この状況では、それが最善の策だろうからな」

「私が敵の指揮官でも、そうします」

　とレーゲルフ。

「しかし、ここからが恐ろしいのだ。バルバロイ陣の、二段構えの恐怖……とくと思い知れ！」

「イツマに同情したくなってきました」

「何を言うかレーゲルフ！」

　バァムは叱しつ咤たした。

「武ぶ人じんにもあるまじき台詞せりふだぞ」

「しかし、あれだけ部下を死なせては、彼はただでは済すみますまい」

「それも武人の宿命だ。上に立つ者は命令ひとつで部下を死地に追いやる。当然ではないか……」

「ここ数十年、銀河は平和過ぎたようです」

　レーゲルフは言った。

「私がイツマに同情すると言ったのは、平和ボケした戦死者の遺族から集中攻撃を受けるだろうということです。あるいは死んだ方が楽かも……」

「何な故ぜか貴き様さまが言うと、リアリティーがあるな」

　バァムが微笑ほほえんだ。

「ええ」

　頷うなずくレーゲルフ。

「私には、父の戦死報告をする為ために訪れたあなたの父上に、凄すさまじい剣けん幕まくで喰くってかかったあの時の母親の表情が、忘れられないのです……。遺のこされた者の怨おん念ねんとは、そういうものです。あるいは死んだ本人の無念よりも、よほど重要な問題かも知れません」

「死んだ者は、もう文句を言わないからな」

「不思議なのは、遺族の怨念というのは何故か殺した敵よりも、死なせた上官に向かうものだということですな……」

「それも当然だろう」

　バァムは言った。

「同じ負けた側なのに、そいつは生きているんだからなあ……」




「ようし、射程に入った！」

　戦艦の陰に入って、どうにかバルバロイ陣に肉薄した駆く逐ちく艦かんも、数える程ほどではあるが皆かい無むではなかった。

「『カー』が……」

　オペレーターが息を吞む。盾になってくれた戦艦が、ついに沈む。

「ありがとう……」

　火を噴ふく戦艦に向けて敬礼しつつ、艦長の表情が引き締まった。

「さすがにこの距離にまで肉薄すれば、砲撃はないな……」

「ええ」

　涙声で頷くオペレーター。

「ここで撃てば、味方艦隊に当たります」

「それが狙ねらいだ。恨うらみは倍にして返す！　光こう子し魚ぎよ雷らい──!!」

「側方！　敵の艦かん載さい機き！」

「な──!!」

　攻撃機によって光子魚雷を叩き込まれたのは、駆逐艦の方だった。

　バルバロイ陣の中心部の核には、装甲の壁に護まもられた空母群がいる。その空母群が、一いつ斉せいに艦載機を発進させたのだ。攻撃機を中心とした夥おびただしい数の艦載機群は、キューブの外側にいる艦と艦との間──密だが、それでも熟練パイロットが潜くぐり抜けるには充分な間隔──を擦すり抜けて、砲撃が撃ち漏もらした駆逐艦や傷付いた戦艦に襲いかかり、次々ととどめを刺してゆく。

　さながら、ワニがいなくなって助かったと思った漂流者に、群むれをなして襲いかかるピラニアのように──。

　たちまち、残敵も一いつ掃そうされた。

「よし、攻撃機隊を撤てつ収しゆうさせろ！」

　バァムの命令一下、短時間で思う存分に暴れた攻撃機群は、出た時と同じくバルバロイ陣の間を擦り抜けて、空母へと帰き投とうする。その数はほとんど、いやまったく減っていない。

　まさに一方的な殺さつ戮りくであったことを、その数が証明している。

「砲撃再開！」

　再び、バルバロイ陣が火線を開く。砲撃が止やんだと見て、迂う闊かつに引き返してきた戦艦が、まんまと引っ掛かった。

　あとは、ひたすら同じことの繰り返しである。

「なんという……」

　イツマは戦せん慄りつした。

「なんという、恐るべきルーティンだ。完かん璧ぺきな死のサイクルだ。僕は……正直敵でなかったら、バァムに抱ほう擁ようしたい！」

「味方に欲しかったですな」

　とアキヅキ。

「短期間に、帝国があれほど大きくなった訳です。スレイも心強いことでしょう」

「スレイを逃がしたのは、僕の一生の禍か恨こんだ。だからあの時、一いつ緒しよに撃てと言ったのに！」

「何を言うのです!!」

　アキヅキが窘たしなめた。

「あなたには、あなたにだけは、生きていてもらわなくては困ります。あの場合、あれしかなかったのです……」

「そう。そうかも知れない……」

　とイツマ。

「その時は、それしかなかった。あの局面では、ああする他なかった……。結局、『それしかなかった』の積み重ねが、世の中を悪くしているのかも知れないな」

「だからこそ、大局を見通せる者が必要なのです」

　アキヅキは言った。

「大局が見えているのは会長、あなただけです。我々は、従います……」

「退たい却きやく！」

　イツマは決断した。

「これ以上犠牲を増ふやす訳にはいかない。全面的に退却する!!　被害を最小限に喰い止めるべく、残存艦隊は、相互に援えん護ごせよ！」

　あるいは、この日の戦闘で、最も勇気のある者は、イツマだったかも知れない……。




「あいつが味方で、よかったな……」

　少し離れた宙ちゆう域いきで一部始終を見ていたスレイが呟つぶやく。

「バルバロイの陣形か……。俺にはちょっと、思い付かんぜ」

「あれほど効率的に人を殺すシステムは、ちょっと他にないでしょうな」

　ブルミンが頷いた。

「あれに較くらべりゃ、潜せん宙ちゆう艦かんによる攻撃など、実に優雅なもんです」

「いずれにせよ、バァムの野郎はおっかねえ……」

　スリチャイを見る。

「なあ、おまえもそう思うだろ」

「ええ……」

　頷くスリチャイ。

「恐ろしいことを考えていたんですが、今現在、銀河で最強なのはあなたでも、イツマでもなくて、バァム提てい督とくなのではないですか？」

「そうとは限らん……」

　と、慎重にスレイ。

「そんなことは、実際に闘たたかってみるまでは──。しかし、できれば敵に回したくはないことだけは確かだ」

「私にはどうしても、あのバルバロイ陣を破る方法が、思い付きませんでした」

　スリチャイは軍務大臣らしく、言った。謙けん遜そんではあるまい。

「そうか？」

　と、意外そうにスレイ。

「俺は、ひとつだけ奇策を思い付いたんだが──」

「聞かせてくださいよ」

　とスリチャイ。

「俺も、聞きたいですな」

　ブルミンも、興味津しん々しんだ。

「軍人として、参考にしたいんです」

「いや、言わないことにする」

　とスレイ。

「おそらくバァムも、気付いていない致命的弱点が、あの陣にはひとつだけある。しかも、囲ったことにそれをやられたら対たい処しよの仕し様ようがねえんだ。それを俺がしゃべっちまったら、絶対皆みなの知るところとなり、ひいては敵に知られちまう。帝国の重じゆう鎮ちんとして、それだけは避けねばならない」

　スレイにも、執政官コンスルとしての自覚はあるのである。

「そんなこと、言わずに……」

「誰にも言いませんから──」

「いや、俺はそういうのは信じねえ。人の口に戸は立てられねえことは、エグゾゼカンパニーの時代に嫌いやという程ほど味あじわってる。これは国家機密だ」

「じゃあせめて、ヒントをくださいよ」

「ヒントか……」

　スレイはブルミンを見た。

「おまえにも、出来る」

　と、スレイは言った。

「その気になりゃブルミン、おまえなら『ピライバー』一隻で、あの陣は破れる」

「まさか……」

「いいや。言われてみればまったく、コロンブスの卵だろうよ……。だが、これ以上のヒントはやれねえな。後は自分で考えるんだな」

「そんな……」

　ブルミンは懇こん願がんした。

「勿もつ体たいぶらないで、教えてくださいよ。できれば、ベッドで寝物語に……」

「そいつはもっと御ご免めんだ！」

『スレイ！』

　話がヤバい方向に行きかけた時、ちょうどうまい具合に『マツブッシー』から連絡が入った。

『戦闘も終わったことだし、バァム艦隊と合ごう流りゆうしたいんだけど？』

　ベルグマン艦長だった。

「ちょっと待て！」

　実を言えば一刻も早いところこの艦ふねを降りたかったのではあるが、そこは逸はやる心をぐっと抑えて、スレイは言った。

「現時点でバァムと合流するのはまずいぜ。このままの方が、安全だ」

『なんで？』

　妖よう艶えんに美しいドロシーことベルグマン艦長が、モニターの中で困こん惑わくしたように首を傾かしげる。

「なんでとは、言えねえ」

　と、スレイ。

「理由は……ねえ。ただ、なんとなくそんな予感がするんだ」

「おいおい」

　ブルミンが呆あきれた。

「まさか、あの無敵のバァム艦隊が、ヤバいとか言うんじゃねえだろうな」

「俺にも確証はねえんだ」

　スレイは言った。

「ただ……ちょっと胸むな騒さわぎがするんだ。俺の胸騒ぎは、これでよく当たるんだぜ」

『それにしちゃ、あっさり人ひと質じちになったりしたじゃない』

　ベルグマンが茶ちや化かす。

「それとこれは別!!」

　叫さけぶスレイ。

「とにかく、まだしもこの艦にいた方が、その……『貞てい操そう』の危険はともかくとして、安全なように思えてならねえ」

「俺としちゃ、異論はねえぜ」

　にやにやしながら、ブルミン。

「『ピライバー』にも『マツブッシー』にも、独力でセラテンまで航行する能力はあるしな。何よりスレイが、この艦でいいと言ってくれるのは、嬉うれしいぜ」

『乗組員には、多た々た問題がありそうだけどね……』

「人のこと言えるか!?」

　モニターの中の、ベルグマンを睨にらむブルミン。

「ま、とにかくこの『ピライバー』にいる間は、安全ってこった。執政官コンスル殿は、俺っちが責任を持って、セランテまで送り届けてみせるぜ」

　胸を叩たたいた。

「それが……ちょっと言いにくいんだが──」

　と、心苦しそうにスレイは言った。

「俺は、『マツブッシー』に移りたいんだが……」

「なんと──!?」

『聞いた、アントン？』

　ベルグマンはさもおかしそうに、ケラケラと笑った。

『どうやら勝負あったわね』

「そ、そういうんじゃなくて……」

　スレイにしては珍めずらしく、懸命にその場を取り繕つくろう。

「ただ、公平を期そうかな思って……。ほら、両方の艦に乗ってみないと、不公平だろ」

「それはねえだろ。言っとくが、『マツブッシー』に移っても、いいことは何もねえぜ。なにせ、全員ニューハーフ、ストレートな者にとっちゃ、いたたまれない針の筵むしろだぜ。まだしも『ピライバー』にいた方が、ずっといい！　快適だ」

　力説するブルミン。

「いや、それに……向こうの艦に残してきたユーリアのことも、気になるから……」

　なんとか正当な口実を見付けようと、焦あせるスレイである。

「とにかく、俺は向こうに移るから。置き土産みやげに、スリチャイは残していくからよ」

「それはないでしょう！」

　スリチャイはほとんど卒そつ倒とうした。

「後ご生しようですから連れてってください！　もうここは、極端なマッチョばかりで怖こわくて怖くて……」

　彼らに交まじればスレイでさえ中肉中背、スリチャイは華きや奢しやもいいところなのである。当然、彼らのスリチャイを見る視線が違う。

「ここに一人で残されるくらいなら、まだしもイツマのところに人質でいた方がマシです！　お願いですから……」

「あ、ああ……」

　頷くスレイ。

「わかった」

「つれないなあ……」

　と、ぼやくブルミン。

「優しくしてやろうと思っていたんだが……。ちゃんとした手順を踏みさえすれば、ちっとも怖くはないのに──」

「だから、それが怖い……」

「ところで──」

　スレイは必死で、話題を変えた。

「ユーリアは、元気か？」

『元気よ』

　微笑むベルグマン。

『こっちへ来て、一目見ればわかるわ。スレイ』

「ん？」

『これは百ひやく万まん言げんを尽くすより、自分の目で直接確かめた方が早いわね。ユーリアを一目見たら、あなたもきっとびっくりするわよ』

「どういう意味だ？」

『内ない緒しよ……。キ・テ』

　妙みようになまめかしく、ドロシーは投げキッスをよこした。それはそれで一いつ抹まつの不安はあったが、少なくともマッチョなゲイに囲まれて怯おびえるよりはマシであろう。たとえブルミンが耳元で押し殺したように、

「罠わなだぞ～」

　と、囁ささやき続けていたとしても──。

「わかった」

　スレイは覚悟を決めた。

「鬼が出ようが蛇じやが出ようが、構わねえ。あんたの自慢のお花畑へ、お邪じや魔まするぜ」




「撤てつ収しゆう完了……」

　イウラジ艦長が、帽子を取って汗を拭ぬぐった。

「残存兵力は？」

　とイツマ。

「五七％です」

「それでも四三％の損失で済んだか……」

　多いと見るか、少ないと見るか、だが、とても安あん堵どする気にはなれない。

「とにかく、完敗だ」

「慰なぐさめになるかどうかわかりませんか──」

　コーヒーを差出しながら、イウラジは言った。

「初うい陣じんで負けた提てい督とくの方が、大おお物ものになる可能性は高いです。人間は勝ち戦いくさより負け戦で、より多くのことを学びますから……」

「ありがとう……」

「しかし実際、あの状況で四三％の犠牲で済んだということは、上出来だと思います。印象としてはもっとやられているように思いました。会長の対応が早かったのが大きい。並の提督なら、あれで取り乱して全滅していたとしても不思議はないところです」

「それだけ、圧倒的だったということさ」

　コーヒーを一口綴すするイツマ。

「苦い……」

「ＮＳＳの効果も大きかったと思います」

　とアキヅキ。

「厳正にデータを取ってみなければはっきりしたことは言えませんが、ドミナント主任はよくやったと思います。フリッカーミサイルといいＮＳＳといい、彼の二大発明がなければ我々も、ここでこうして反省会を開けたかどうかすら疑わしい……」

「わかっている」

　とイツマ。

「負け戦だったが、今回の最大の功労者は、君だ。ありがとう、ドミン」

　コーヒーカップを掲かかげて、彼に微笑ほほえんだ。

「そんな……」

　ドミンにしてみれば功労者に祭り上げられたことよりも、ドミナント主任ではなくドミンと愛称で呼んでくれたことの方が、よほど嬉うれしかった。

「しかし、最新装備で臨のぞんで負けたというのが、余計に苦にが々にがしいな。悔くやしい！」

「それでよいのです」

　とイウラジ。

「これで悔しいと思うようでなければ……。正直、会長が打ちのめされていなくて、ほっとしました。次は勝ちましょう」

「そのつもりだ」

　イツマはアキヅキを見た。

「アキヅキ」

「はい」

「今後、万が一にも僕が増長するようなことがあったら、そっと耳元で囁いて欲しいんだ。

『初うい陣じんの屈くつ辱じよくを忘れるな』とね」

「わかりました」

　アキヅキはこの日以来、いよいよその上司を尊敬するようになった。




「化粧を覚えたては、誰でもそんなもんだ」

　ユーリアの細い顎あごを親指と人差し指でそっと支えながら、スレイの目が笑った。

「抵抗のある奴ほど、一いつ旦たん溺おぼれた時は深いって言うぜ。ま、遅れて罹かかった麻疹はしかみたいなもんかな……」

「まんざらでもなさそうよ」

　と、ベルグマン艦長に借りた衣裳でドレスアップし、紅べにを引いた貌かおでユーリア・ヒープは言った。

「世の中にある面おも白しろいものは、周期表を捏こね回すことだけじゃなかったのね……」

「よく言うよ。俺はまたてっきり、眼鏡めがねを外はずしたら美人でしたって、百億万年前の黄金パターンを見せられるのかと期待しちまったぜ」

「で、どうなの？」

　フリルを盛大に開いてひと回りしながら、ユーリア。

「正直、どうってことねえや……。カンパニーにいた頃から、着飾った女はさんざん見てきたからな。おまえは並以下だ。もっとも、お頭つむの方はあいつらと、較べるのも不公平だろうけどな……。ま、悪くはねえってことか」

「よかった……。いきなり笑い出されたらどうしようって、思ってたんだ。ドロシーに感謝しないと……」

「奴にしてみれば、ほんの座ざ興きようの気き紛まぐれってやつだ。あるいは憐あわれみかな」

「憐れみ？」

「そうじゃねえか」

　スレイは苦笑して、

「下地がおまえなら、どんなに塗り立て飾り立てたところで、脅おびやかされる心配はねえ。これが本当の美人だったら、こうはいかねえぞ」

　と笑い飛ばした。

「失礼ね」

　ユーリアはむくれたが、怒ってはいなかった。

「ま、いいか。これから少しずつ、磨みがいていく楽しみもあるんだし……」

「おいおい」

　すっかりその気になってしまったユーリアを、スレイは躊躇ためらいがちに見た。

『女ってのは、こんなに簡単に変わっちまうものなのか？』

　呆あつ気けなさすら覚える。

「自分でも知らなかったあたしを教えてくれて、ドロシーには感謝してるよ」

「そういうもんか……」

「ええ。あたしはまだ二十三だし、これからまだまだ、どんどんいい女になるからね」

「期待してるぜ」

　ふと、スレイは思った。

『ドロシーが本気で、イツマをメイクしたら、きっとこの比ひじゃねえんだろうな……』

「ちょっと、何考えてるのよ！」

「あ、ああ……。素す敵てきだぜ、ユーリア」

　スレイは慌あわてて、そのよからぬ想像を頭から追い払った。




「もう大だい丈じよう夫ぶじゃよ」

　手術用手袋を外はずしながら、医師は言った。

「本人もよく頑がん張ばったと思いますが、応急処置もよかった」

「いえ……そんな」

　ハルミ看護卒は目を伏せた。

「みんな、頑張りましたからね」

　微笑ほほえむベルファルド。

「エッソを助けたい一心だったんです。もしかしたら、僕らがエッソを助けたんじゃなくて、彼を助けるために力を合わせたから皆みなが生き延びられたのかも……。どっちがどっちの恩人なのか、わかりませんね」

「ワシも時々、そう思う」

　マスクを外し、初老の医師は言った。髭ひげ面づらに、眼鏡の魁かい偉いな容よう貌ぼう──。怪異かも知れない……。

「長年医者をやっておるとじゃな、こう何と言うのか、患者の命を救うことによってこっちが向こうを助けているのか、こっちが癒いやされているのか、わからなくなる時があるのじゃよ」

「含がん蓄ちくのあるお言葉ですねえ……」

「とにかく、この病院船『安あ宅たか』に来たからには安心しなさい。ワシという最高の医者もおる。フェッフェッフェ……」

「はい。軍医どの」

「そいつはやめてもらおうかの、軍医だったのは三年前まで。今はＴＡＣ社の、しがない嘱しよく託たく医いじゃよ」

　そう言って医師は、医療棚から『青酸カリ』とラベルの貼はられた瓶びんを取り出し、ぐびぐびと喇らつ叭ぱ飲みした。

「あ──!?」

「心配するな」

　ニヤリと笑う、黒眼鏡。

「これはスコッチじゃよ。ほれ、こっちの『砒ひ素そ』の中身はジン、『有ゆう機き燐りん』と書かれた中身はラムじゃ。そして──」

『危険！　被験用マスタードガス』というレッテルの貼られた樽たるを持ち上げて、医師は白い歯を見せた。

「これは、灘なだの生き一本！」

「お、お酒を嗜たしなまれるのですか……」

「うん。ＴＡＣ社の規律は、意外に厳しくてのう……。こうでもせんと。おっと、もう次のオペが入っとるわい!!」

　呼出しランプを確認して、席を立つ。

「の、吞んで手術して、大丈夫ですか？」

「心配するな。酔った方が確かじゃ。それに、酒は百薬の長という実例もある！　早死にしたワシの親父おやじは下げ戸こじゃったが、百六歳で大だい往おう生じようしたという祖じ父いさんは、大酒吞みでな……。どうも酒好きは隔かく世せい遺伝するらしいぞ」

「はあ……」

「代々医者じゃよ。祖父さんは、軍医総監までいったかな？」

「え──!?」

「若いの、気に入ったよ。ここで待っていなさい。後で、とっておきをばお裾すそ分けしよう。なんだかおまえさんとは、妙みように気が合いそうじゃわい……」

「あの、先生……」

　ベルファルドは尋ねた。

「お名前は？」

「ワシか？」

　怪あやしげな医者は振り向くと、ニカッと嗤わらった。

「セイジュウローじゃ。ドクター・セイジューロー・キタグチ！」










　第五十二章　そそのかす




「生存者は、可能な限り救助してやれ」

　と、ナ・バァム・ドムは命じた。別に勝者の余裕からではない。敵に情なさけをかけるというのとも、ちょっと違う。彼はそれもまた、武ぶ人じんにとって当然為なすべき事のひとつ、と解かい釈しやくしていた。

「奴らの中にも、我が帝国に帰き順じゆんしたいという者がいるかも知れんからな……」

　実際、これまでに制圧した惑星の住民の中にも、バグジー＝スレイ帝国に喜んで荷か担たんしたいという者も少なくはなかった。辛しん酸さんを舐なめた幼帝バグジーへの同情と好意、あるいは純粋な忠誠心、いかにも豪ごう傑けつ然とした好こう漢かんスレイへの期待、さらには新帝国の勢いに乗ってひと旗揚あげようという者まで、各人動機は千せん差さ万ばん別べつであったが、彼らの参加なしには、新帝国の戦力はあの短期間にここまで膨ふくれ上がりはしなかったであろう。

　むろん、その裏には長い平へい穏おんへの退たい屈くつ感と、安定した体制ながら慢性的な不況などに対する閉へい塞そく感が、隠れた要因としてあったことも否いなめないが──。

　新帝国は、何か歴史の大きなうねりに積極的に荷担したいという彼らに対し、概おおむね絶大なる好意をもって迎えられたのである。

「艦長クラス以上の捕ほ虜りよは、後で面通りするから、そのつもりで準備させておくように……」

　とも、バァムは伝えた。まだまだ人手の足りない今の帝国では、たとえ敵であっても艦長としての経験を持ち、技能を持った人材は貴重なのだ。

「その為ためにも、人ひと質じちは丁てい重ちように扱え。一いつ旦たん戦闘を離れれば、決して反感を持たれるような態度で接してはならぬ！」

　その点バァムは徹てつ底ていさせた。代々職業軍人の家柄である彼は、熟知していた。戦場で恐ろしいまでの強さを発はつ揮きする敵が、一転捕虜に対して寛かん大だいで紳士的であれば、寝返る敵もそれだけ多いということを──。血筋に染しみ付いた経験と言ってよい。

『バァム様……』

　生存者救助に当たっていたラ・ケル・ドアンから、意外な報告がもたらされたのは、そんな時である。

「ドアンか。高速艦隊の指揮官として、先さき程ほどの働きは見事であった」

　古こ参さんの彼には、それで足りる。

『恐れ入ります……』

　モニターの中、ドアン提てい督とくは深々と頭を下げた。

『ところで……一人面おも白しろい男を拾い上げました』

「捕虜か？」

『厳密には捕虜とは呼べますまい。なにしろ、私設艦隊から追われていたらしい漢おとこなのですから──』

「なに？」

『カプセルに乗って、戦闘宙ちゆう域いきを漂流しておりました。食糧も水もないカプセルです。あと数時間発見が遅れていたら、おそらく窒ちつ息そく死ししていたでしょう。恐るべき強運と、なにより強きよう靭じんな意志と肉体の持主かと……』

「ほう、面白いな」

　バァムは興味をそそられた。

「で、そいつは何な故ぜ、追われていた？」

『それが──』

　と、ドアンは不意に声のトーンを落として、

『スレイ閣かつ下かを逃がしたのは、彼だそうですよ……』

　と言った。

「なに!?」

『話を聞けば聞く程、噓うそとは思えませんな』

「ふむう……」

　バァムはしばし熟じゆく慮りよし、

「会おう」

　とだけ、言った。




「ナ・バァム・ドムさんか」

　と、アンリ・ナンジェッセーは挨あい拶さつした。

「貴き様さまがアンリか」

「ああ……」

　頷うなずく。

「イーサン・ベルファルドの、ダークサイド担当の部下で、ついでにここだけの話だが、スレイの兄弟だ。同じ精子から造られた人工授精児の、最後の生き残りよ」

　包み隠さず、そう言った。

「いいのか？　そこまで話して……」

「いずれはわかることだ」

　とアンリ。

「それに、あんたに対して隠し立てしても仕方がねえ」

「ふむ……。言われてみればスレイに似ているな」

「そう言われるのが、いちばん傷付く……」

「それは悪かった」

「気にしない。今の俺は、以前よりは大人だ」

「スレイを助けてくれたそうだな」

「ああ。心ならずもな」

　苦笑いするアンリ。大人になったとはそのことを指さして言っているのだろう。

「総すべては、ベルファルドを思えばこそだ」

「イーサン・ベルファルドとは、それほどの漢おとこなのか？」

　バァムは、素直に疑問に思った。

「スレイも口を開けば、ベルファルド、ベルファルドだ。我われ々われの当面の敵は、イツマなのに、ベルファルドの方をより高く評価しているようだった……。おまえもそう言う。ベルファルドとは、どんな漢だ？」

「直接逢あえばわかる」

　と、アンリは言った。

「実際、逢ってみるしかねえ。口ではうまく、説明できん……」

「わからぬなあ……」

「実はこの俺も、まだよくわかっていないのだ」

　偽いつわりでなく、アンリはそう思う。

「雲を摑つかむような漢でなあ……。どこといって、立りつ派ぱだったり優すぐれていたりする訳わけではないのだ。ただ、これだけは言える」

「なんだ？」

「ベルファルドは銀河で最も、あのジャスティ・ウエキ・タイラーに近い漢だ」

「ほう……」

「いい加減なことをぬかすな！」

　痺しびれを切らしたかのように、レーゲルフが叫さけんだ。

「閣下はお忙いそがしいのだ。その貴重な時間を、貴様などの戯たわ言ごとに──」

「まあ待て」

　バァムは笑って制した。

「レーゲルフ、俺はもう少し、こやつの話を聞きたい。つまらなかったら、下がっていろ」

「私も一いつ緒しよにおります」

　憮ぶ然ぜんとして、レーゲルフは言った。アンリを睨にらむ。

「こいつは見るからに手て癖くせが悪そうです。閣下に万が一のことがあってはいけませんから、私が側そばにおります」

　そう言って、腰の剣に手をやる。

「いざとなれば──」

「わかった」

　鷹おう揚ように嗤わらう、バァム。

「好きにしろ……」

「いい部下だな」

　とアンリ。

「貴様も、ベルファルドにとってはよい部下のようだな」

「ありがとよ。素直に嬉うれしいぜ……。さすがに名将は、ひと味違う。先程の闘たたかいぶりといい、スレイの下に置いとくのは勿もつ体たいねえぜ」

「俺は断じて、スレイの下などではない!!」

　アンリでさえ驚く程ほどの声で、バァムは反はん駁ばくした。

「あくまでも同列なのだ！　忘れないで貰もらおう!!」

「わかったわかった……」

　そのあまりな激げき昂こうぶりに辟へき易えきしながらも、

『こいつは、いい……』

　と、アンリは思った。

『こいつとスレイとを、仲なか違たがいさせることができれば──』

　陰いん謀ぼう家かの血が、ひさびさに疼うずき始めた。




「いい吞のみっぷりじゃよ！」

　と、ドクター・セイジューロー・キタグチは感心したように叫ぶ。

「ほら吞め、もっと吞め!!」

「しかし、ドクターは……」

　と、注がれた杯を一気に干しながら、ベルファルドは言った。

「実にいい腕をしていらっしゃるのに、大病院の院長にもならず、こんな処ところで燻くすぶっていらしゃる。勿体ないなあ……」

「アル中患者を院長にしてくれる病院など、ありゃせんよ」

　苦にが笑わらいするドクター。

「それに、ワシは堅かた苦くるしいのは、好かん。その辺も、じいさんに似たのかな？」

「しかし、ドクターがあの、キタグチ軍医総監のお孫さんでいらしたとは……。いやいや、こんな病院船で埋もれさせておくには惜おしい人材です」

　医務室に敷いた畳の上で差し向かい。酒が入ったせいか、いつになく饒じよう舌ぜつなベルファルドである。

「この邂かい逅こうに乾杯！」

「ワシも、このままではいかんと思うておるのじゃよ」

　と、三代目キタグチは言った。性格、風ふう貌ぼうともに初代のクローンと言っても通用するだろう。

「キミ、何ど処こかいい就職口、知らんかね？」

「我が社の専属医というのは、どうでしょう？」

　ベルファルドは言った。

「もっとも、大した報ほう酬しゆうは出ませんけどね」

「おまえさんの会社なら、ここよりは居い心ごこ地ちがいいかも知れんのう……」

　ちびちびやりながら、キタグチ。

「ＴＡＣ社は、少々規律が厳し過ぎる。とてもあのタイラー大統領の子孫の会社とは思えんわい」

「組織が大きくなれば、仕方のないことです」

「イツマ会長も、もう少しタイラー老の破は天てん荒こうな血が遺伝してもよかったのにな……。もしそうなら、あれほど派は手でに負けはしなかったろうに──」

「彼は彼で、立りつ派ぱですよ。よくやったと思います……」

　ベルファルドは友人を弁護した。

「でも、その点ドクターは、伝説のキタグチ医師そのままですね」

「よく言われる。しかし、死んだ親おや父じは、ワシやじいさんとは、似ても似つかぬ堅かた物ぶつだったんじゃよ。ワシがこうして偏へん屈くつなグータラ医になったのも、親父に対する反発があったのかも知れんよなあ……」

「そうですか」

「もっとも、ワシの方でも、そんな親父を軽けい蔑べつしておった。結局死ぬまで和解できなかったわい……。親父は、とある組織で、クローニングに関する研究に荷か担たんしておってなあ……」

「クローニング……」

　ベルファルドの眉まゆが、ピクンと動いた。

「うん。知っとるか、クローニング。人間のコピーを造る、あのクローン技術のことじゃ」

「知っています……」

　杯さかずきに映った自分の貌かおを見ながら、ベルファルド。

「ようく、知っています」

「あんな悪魔の研究などに手を染めたりするから早死にしたんじゃと、お袋はいつも言っておる。そのお袋は、今年九十七でピンピンしておるがね。ん？　どうした、顔色が悪いぞ、若社長」

「……なんでもありません。話を続けてください」

「おう……。とにかくクローニングはいかんよ、クローニングは。あんな研究はすべきではない」

「で──」

　ベルファルドは、尋ねた。

「御お父ちち上うえは、実際にクローン人間を完成させられたのですか？」

「完成……させたそうだ」

　重い口調で、キタグチ。

「とある超有名人物の複製を一体だけ造って、あとは全部破は棄きしたそうじゃ」

「その……」

　と、ベルファルドは尋ねた。

「そのクローンは、今どこで、どうしていると思いますか？」

「知らんよ」

　手て酌じやくで注ぎながら、キタグチ三世は言った。

「知るものか。しかし、生きておればそのクローンは、二十代の半なかばといったところかな……」

　キタグチはベルファルドを見た。

「そうそう。ちょうどおまえさんくらいじゃよ、ベルファルド」

「一体だけ……ですか」

「ああ。親父は死ぬ間ま際ぎわ、そっとワシに漏もらしよった。一体だけ、一体だけで、後は全部破棄したとな」

「……よかった」

「何か言ったか？」

「いえ……」

「しかしな──」

　キタグチは不意に、真顔になる。

「実はもう一体、密ひそかに造っておったのではないかと、ワシは疑っておる」

「え──!?」

　ベルファルドの表情が、凍こおり付いた。

「誰です、それ!?」

「知りたいか？」

　間ま合あいを詰める、キタグチ。

「え、ええ……」

　内心の動揺を殺し、頷うなずくベルファルド。

「知りたいです」

「ならば、おまえさんにだけ、教えて進ぜよう」

　そう言ってセイジューロー・キタグチは自分を指差すなり、

「この、ワシじゃよ」

　ニカッと白い歯を見せたのであった。




「いいことを、教えてやろう」

　と、アンリは言った。

「ここからちょっと行った先に、スロボという惑星がある」

「ああ、知っている」

　バァムは大おお仰ぎように頷いた。

「何の戦略的価値もない、荒こう涼りようとした惑星だ。それがどうした？」

「甘いな。その第二衛星のプロテックスは、ＴＡＣ社私設宇宙軍の、中継基地だ」

「なに!?　噓うそではあるまいな」

「俺は、これでも元新聞記者だぜ」

　アンリは言った。

「組織で叩たたき込まれた特殊技能もある。これくらいの情報を摑つかむのは、屁へでもないさ」

「貴き様さま、何を企たくらんでいる？」

　レーゲルフがアンリを睨にらんだ。

「味方を売るのか!?」

「味方も敵もない」

　涼しい表か情おで、アンリ。

「特にＴＡＣ社には、何の恩おん義ぎもないし、現にスレイを逃がしたことで、追われていたんだからな。そこへいくと、おまえさん方は明らかに『味方』だ。なにせ、漂流していたところを助けられたんだからな。どっちにより恩義を感じているかは、言うまでもねえだろう？　な」

「何か引っ掛かるな、こいつ……」

　レーゲルフは用心深い。

「閣下、この様ような者の言うこと、あまり真まに受けられませぬよう──」

「それはあんたじゃなくて、あんたの大将が決めることだぜ」

「くっ!!」

「そんなに疑うなら、調べてみればいい。プロテックスの中継基地を失ったら、正直ＴＡＣ社の私設艦隊は、再建不能だぜ」

「ふむ……」

　バァムは頷いた。

「スクリーンに、宙ちゆう域いき図を──」

　モニタースクリーンに、プロテックス及びスロボを中心とした付近の宙域図が映し出される。

「なるほど……。この辺あたりに中継基地があるとすれば、すべて合が点てんがいく。ここを叩けば、イツマは当分の間、再起不能だな」

「それだけじゃない」

　と、アンリ。

「プロテックスには、社宅もあるんだ」

「社宅？」

「ああ。ＴＡＣ社私設宇宙軍の、出しゆつ向こう社員の為ための自宅だ。ここに家族を残している社員も多い。実は会長であるイツマ自身、弟をここに住まわせている」

「何な故ぜだ!?　前線も近いのに……」

「そこが、イツマの人ひと柄がらだよ」

「人柄？」

　レーゲルフが首を傾かしげる。

「ああ。イツマが弟のシズマを愛すること、ひととおりではない。障害を持つが天才芸術家でもあるシズマのことは、マスコミを通じてつとに有名だ。兄弟の仲のよさもな。その弟を、敢あえてここに住まわせている。それは、前線に出ている社員の家族を安心させ、士気を高める為なのだ」

「なるほど……。会長でさえ家族を置いているということで、社員も、その家族も、安心するだろうからな」

「それが、イツマという『漢おとこ』の人徳なのだ」

　俺もとことん悪人だなと思いながら、アンリは言った。その善意を、利用しようとしているのだから──。

「だからこそ、ここを攻めればイツマは動揺するぞ。社員もな。家族にもしものことがあればイツマの人望が、地に墜おちること必ひつ定じようだ。これだけ敵にダメージを与えられる手を、打たんということはよもやあるまい？　え、名将のバァム提督」

「何故だ!?」

　レーゲルフでさえ、寒さむ気けがした。

「何故ここまで敵に利する!?　鬼か、貴様？」

「ああ、鬼だよ……」

　と、アンリは顔色ひとつ変えずに言った。

「自分でも、忘れていたけどな──」

　俺はベルファルドの為なら、何でもするのだとアンリは思った。たとえ、真意を知ったらベルファルドが激げき怒どするようなことでも……。それでいいのだ。それが自分に与えられた役目なのだと、彼は信じて疑わない。それが長い目で見て本当に、ベルファルドの為になるならば──。

　ここまできたら、もはや信念である。

「プロテックスが危あぶないとなれば、イツマはさぞや動揺することだろうなあ……。奴の性格からして、たとえ勝算がなくとも、必ず出て来るぞ」

「だろうな……」

　バァムはごくんと、唾つばを吞のんだ。

「そこを得意のバルバロイ陣で、捻ひねり潰つぶすもよし……。とにかく敵は戦場を選べないのだ。こちらは闘たたかいの主導権を完全に握れるな」

「わかった」

　その覚悟に圧おされてか、バァムは頷いた。

「貴様の提案は、確かに魅力的だ……。しかしわからん」

「何が？」

「何故そこまで、非情になれる」

「非情に徹てつし切らなければ、先は読めん」

　アンリは言った。

「俺は組織にいた頃、そう叩き込まれた」

「わかった……。レーゲルフ！」

　バァムは副官に向き直った。

「バルバロイ陣を組んだまま、プロテックスに向けて前進!!」

「はっ」

　畏かしこまるレーゲルフ。

「うまく、口車に乗せたな……」

　と、アンリに囁ささやく。

「だが、俺は騙だまされんぞ。本当は、何を企んでいる？」

「さあな……」

　アンリはとぼけた。

「当ててみろ」

　バルバロイ陣は鉄てつ壁ぺきだが、侵攻速度は遅い。プロテックスは目と鼻の先だが、まず銀河標準時間で三日はかかる距離である。その間、敵の恐怖はかえって弥いや増ますであろう。

　既すでに、尋常のやり方でバルバロイ陣を撃ち破れぬことは、証明されている。

『本気になって欲しいのだ』

　と、アンリは思った。

『おまえが本気になれば、どれほどのものか、俺は信じているぜ、ベルファルド……』




　バァム艦隊がバルバロイ陣を組んだままコースを変え、一転ＴＡＣ社私設艦隊の中継基地のある衛星プロテックスに向かったというニュースは、そこにいた社員の家族たちをパニックに陥おとしいれた。

　プロテックスの中継基地に勤務する社員と、社宅に住むその家族とは、併あわせて一万人足らずだが、そのほとんどが軍人としての訓練を受けたことのない──従って身を護まもる術すべも、いざという時の覚悟もない──人々であり、加えて圧倒的に女性、子供、年配者が多い。

　バルバロイ陣の侵攻速度は遅かったが、全員が無事に逃げるには時間がなかった。より正確には、それだけの人々を運ぶだけの宇宙船が圧倒的に不足していた。

　これは、そこまで責めるのは酷こくかも知れないが、イツマの落度である。

　そもそも社員や家族をそこまで運んで来たのはＴＡＣ社私設艦隊の輸送船であり、その多くは既にバァム艦隊との一戦で喪うしなわれている。

「全員を脱出させるまでは、なんとしても侵攻を喰くい止める！」

　残った輸送船はもとより、駆く逐ちく艦かんまで動員した脱出作戦のプランをぶち上げた後、イツマは覚悟を決めてこう言った。

「いいか、たとえ我々は全滅しても、敵艦隊をプロテックスに近付けるな!!」

　悲壮な決意をその端たん正せいな貌かおに漲みなぎらせ、イツマは命じた。

「断じてな」

「そこまでする必要があるのでしょうか？」

　ドミンが尋ねた。

「あるさ」

　とイツマ。

「こうなったのも、総すべては僕の判断だ。責任は僕にある。だが社員の家族には、指一本触れさせはしないぞ！」

「バァム提督は、そこまでやるでしょうか？　誇り高い彼が、無抵抗の社員の家族にまで害を及ぼすということが──」

「それがわからないのが、戦争だ」

　とイウラジ艦長。

「闘いは、人を変えるのだ」

「どのみち、あの中継基地にある物資が敵の手に渡ったら、今度こそ敵は一足飛びに、銀河中央まで雪崩なだれ込むだろうな」

　イツマは言った。

「そうなったら、もう誰にも、あの勢いは止められないぞ」

「そうなる前に、中継基地を爆破しますか？」

　イウラジ艦長が言った。

「もちろん、最後の手段として、その指示は出してある」

　イツマは微笑ほほえんだ。

「だがその時にはもう、僕も生きてはいないだろうな……」

「嫌いやです！」

　ドミンが叫さけんだ。

「会長がいなくなるなんて、僕は絶対に嫌です!!」

「ドミン……」

「会長にもしものことがある時は、僕だって──」

「ありがとう……」

　初めて、ドミンの心を受け止めた。

「そう言ってくれる社員が、君だけではないと、信じたいな……」




『輸送船には、全員が充分に乗れます！』

　と、ひっきりなしに巡回車が叫さけぶ。

『慌あわてず、落ち着いて、列を乱さずに並んでください!!　決して流りゆう言げん飛ひ語ごに惑まどわされないように！　それから、各人、荷物は手荷物ひとつにしてください。貴重品と当座の着替え、だけで充分です。食糧も飲料水も、船に充分あります。避難は、あくまで一時的なものです。すぐに戻って来られます！　繰り返します。輸送船には、全員が充分に乗れます！』

　だが、アキヅキの見るところ、その放送内容を信じている者は皆かい無むのようであった。それを裏付けるように、ドックに続く道は長ちよう蛇だの列であった。

「みんな死ぬんだ！」

「味方は壊かい滅めつしたらしいぞ!!」

「責任者を出せ!!」

『押さないでください！』

　あちこちで小こ競ぜり合いはおろか、投石まで始まっている。銃じゆうを持った警備員や私設軍の兵士たちも、どうしていいかわからず、互いに顔を見合わせて『指示待ち』の状態である。

「船はまだ!?」

　赤ん坊を抱かかえた若い母親が、ヒステリックに叫ぶ。

「いつんなったら乗れるんや!?」

　と、わめく老人もいる。

「もう十時間以上、こないして並んどんのやぞ！」

「押さないでください。輸送船には、全員が充分に乗れます！」

「それはもう、聞き飽あきた!!」

『収しゆう拾しゆうがつかないとは、このことだな……』

　パニックを横目で見ながら、アキヅキはメモに書かれた住所を見る。

「確か、この辺あたりだった……」

　ようやくのことで、目め指ざす重役用の社宅に辿たどり着いた。

「シズマさん！」

　ドアを開けるなり叫ぶ。

「お迎えに上がりました。離れた場所にＶＩＰ用シャトルを準備しています」

　シズマはひとり、部屋で油絵を描いていた。百号のカンバスに、目を見張る程ほどの肖しよう像ぞう画がを──。

「すぐに、脱出してください」

「僕は逃げないよ」

　落ち着き払った声で、シズマは言った。

「逃げる必要なんかないんだ。そうだろ？」

　振り向き、絵具だらけの顔で微笑む。

「ですが……」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　再び絵に向かう。

「何も心配することなんて、ありゃしないよ。みんな、どうかしてる……」

「そうかも知れません。でも、お願いですから、逃げてください!!」

「おい！」

　アキヅキを尾つけて来たのだろう、中年の男が背後からその肩を摑つかんだ。

「あんた、会長の秘書か!?」
















　無言で頷く。

「お願いだ、そのシャトルに乗せてくれ！」

「大丈夫ですよ。輸送船には必ず全員が乗れますから……。落ち着いて並んでください」

　アキヅキの説明を、男は聞いていない。

「会長や重役の家族だけ、特別待たい遇ぐうか!?」

　胸むな倉ぐらを摑まれた。

「だいたい、おまえのところの会長が負けるから、こんなことに──!!」

「兄さんは……負けてない」

　シズマが言った、力強い声だった。

「兄さんは、まだ負けた訳わけじゃない。生まれてからまだ一度も、負けたことがないんだ。これからだって──」

「シズマさん……」

　アキヅキが、シズマを見た。男もアキヅキのコートを摑んだ手を離し、呆あつ気けに取られたように彼を見る。

「兄さんは、負けない。それに──」

　シズマの瞳ひとみが、輝かがやいた。

「困った時には、ベルファルドがなんとかしてくれる……」

　百号のカンバスに描かれていた肖像画──、

　それは、イツマと並んで肩を組んだ、ベルファルドの笑顔であった。




「間に合いません！」

　と、ヒステリックにオペレーター。

「半分も脱出しないうちに、バァム艦隊はプロテックスに到達してしまいます!!」

「最後まで諦あきらめるな！」

　イツマは命じた。

「たとえ一人でも多く、助けるんだ！」

　ぎゅっと拳こぶしを握る。

「いよいよ、死に時かな……」

「イツマ！」

　ベルファルドが飛び込んで来たのは、その時である。

「ベルファルド!!」

　束つかの間まではあるが、イツマの表情が輝く。

「よく無事でいてくれた！」

「時間がないんだ」

　再会の喜びもそこそこに、ベルファルドは言った。

「頼みがある」

「頼み？」

「ああ」

　ベルファルドの表情が、どことはなしにいつもとは違うことに、イツマは気付かざるを得なかった。

「僕に、駆く逐ちく艦かんを一隻くれないか？　旧式のやつでいい」

「そんなもの、どうするんだ？」

「いいから──」

　と、ベルファルドは言った。

「みんなが苦しむのを、もうこれ以上見ていられないのさ。僕は、僕は……やるよ」










　第五十三章　奇策を弄ろうする




「動かせるのか？」

　と、イツマは問うた。

「君に駆く逐ちく艦かんを動かせるのか、ベルファルド？」

「動かせない」

　と、ベルファルドは首を振った。

「だが、動かせる人たちを知ってる。彼らは皆みな、僕に協力してくれると言っている。僕は彼らを信じる……」

「わかった」

　微笑ほほえんで頷うなずく、イツマ。

「君に一隻、喜んで貸そう」

「いや……それが……」

　ベルファルドは言いにくそうに呟つぶやいた。

「貸すんじゃなくて、くれるっていうんじゃなきゃ困るんだ。たぶん……返せないと思うから──」

「ベルファルド……君は死ぬ気か？」

「まさか」

　ベルファルドは笑って言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。僕は帰って来る」

「わかった。駆逐艦一隻でいいんだな」

　イツマは受話器を取り上げた。

「僕だ……。空あいている駆逐艦はあるか？　そうだ……うん。そうだろうな、仕方ない……。うん、動けばいい」

　電話口で、しばらくやり取りがあった。

「動けば、何でもいいかと訊きいている」

　イツマが受話器を片手に、ベルファルドを見た。

「なにしろ、救出作戦でまともな駆逐艦は、全部出払ってる」

「構わない」

　とベルファルド。

「エンジンさえどうにかまともに、動けばいい。武器は使えなくていい……」

「一隻だけ、割さいてもいいそうだ」

　イツマは念を押すように言った。

「ただ……軍の払い下げの、ポンコツだぞ。老ろう朽きゆう艦かんと言うより、ほとんど廃艦寸前だ」

「上等だよ」

　とベルファルド。

「忙いそがしいのに、すまないね」

「いいんだ……。君の役に立てて、嬉うれしい。君にあんな想いをさせた、僕を赦ゆるしてくれるか？」

「赦すもなにもない」

　と、それがベルファルドの偽いつわらざる気持ちだ。

「君に謝あやまって貰もらわなければならないような事を、僕は何もされていない……」

「君に逢あわせてくれた運命に感謝する……」

　心から救われた表情のイツマ。自みずからサインした、一枚の書類とＩＤカードを手渡す。

「艦長のＩＤと、駆逐艦の受領証明書だ。使ってくれ」

「ありがとう」

「彼はいったい、何をするつもりでしょうか？」

　イウラジ艦長が、イツマに尋ねる。

「とてつもない奇策が、あるように見えましたが──」

「もう僕にもわからない」

　と、イツマは言った。

「だが、僕は彼を信じる」




「すまないね、みんな」

　ドックの前に整列した乗組員を前に、ベルファルドは深々と頭を下げた。

「みんなにも家族はいるのに、こんな危険な任務に付き合わせてしまって……」

「野や暮ぼなことは、言いっこなしですよ」

　と、ブルーノが言った。

「そうですよ。これくらい名誉な任務もないんですから」

　ウンベルトが励はげます。

「やりましょう、ベルファルド艦長」

「艦長……艦長か……」

　呟く。

「妙みように懐なつかしい響きだな。課長も社長もやったけど、そんな呼び方をされるのは、生まれて初めてのはずなのに──」

「しかし……」

　ブルーノは、傍かたわらにある老朽駆逐艦を見上げる。

「本当に、こんなボロ艦ぶねで大丈夫でしょうか？」

　駆逐艦『はなかぜ』と、手渡された書類にはある。『花風』あるいは『華風』の意味だろうが、『鼻風邪』と勘かん繰ぐりたくもなるポンコツであった。艦横に書かれた『はなかぜ』の文字も、色褪あせ剝はく落らくしており、辛かろうじて『かぜ』の二文字が読める程度であった。

「ほう……懐かしいですな」

　見上げながら、呟いた者がいる。

「私が入社した頃は、この『いそかぜ』タイプはまだ現げん役えきバリバリだったんです。今じゃこの型の操そう作さに精せい通つうしている者は、私くらいでしょう」

「ロイドさん……」

　あの臆おく病びよう風かぜに吹かれた下士官のロイドであった。

「あの時は、見苦しい真ま似ねを晒さらしました……」

　さっと敬礼するロイド。

「艦長……邪じや魔までなかったら、どうか私も付き合わせてください。ボタン操作の新型艦には不慣れの旧式アナログ親おや父じですが、このくらいの旧式なら、どうにか扱えます」

「嬉しいよ」

　ベルファルドはロイドの肩を叩いた。

「じゃあ頼むよ、ロイド副長」

「副長？　私がですか？」

「そうさ」

　ベルファルドは頷いた。

「新しん米まい艦長には、ベテラン副長が必要なのさ」

「わかりました！」

　何度も、何度も頷く。

「それにしても、『鼻風邪』なんて縁えん起ぎでもない名前は、よくないですな」

　ペイントの剝はげた、艦かん腹ぷくを見上げる。

「書き変えても宜よろしいか？」

「いいとも。君の裁さい量りようでやってくれ」

　ベルファルドは言った。

「任まかせる」

「では──」

　ロイドは頷いた。

「任せていただきましょう。こっちは正しよう真しん正しう銘めいのプロです」

「プロ？」

「ええ。ＴＡＣ社の下請け工場にいた頃は、塗装工だったんですよ。まずは化粧直しからやりましょうか……。錆さび止めのプライマーと、サーフェイサーは何ど処こですか？」

「それなら塗料庫かな」

「了りよう解かいしました！」

　てきぱきと指さし図ずし、塗装用の足場を組む。

「見事なもんだ……」

　その手て際ぎわを感心して眺ながめながら、ベルファルド。

「『アポフィス』の機関室で震えていた時とはまるで別人じゃないか。この戦いが一段落したら、我が社に引き抜こう……」

「艦長！」

　足場の上から、ロイドが叫ぶ。

「この艦名で、いかがでしょう!?」

「ん──」

　鮮あざやかな艦名用極太書体で、遠とお目めにも白く書かれた文字を見る。

『そよかぜ』

　と、読めた。

「はて？　今日きようはなんだか、デジャヴの多い日だな……」

　ベルファルドは首を傾かしげた。




「ははははは！」

『ドローメII』のブリッジに仁に王おう立ちになり、高笑いのナ・バァム・ドム。

「やられてもやられても、懲こりもせず次から次へと湧わいてくる蠅はえどもめ。まさに小五月蝿こうるさいわ!!　蹴け散ちらせ！」

　無敵のバルバロイ陣は、敵かなわぬを承知で次々と果か敢かんに挑いどみかかるＴＡＣ社私設艦隊の攻撃を跳はね除のけつつ、ゆっくりと、しかし着実に前進を続ける。

「そんな散発的な攻撃で、鉄てつ壁ぺきのバルバロイ陣の渋皮一枚、剝むけるとでも思っているのか!?　小こ賢ざかしいわ！」

「しかし、敵も必死ですな」

　レーゲルフは呆あきれつつも、敵の頑がん強きような抵抗には一応の敬意を表しつつ呟つぶやいた。

「これだけ必死になるとは……。あの衛星が彼らの生命線だという情報は、どうやら本当だったようです」

「最初から、そう言っているだろう」

　憮ぶ然ぜんとしながら、アンリが呟く。

「プロテックスが陥かん落らくしたら、もう次は、一いつ足そく飛とびに太陽系なのだ」

「貴き様さまは一体、何を考えているのだ？」

　バァムは振り向いて尋ねた。

「スレイが嫌いなのではなかったのか？　そのスレイの名を戴いただく我が帝国に、何ゆえ荷か担たんする」

「スレイは嫌いだ」

　とアンリ。

「だが、おまえさんは好きだ。それに、帝国が大きくなってくれれば、俺としても都つ合ごうがいい。ただ、大きくなられ過ぎても困る。ちょうどいいバランスというものがある。その天てん秤びんの釣つり合あうところまでは、勝たせてやろうと言っているのだ」

「何様のつもりだ!?」

　とレーゲルフ。

「何もかも、わかっているとでも言うのか!?」

「わかっている」

　と、アンリ。

「少なくとも自分の為なすべきことは、わかっているつもりだ……」




「あなたまで乗ることはなかったのに……」

　と、ベルファルド。

「皆の前ではああ言ったけど、生きて還かえれる保証は何ど処こにもないんですよ」

「わかっとる！」

　ドクター・セイジューロー・キタグチは一いつ升しよう瓶びんの封を切りながら豪快に笑った。

「じゃが、おまえさんと一いつ緒しよなら、それもまた風流……そう思うての」

　言うそばから、ベルファルドの手にした茶碗になみなみと満たす。

「まずは、一升、空あけてからじゃわい」

「医師せんせい、それ、もしかして……」

　ベルファルドが苦笑した。

「一升……一勝の駄だ洒落じやれですか？」

「そういうことじゃ」

　手て酌じやくでぐいぐい吞のみつつ、キタグチ。

「こうして吞んでおると、何やら懐なつかしい気持ちになってくるわい」

「僕もです」

　とベルファルド。

「でも、盛り上がってきたところで申し訳わけないけど、そろそろブリッジへ行かないと……。みんな、待っています」

「おう。引き止めて悪かったの。負傷者の手当ては任まかせなさい。忙しい時には一度に三人、手術してのけたワシじゃ。たとえ百人運ばれてきても、瞬時に治なおしてみせようぞ」

「ありがとうございます。でも、たぶん怪け我が人にんは一人も出ませんよ」

「なんとな？」

「全員無傷か、全員戦死……。そのどちらかです」

「いずれにせよ、ワシは暇ひまか？」

「ええ。ですからこころゆくまで、御ご晩ばん酌しやくを──」

「勝利の酒になることを、祈っておるわい」

「では──」

　駆逐艦『はなかぜ』改め『そよかぜ』の医務室を出ようとするベルファルドを、

「艦長」

　と、ドクターは呼び止めた。

「はい？」

「親おや父じが死ぬ前に、漏もらしていた……」

「は──!?」

「医師としての探たん求きゆう心しんから、ついつい悪魔の研究に荷担してしまったと……。赦ゆるされざる存在を生み出してしまったことを、親父は最後まで後悔していた。もし、倅せがれのワシがそのクローンに逢あうようなことがあったら、こう伝えてくれと……。オリジナルを超えてみせろ……とな」

「はい！」

　ベルファルドは敬礼して、言った。

「仮かりにオリジナルを超えられないとしても、たぶんそのクローンは、もうあなたのことを恨うらんではいないでしょうと、次のお墓参まいりの時にでも伝えてあげてください。それなりの人生を、満まん喫きつしていますからと──」



















「防ふせぎ切れません」

　と、イウラジが叫さけぶ。

「艦隊は……ほぼ全滅……。敵は無傷です」

「いよいよか」

　イツマは覚悟を決めた。

「敵はあと一時間足らずで、プロテックスを射程距離内に捕ほ捉そくします！」

「脱出状況は？」

「三割弱……といったところです」

「三割か……」

　唇くちびるを嚙かむ。

「それが僕の、最終評価という訳だな」

「会長……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　とイツマ。

「いざとなったら、僕には最後の手段がある。この『アメミット』を、あの悪魔のキューブにぶつけてやる」

「そんなことをしても、何の意味もありませんよ」

　ドミンが振り向いて言った。

「せいぜい、敵の一隻か二隻を、道連れにするくらいのものです」

「いいや」

　静かに首を振る。

「全部噴ふき飛ぶ……」

「まさか……」

「『アメミット』の船せん倉そう一杯に詰まっているのは、何だと思っている」

「まさか──」

　ドミンの表情が凍こおり付いた。

「すまんな、ドミン」

　イツマは言った。

「君の友人のユーリアには、悪いことをした。彼女の論文を、勝手に盗とう用ようして、密ひそかにエカプルトニウム爆弾を開発させておいたんだ」

「────!?」

「使わずに済めばいいと思っていたが、どうやらそうもいかんらしい。君から彼女に、よく謝あやまっておいてくれ」

「それはもしかして……」

　と、ドミン。

「いざとなったら、僕は逃げろということでしょうか？」

「君だけではない」

　とイツマ。

「特攻には、一人いれば充分だ。本当はフルオートでもいいくらいだが、敗戦の責任は取らねばなるまいからな……」

　そう言って、ふっと笑った。

「見損なわないでください！」

　ドミンは激げつ昂こうした。

「その時は僕も一緒に突っ込みますよ」

「ドミン……」

「私も……」

　イウラジ艦長が言った。

「お供ともします……会長」

「私も……」

「私も──」

「私も、連れて行ってください」

　期せずして、ブリッジの全員が起立した。

「困ったやつらだ……」

　イツマはくるりと背中を向けて、肩を震わせた。

「少しも会長の意向に、従おうとはしない……」

「みんな、あなたが好きなんですよ」

　ドミンが言った。

「だからもう、悲しいことは言わないでください。最後まで闘たたかいましょう。僕らは皆、一いち蓮れん托たく生しよう、一心同体です」




「ここは……？」

「気が付いた」

　ハルミ看護卒が、エッソを見た。

「もう大丈夫よ」

「社長は？」

　ベッドに上半身を起こそうとする。

「まだ安静にしてなきゃ駄だ目めよ。大手術の直後なんだから──」

「ベルファルド社長は!?」

　エッソには聞こえていないらしい。

「何ど処こです？」

　苦痛に表情を歪ゆがめる。

「ベルファルドさんは──」

　ハルミは呟つぶやく。

「行かれたわ……。皆みなを助ける為ために──」

「行った？」

「ええ」

「どうして……」

　エッソはシーツを摑つかんで、悔くやしがった。

「どうして僕を、一緒に連れて行ってくれなかったのかなあ……」

「あなたを宜よろしくと、おっしゃってたわ」

「看護婦さん、お願いがあります」

　エッソは懇こん願がんした。

「僕を、社長が見える場所に、連れて行ってください」

「まだ無理よ」

「お願いです！」

　エッソは必死だった。

「一緒に、闘いたいんです……」




「バァムの野郎、どこまで本気なのかな？」

　モニターを凝ぎよう視ししながら、スレイは呟いた。

「本気？」

　ユーリアが尋ねる。

「ああ。奴はサムライだ。正々堂々と正面から敵と渡り合うのは潔いさぎよしとしても、後方の戦せん略りやく拠きよ点てんを、それも民間人がいるような場所を攻撃するのは、奴の主義に反するはずだ。誰にそそのかされた……」

「でも彼は、やるみたいよ」

　ベルグマンが呟く。

「いざとなれば、彼も軍人よ。好き嫌いでなく、それくらいはやるわよ。かえってこの好機を見み逃のがすくらいなら、人間としては立りつ派ぱでも、軍人としたら失格よ。むしろ軽けい蔑べつするわ」

「そうか……。おまえも軍人だったな」

「当然よ。『女』である前に、まずは一人の軍人なの……」

「そういうものか……」

　再びモニターに向き直るスレイ。

「イツマ、おまえはどうする!?」




「最後まで闘う！」

　イツマは叫んだ。

「みんな、命をくれ!!」




「プロテックス、射程距離……」

　レーゲルフが呟いた。

「間には、戦艦一隻です」

「イツマだな」

　とバァム。

「タイラー家とドム家の長い歴史の中で、初めて我が血筋が勝利を収おさめたな……」

「どうします？」

　尋ねるレーゲルフ。

「降こう伏ふくを勧かん告こくしますか？」

「それを潔しとするような、奴でもあるまい」

　バァムは嗤わらった。

「望み通り死なせてやるのが、武士の情けというものだ」

　言うなり、ブリッジの、いちばん目立つ場所に飾ってある写真を見上げた。

「我が祖ル・バラバ・ドム提てい督とく！　偉大なる曾ひいお祖じ父いさま──!!」

　ラアルゴン式の敬礼をした。

「お慶よろこびください！　あなたの曾ひ孫まご、ナ・バァム・ドムが、初めて悲願を達成致しました……」

「まだ早い！」

　叫さけんだのは、アンリである。

「タイラー家の血を、甘くみるな!!」

「なにっ!?」

　思わずアンリを見る。

「そうか…貴き様さまもタイラー家の血筋なのか……」

「スレイもだ」

　胸を張るアンリ。

「しかし、イツマはもう……」

　レーゲルフが言いかけた。

「イツマがどうした！」

　と、アンリ。

「イツマの中に流れるジャスティ・ウエキ・タイラーの血は、たかだか六・二五％！　そこいくと、俺やスレイは五〇％だぜ」

「おまえがやるとでも言うのか……」

「俺じゃない」

　アンリは言った。

「一〇〇％の男が、やる!!」

「前方に、さらに一隻出現!?」

　オペレーターが叫んだのは、その瞬と間きであった。

「なんだ、あれは……」

　それほど拍子抜けする敵であった。旧式の、駆逐艦が一隻──。

「来たな……」

　アンリが、微笑ほほえんだ。

「待ってたぜ」

「ベルファルド!!」

　バァムが叫んだ。

　駆逐艦『そよかぜ』は、バルバロイ陣とプロテックスとの間に立ちはだかる『アメミット』の、さらにその前方に出し抜けに出現したのだ。

「駆逐艦一隻で、何をやらかそうというのだ……」

　だが、彼もドム家の漢おとこである。

「面おも白しろい！」

　バァムは命じた。

「踏み潰つぶせ……」




「ベルファルド！」

『アメミット』のブリッジで、イツマは思わず立ち上がった。

「何をする気だ!?」




「ベルファルド！」

　潜せん宙ちゆう艦かん『マツブッシー』の中でも、スレイが立ち上がっている。そのまま喰くい入るように、モニターに歩み寄る。

「どうしてわかるの？」

　とユーリア。

「どうして、あれに乗っているのがベルファルドだなんて──」

「甘いわね」

「そういうこと」

　ベルグマンとスリチャイとが、同時に左右から、彼女の肩を摑んだ。

「まだまだ修しゆ行ぎようが足りないわよ、ユーリア」

「スレイには、わかるんです」

　二人はそう言って、目め配くばせした。

「まだまだ、ユーリアには負けていないってことね」

「そういうことです」

　スリチャイは頷うなずいた。

「スレイに関しては、まだ我われ々われの方が専門家です……」




「社長……」

　ストレッチャーに乗せられたままモニターを見上げ、エッソは恍こう惚こつの表情になった。

「負けません……よね」




「ベルファルド……」

　絵筆を休め、シズマは天を見上げた。

「おめでとう……。いよいよデビューだね」




「ふふ……。まったく無む茶ちやをやりよるわい」

『そよかぜ』医務室のモニターでは、ドクター・セイジューロー・キタグチが一升瓶を片手に祝杯を上げる。

「偉大なるクローンに乾杯……ってか」




「始まるね」

　と、元げん帥すい執務室でキサラは呟つぶやいた。

　そして、何を思ったか、やおらモニターのスイッチを切ってしまった。

「後はもう、見なくてもわかるよ」




「ほう……」

　自宅の茶の間で、世紀の生中継を見ていたジャスティ・ウエキ・タイラー老は唸うなった。

「どれ……」

　一声呟くと、木調豪華モニターの前に、きちんと正座し直した。




「舐なめるなあ！」

　バァムは叫んだ。

「タイラー気取りか!?」

「気取ってんじゃねえよ」

　アンリは言った。

「これが本当の、ベルファルドの姿さ」




「ハルミ……こっちへいらっしゃい」

　生まれたばかりの息子を抱だいたチッコリーナが、娘のハルミを呼ぶ。

「あれ、ダダ？」

　小さな手で、モニターを指差すハルミ。

「そうよ」

　頷くチッコリーナ。

「ダダよ。一緒にダダの活躍……見ようね」

「うん」

「あなたも見るのよ、ＪＪダブルジエイ……」

　息子に囁く。

「あれがあなたの、パパなのよ」




「息子さんの名前……」

　目の前の敵を見詰めつつ、ロイド副長が呟いた。思わず笑ってしまう程ほどの戦力差なので、不思議と恐怖は感じない。恐怖を感じる神経が、麻ま痺ひしてしまっているのかも知れない。

「ＪＪって、どういう意味なんです？」

「ジャスティ・ジュニア」

　微笑んで、ベルファルドは言った。

「だから、略してＪＪ」

「なるほど……」

「そう言えば……」

　ベルファルドはロイドを見た。

「副長、君のフルネーム、まだ聞いていなかったな」

「私ですか？」

　ロイドは目を白黒させた。

「私みたいな中年の名前を聞いて、楽しいですか？」

「いいから……」

　その笑顔があまり優やさしかったので、ロイドもつい、

「はい」

　と、頷いてしまった。

「フランク・マコト・ロイドです」

「マコト……か」

　と、ベルファルドはその名を反はん芻すうするかのように、口の中で呟いた。

「副官の名前がマコト……勝ったな」




「砲ほう撃げき準備！」

　レーゲルフが命令するのを、

「待て」

　と、バァムは制した。

「ここから狙ねらえば、背後にあるプロテックスにも被害が出る。それは避けたい」

「仏ほとけ心ごころか……」

　とアンリ。

「いや、勘かん違ちがいするな」

　とバァム。

「別に社員の家族を気き遣づかってのことではない。あの衛星にある、補給物資を無傷で手に入れたいだけだ」

「どうだか──」

「高速艦隊に命じて、あの駆逐艦を三方向から砲撃させろ!!」

「はっ」

「射線上に他の目標がいないことを確認してな……」

「心得ております」

　レーゲルフは頷いた。

　三隊に分かれた高速艦隊が、三方向から『そよかぜ』を包むように迫る。

「さあ、どうする？　ベルファルド……」

　バァムは北ほく叟そ笑えむ。

「この状況を、どう変えるというのか──」




「三方向から包ほう囲いされました！」

　とブルーノ。

「集中砲火が来ます！」

「慌あわてなくていいよ」

　妙みように間ま延のびした声で、ベルファルド。その声を聞いているだけで、何な故ぜか安心するから不ふ思し議ぎだ。

「計算通りさ」

「計算通り……」

「ウンベルト」

　ベルファルドが、ウンベルトを見た。

「はい、艦長……」

「僕が合あい図ずしたら、いいね」

「はい！」

　力強く頷く。

「わかってます」

「敵艦隊、発はつ砲ぽう!!」

　ブルーノの絶叫。

「今だ！」

　とベルファルド。

「ワープ!!」




「消えた!?」

　とレーゲルフ。

「違う。よく見ろ」

　とバァム。

「砲撃の命中する寸前に、ワープしたのだ。ワープ!?」

　自分の言葉に、思わずはっとなる。

「ワープだと!?　何ど処こへ──!?」

　嫌いやな予感がした。




「いかん！」

　突とつ如じよとして、スレイが叫んだ。

「逃げろ！　バァム！」

「逃げる？」

　スリチャイが、スレイを見る。

「何故です？」

「ベルファルドめ……」

　気付けばスレイは顔がん面めん蒼そう白はくである。

「俺と同じことに、気付いていやがったか……」




「なんと──!?」

　高速艦隊を任まかされていた老将ラ・ケル・ドアンは目を見み張はった。

「苦し紛まぎれにワープして逃げたか……。だが、この宙ちゆう域いきからは何ど処こへも逃がさんぞ！　すぐにワープトレーサーで、ワープアウト座標を算出するのだ。あの老朽艦では、そう遠くへは跳とべん！」

　さすがである。が、そこから先は彼の計算外であった。

「ドアン提てい督とく！」

　副官が絶ぜつ叫きようした。

「砲撃が、向かって来ます！」

「なに!?　何処から!?」

「高速艦隊同士の、砲撃です……」

「馬ば鹿かな！」

　耳を疑った。

「射線がお互いに干かん渉しようせぬよう、角度を計算して撃ったではないか!?」

「ワープです！」

　副官がわめく。

「ワープのせいで、空間が歪ゆがんで──」

「な……」

「わァ──────ッ!!」

　互いの砲撃の暴ぼう走そうに包まれる、高速艦隊。

「バァムさま……」

　光の奔ほん流りゆうに吞のまれて消える寸前、ドアン提督は呟いた。

「強敵ですぞ……心してください……」

　その直後、迸ほとばしるエネルギーが、彼の意識を跡あと形かたもなく寸断した。




「高速艦隊……壊かい滅めつ……」

「ベルファルド！」

　あまりのことに、コンソールを叩きつけて身を乗り出すナ・バァム・ドム。

「やりおったな！　おのれ!!」

「甘いなあ……」

　アンリが言った。

「ベルファルドを舐なめたツケが、これだ」

「探せ！」

　バァムは命じた。

「草の根分けて、奴の出現する地点を追え！」

「その必要は……ねえぜ」

『ドローメII』が大きく揺らいだのは、その時である。

「どうした！」

「敵艦──」

　オペレーターの報告は、バァムをして心底震しん撼かんさせた。

「バルバロイ陣の中央に出現！」

「そ……その手があったか……」

　愕がく然ぜんとなるバァム。

「油断していた……」

「ワープアウトの衝撃波、きます！」

　絶叫。

「本艦隊は密集し過ぎて……ああぁッ!!」

　バルバロイ陣の鉄壁さが、逆に命取りとなった。

　中央部にいた空母群が、真っ先にやられた。衝撃波で、爆弾や魚ぎよ雷らいを満まん載さいしていた艦載機同士がまず衝突して爆発。それが母艦に誘導するや、爆発は次々と爆発を生み──。

「離り脱だつ！」

「駄だ目めです!!」

　慌あわてて離脱しようとする外殻部の戦艦、巡洋艦も、混乱のあまり衝しよう突とつし、右う往おう左さ往おうする間に誘爆に吞まれる。

「こ、これが……狙ねらいか……」

　愕然となるバァム。

「狙ったかな？」

　とアンリ。

「ベルファルドも、そこまで考えてなかったろうよ。ただ、結果オーライだな」

「閣かつ下か、この『ドローメII』も、間もなく焰ほのおに吞まれます……」

　悲痛な表情で、レーゲルフ。

「脱出を……。ここは捲けん土ど重じゆう来らいを──」

「くう……」

　ナ・バァム・ドム、生しよう涯がい初めての挫ざ折せつである。

「陛へい下かになんとお詫わびすればよいのか……」

「とにかく今は──」

　バァムの袖そでを取り、脱出カプセルへと通じるシューターに押し込む。

「おまえも来い！」

「俺？」

　声を掛けられたことがさも心外そうに、アンリは言ってのけた。

「俺は……いいぜ」

「何!?」

「俺の役目は終わったぜ。それに、非ひ道どうな手段をとったことを詫びねえとな」

「貴き様さま、これを最初から承知で──」

「いいから逃げな……」

　アンリは嗤わらって言った。その横顔を、早くも焰が彩いろどる。

「ぐずぐずするな」

「──大した奴だ、貴様も……」

　レーゲルフは一瞬アンリを見、それから直立不動で敬礼すると、やおらシューターに飛び込んだ。

「さてと……」

　焰に包まれたブリッジで、アンリはさっきまでバァムの座すわっていた艦長の椅い子すに腰掛ける。

「セルジオ……ヨナタン……ウェポンスキー……チヒロ……ランディ……レダ……。遅くなったな、俺もこれから、そっちへ行くぜ」

　かつて、ゴドーと呼ばれていた頃の表情に戻って、アンリは呟く。

「もうこれで、スレイだけになっちまうが……奴は大だい丈じよう夫ぶだ。俺たちの分まで、逞たくましく生き抜いてくれる」

　確信があった。

　それからアンリは、コートのポケットから一枚の写真を取り出し、眺ながめる。

「ベルファルド……」

　そこには、会社の工場の前で写した、ベルファルドとのツーショットが──。

「楽しかったよ……」

　と、アンリは呟いた。

「俺……少しはおまえの役に立ったよな」

　直後、爆発が総すべてを吞み込んでいった。

　焰に煽あおられ、燃え尽きる写真の中で、子供のようにＶサインを作ったアンリの表情は、確かに微笑ほほえんでいた。




「バルバロイ陣……崩ほう壊かい消滅……」

「奇跡だ」

　目の前の火か球きゆうを、ただ見詰めるイツマ。

「ベルファルドは……あの鉄壁の陣をたった一人で」

「私は……とんだ無能な艦長です」

　イウラジ艦長が、帽子を脱ぬいだ。

「あれほどの艦長の素質を持った人を、一目で見抜けなかった……」

「誰がわかろう」

　イツマは言った。

「僕でさえ、彼がここまでやろうなどとは、夢にも──」

「ベルファルド艦長……いえ、ベルファルド提督は……」

　ドミンが呟つぶやいた。

「どうなったのでしょう？」

「あの爆発の中心部だ」

　とイウラジ艦長。

「おそらく……」

「信号確認！」

　オペレーターが叫んだ。

「『はなかぜ』……いえ、『そよかぜ』です！」

「なんだと!?」

　ようやく下火になった爆発の中から、一隻の駆逐艦が姿を現あらわす。

「無傷です!!」

「信じられん！」

　驚きよう嘆たんしつつも、心から嬉うれしそうにイツマ。

「あの爆発の中で……」

「おそらく、爆発のちょうど中心点にいたのが幸いしたのでしょう」

　とイウラジ。

「それにしても、なんという強運なんだ……」

「当然だろう」

　イツマは言った。

「ただでさえ強運の持主が、今までの人生で蓄ちく積せきしていた運を、一いつ挙きよに解放したのだから──」




「任務完了……」

　制服の襟えりを緩ゆるめながら、ベルファルドは呟いた。

「これより帰き投とうする。みんな、よく頑がん張ばってくれた」

「何もしてません……」

　と、ロイド副長。

「我々は、ただここにいただけで、何もしていませんよ、艦長」

「それでいいんだ」

　ベルファルドは微笑んだ。

「ただそこにいてくれた。苦しい時にも、諦あきらめないで一いつ緒しよにいてくれた。ただそれだけで充分なんだ」

「艦長……」

「さあ」

　ベルファルドは言った。

「みんな疲れたろう。帰って思う存分食べて、シャワーでも浴びて、それから心ゆくまで寝よう！」

　だが皮肉なことに、この日からイーサン・ベルファルドは、食べるのも寝るのも、それこそ秒刻みのタイムスケジュールに追われる時の人となってしまったのだった。


つづく












　怒ど濤とうの次回予告




「一夜にして時の人となられた率そつ直ちよくなご感想はいかがですか？」

　不ぶ躾しつけなインタビュアーに訊きかれた時、

「時の人？」

　と、思わずベルファルドは尋ね返していた。

「時の人って、どういう意味です？」

「ですから──」

　と、インタビュアー。

「たった一人で、反乱軍の大艦隊を全滅させた、救きゆう国こくの英雄という意味ですよ」

「とんでもない！」

　心しん外がいそうにベルファルドは言った。

「それは間ま違ちがいです」

「間違い？」

　と、インタビュアー。

「いやいや。謙けん虚きよな方だとは聞いていましたが、これはまた、ご謙けん遜そんを……」

「そうじゃなくて……」

　もどかしそうにカメラに向かい、ベルファルドは訂正した。

「僕が間違いだと言ったのは、そうじゃなくて……反乱軍なんて言い方でなく、バグジー＝スレイ帝国と、きちんと言って欲しかったのです」




「どの面つら提さげて、おめおめと陛へい下かの下もとに戻れようか……」

「閣かつ下か、かくなる上は……」

　レーゲルフは言った。

「いっそ、あの男の下に身を寄せられては──」

「あの男？」

　バァムは副官を見た。

「はい」

　頷うなずくレーゲルフ。

「たった一人であなたをここまで追い詰めた、あの男です……」




「銀河三分の計か……」

　全ぜん天てん球きゆう儀ぎを指先で回しながら、老人は呟つぶやいた。

「思ったより、五年ばかり早かったな。さて、残った五年のワシの寿じゆ命みよう、何に使おう……？」




「いやいや、こうしておると……」

　ドクター・キタグチは杯さかずきをあおりながら呟く、

「まったく全体、どこかで見たような景け色しきじゃの」

「はい、ドクター」

　と、艦長服のベルファルド。

「なんだか僕、この『そよかぜ』の医務室にいると、故郷ふるさとに戻ったような気持ちになるんです」

「そうですわね」

　突然現われた、美人が言った。

「まったくその通りですわ、タイラー艦長」

「君は──!?」

　美人の貌かおを一目見るなり、絶ぜつ句くしてしまうベルファルド。

「ハルミさん！」

「四代目です」

　と、ハルミIVは微笑ほほえんだ。

「この原風景には、どうしたってあたしが要いるんです。艦長、ドクター……。お酌しやくしましょう」




「またしても奇き抜ばつな手に、してやられた……」

　とイツマ。

「しかし、犠牲が皆かい無むであっただけじゃなく、不思議に悔くやしくないのは何な故ぜだ？」

「何故でしょうね」

　アキヅキは呟いた。

「まったくあの人が、魂たましいの原点……だからでしょうかね」




「イツマに勝ち、俺に勝ち……。これでもうベルファルドは宇宙最強かな？」

　敗やぶれたくせにスレイは、何故か嬉うれしそうに呟いた。

「まだです」

　とプラティープ。

「ベルファルドさんが宇宙最強を名乗る為ためには、勝たねばならぬ相手が、もう一人だけいます」




「なんだと!?」

　受話器を受け取ったイツマが、絶句する。

「あの人が……出撃!?」




「ふっ、ベルファルドよ」

　と、特別誂あつらえの提てい督とく席で、老人は呟いた。その表情の張りは、まったく昔せき日じつの面おも影かげそのままである。

「三番目の王者を気取るのは、このオリジナルに勝ってからにせい！」

　宇宙軍元げん帥すいの袖章に包まれた、皺しわだらけの指先が動く。

「全艦、突撃開始じゃ！　油断するな」

　ジャスティ・ウエキ・タイラー、実に九十数年ぶりの、現げん役えき復ふつ帰きであった。

「勝負!!」




　いよいよ入にゆう魂こんのクライマックス。次回「無責任三国志⑧『試練の三番勝負[image: ]』」

　ＣＯＭＩＮＧ　ＳＯＯＮ！










　あとがき




　これが、やりたかったんだよね。

　この巻を書く為ために、長いアプローチが必要だったのです。

　今までの六巻分全部、このシーンの為にあったと言っても、過か言ごんではないでしょう。

　でも──、

　次の第⑧巻『試練の三番勝負[image: ]』は、もしかすると「今までのシリーズ全部（『宇宙一の無責任男』シリーズからの四部作と外伝全部を含む）が、この巻の為の長い前置きだった」と言えるほどのものになるかも知れません。

　それと、これはあまり書きたくないけど、どうやら⑩巻あたりで、ちょっと辛つらいシーンを書かなければならなくなるかも知れません。実に長期間、皆みなさんに親しんでいただいたさる人物に、長いお別れをしなければならなくなりそうなのです。

　とはいえ──、

　正しよう念ねん場ばはここから、本当に面おも白しろくなるのはこれからです。

　それからもしかして、今、この巻を読み終わった時点で、復習の為に、皆さんがお持ちの（持ってない人は、今すぐ書店に走れ!!）全シリーズを、『無責任艦長タイラー』あたりから読み返されてみると、新たな発見があるかも知れません（いや、絶対にある！）。

　そうして、改めてもう一度、この巻のクライマックスを読んでみてください。

　何だか、胸に迫ってくるものがありませんか？

　次の巻が待てないという人は、今こそシリーズを纏まとめて読み返す、絶ぜつ好こうのチャンスかも知れませんよ（実は、作者自身も読み返してたりして……）。




　ともかく、あと三巻で、全シリーズ完結の運びとなりました。

　入にゆう魂こんの三部作に、どうか御期待ください。


著者












無む責せき任にん三さん国ごく志し⑦




三みつつの王冠クラウン








吉よし岡おか　平ひとし
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